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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　『暴風』という名の女







「あら？　どうかなさいましたか？　ヴェンデリンさん」

「（これは、面倒な女に絡まれてしまった……）」

　俺は、誰にも聞こえないように一人呟つぶやいてしまう。

　突然俺たちに声をかけてきたカタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲルという女は、エリーゼが即座に見抜いたとおり、没落貴族の娘であろう。

　貴族令嬢が冒険者になどならないとは言い切れないし、実際にヴィルマのような存在もいるが、真っ当な貴族ならばマントなど着けないからだ。

　明らかに目立つのが目的で、なぜ目立とうとしているのかといえば、名を売って御お家いえ再興に繋つなげたいとかであろう。ただ、マント自体は特注品で王国から下賜されるものよりも圧倒的に高品質であった。赤い革製のドレス同様、竜の産毛を使っていて、これも対魔法防御力に長たけているはずだ。

　そして、こういう人はなぜか成り上がり貴族を目の仇かたきにする場合が多い。

　自分と似たような立場から上にあがった者に対し、近親憎悪に似た感情というか、ライバル視してしまいやすいのであろう。

　目つきが少しキツイけど美少女で、胸もエリーゼより少しだけ小さいくらい。スタイル抜群で、見た目だけなら是非お近づきになりたいタイプだな。

「（色々と残念だな）」

　などと思っていたら、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマに肘打ちされてしまった。

「うぐっ！」

　エリーゼも、意味ありげな笑顔を浮かべている。

　あくまでも、一般的な男性感情なのにと思いながら、俺はカタリーナに声をかける。

「それで、どのような用件なのです？」

「ヴェンデリンさんは竜を二匹退治したとはいえ、まだまだ冒険者としては素人」

「はあ……」

　そんなことは自分でも十分に理解しているが、それをわざわざ指摘するのはなぜであろうか？

　不思議に思っていると、エルが小声でその意図を教えてくれた。

「（狩り場を変えてここに来たけど、私はお前よりも上なんだぞって言いたいのさ）」

　冒険者なのだから勝手に狩りをして実績を上げればいいのに、なぜカタリーナは俺を挑発するような態度に出るのであろうか？

　単に手間でしかなく、時間の無駄遣いのような気がするのだが。

「（こういう人、多いよねぇ……）」

　ルイーゼもボソっと俺に呟くが、確かに冒険者にはこういう人が多いと聞く。

　元々海千山千なうえに、ピンキリだと世間からは評価されている業界なので、妙に自意識過剰というか、常に自分の実力や立ち位置を確認していないと不安になってしまう人が一定数いるのだそうだ。

「（貴族であるヴェルに、思うところがあるんだろうね……）」

「（いや、俺に言われても……）」

　志が高いのは結構なことだが、それは俺にはまったく関係ない。

　貴族としての名を捨てず、失ったものを取り戻すのに懸命で、魔法使いとしての実力も高そうだ。

　だが、彼女は女性なのでまず貴族にはなれない。

　たまに、王族や大貴族の母や娘が一代限りのものを貰もらうくらいで、当然このチグハグでエレガント風な格好をした彼女には絶対に届かないものだ。

　そういう社会だから仕方がないとは言いたくないが、その社会への不満を俺に向けられても困ってしまう。

「（俺に何か言いたいのはわかるけど……）」

　同じ魔法の才能を持って生まれたのに、俺は貴族になれて、彼女はなれない。




　小領の貴族が、彼女の稼いだ金目当てで嫁に迎え入れる可能性はあったが、一度平民に落ちている彼女は正妻にはなれない。

　それに、元の姓を捨てることになるので、カタリーナはまず受け入れないはず。

　その鬱うっ憤ぷんが俺の姿を見ることで噴き出したのなら、完全なとばっちりというやつだ。

「ここの狩り場の噂うわさを聞き、西部より参上いたしましたの。私が活動をすると、たまにお可哀かわい想そうな方々が出てしまうので」

　自分が稼いだ分、他の冒険者たちの取り分が減るので、その対象になりそうな人に先に謝っておく……。

　なるほど、大した自信だなと思うのと同時に、なぜそんな話を俺に……とも思ってしまう。

「（ヴェル、この女は面倒そうだ）」

「（偶然だな、俺もそう思っていたんだよ）」

　エルと考えが一致しないとは思わなかったが、念のために確認しておいた。

　イーナたちも、えらいのと出会ってしまったという表情を浮かべている。

　カタリーナとやらを観察ばかりしていても意味がないので、俺も言い返しておくことにする。

　一応伯爵なので、面子というものも存在する……いや、ただ単に鬱うっ陶とうしいと思っただけだ。

「ご心配なく、この魔の森は広いですから」

　他の手狭になったり、魔物が数を減らした場所ならともかく、この魔の森は他の領域とは一線を画している。獲物の数が少なくなるなど暫しばらくはあり得なかった。

「それに、誰がどのくらい獲とってどのくらい稼いだとか、どうでもいいことでしょう？」

　冒険者ギルドには、ランキング制度のようなものは存在しない。

　誰がいくら稼ぎ、どのくらい上納金をギルドに納めたのかなども、一切公表されていなかった。

　金がある冒険者には、それを狙う妙な連中が付き纏まといやすい。

　それを振り払う手間のせいでギルドに納める上納金が減ると困るため、ギルド側も一切公表していないのだ。ただ、優れた冒険者は自然と噂に上って名前が知られるようになっていく。

　それだけのことであったし、そもそも冒険者とは『人よりも稼ぐのが目的ではなく、自分がどれだけ稼ぐのか？』が目的になっている。

　俺には、彼女と張り合う気などまったくなかった。

「お互いに頑張って、それぞれに結果が出る。それだけのことではないですか」

「まあ、随分と自信がおありなのですね」

　とはいえ、人は自分と他人を比べたくなるもの。その気持ちを、彼女は強く持ち合わせているようだ。特に、俺には負けたくないという感情が強いようにも感じた。

「自信というか、ただ領域に潜って狩りや採集をするだけじゃないですか」

「あらあら、竜殺しの英雄さんは模範解答がお得意な優等生のようですわね」

「あんたなぁ……」

　思わずエルが反論しようとするが、彼女はそんなエルに見向きもせずに言い放った。

「腰こし巾ぎん着ちゃくがうるさいみたいですわね」

「っ！」

　突然言い放った彼女の暴言に怒ったエルが飛び掛かろうするが、それはイーナとルイーゼによって防がれた。

「あんた、いきなり話しかけてきて人のパーティメンバーを侮辱とか。頭の中は大丈夫か？」

「あなたこそ、お山の大将気取りで羨うらやましい限りですわ」

　どうにも話が噛かみ合わない状態が続くのだが、段々と彼女の求めているものが理解できてくる。

　きっと彼女は、俺と勝負をして自分が上であることを証明したいのであろう。

　そして、女性である自分が俺よりも優れた冒険者であると世間に知らしめ、そこから御家再興の足がかりとなる何かを掴つかみたい。要するに、名を売って世間に自分をアピールしたいのだ。

　そのために、わざと俺を挑発しているのだ。

「あんたは回りくどい。勝負をすればいいんだろう？　ただ……」

「ええ。あなたと草原で魔法勝負なんてしても、一セントにもなりませんので」

　そのくらいの知性はあるようだ。

　この大陸では、魔法使いの数が極端に不足している。なので、魔法使い同士の実戦形式による決闘など、お上かみからは冷笑どころか、下手をすると処罰される可能性すらあった。

「一日の獲物の評価額でいこうか」

「冒険者としては、一番妥当な勝負方法ですわね」

　誰もいない場所で魔法使い同士が魔法を撃ち合っても、ただの魔力の無駄遣いで何も生み出さないという極めて合理的な理由も存在している。

「では、日が落ちるまでか、魔力が尽きたら早く狩りを終わらせても構いませんわよ」

「それは、俺よりも魔力が少ないあんたが心配することだな」

「魔力とは、ただ多ければいいわけではありませんわよ」

　と挑発してみたものの、彼女の自信からして、かなりの魔力の持ち主なのは想像が容易たやすい。

　しかも、冒険者としての経験では向こうの方が上なので、まったく油断はできない。

「あのさぁ……警護役の俺としては、まったく受け入れられないんだけど……」

「とはいえ、エルたちがついてくると勝負の公平性が薄れるからな」

　それに、俺だって一応は貴族の端くれなので、受けた勝負は正々堂々と行う必要があった。

　周囲の目があるというのは、なかなかに大変なのだ。

　おかげさまで、騒ぎを聞きつけた冒険者たちが徐々に集まって、こちらを遠巻きに観察している。カタリーナは格好からして目立つし、有名人なのであろう。

「今日一日だけだからさ」

「ううっ……ローデリヒさんに怒られる……」

　エルからすると、絶対に守らなければいけない俺が単独行動を取るなど容認できないらしい。

　だが、俺からしても、あの女に逃げたと思われるのは心外なわけだ。




「それならば、某それがしに任せるのである！」

　双方の主張が平行線を辿たどっていると、聞き覚えのある巨大な衝突音と共に、あの人物が舞い降りてきた。

　落下音と共に衝撃波が発生し、あの女も含めた女性全員が衣服が捲めくれてパンツが見えないように足元を両手で押さえる羽目になった。

「導師ですか？　これはまた急に……」

　今日ここに来るとは聞いていなかったので、俺たちは驚いてしまう。

「いきなり誰ですの？」

「王宮筆頭魔導師である！　この勝負の審判を務めるのである！」

「王宮筆頭魔導師様ですか。初心者のバウマイスター伯爵様に何かがあると困りますものね」

　意外にもこの女は、導師を見てもまるで動揺した様子を見せなかった。

　王都周辺での認知度は高かったが、地方では導師の顔や外見を知っている人は意外と少なく、そのせいでイケメンの美男子か美中年だと勝手に思い、実物を見て絶句する女子供が後を絶たなかった。

「なかなかに肝が据わっている女子であるな！　今、バウマイスター伯爵に何かがあると困るのである！　某が監視をして、何かあれば保護するのである！」

「まあ、よろしいでしょう。もしそうなったら、間違いなく勝負は私の勝ちでしょうし」

「であろうが、あくまでも万が一のこと。某はまるで心配していないゆえに！　では、勝負を始めるのである！」

「えっ!?　もう？」

　さすがは導師。この人は常に他人を自分のペースに巻き込む。

　スタートの合図と同時に、俺と彼女は早速『高速飛ひ翔しょう』で魔の森の奥へと移動を開始した。

　入り口付近で獲物を待つよりは、まだ人が入っていない奥のポイントの方が獲物が多いからだ。

　勝負内容的に、内部に入って魔物を専門に狩った方が評価額は上がるはず。




『ああ、そうだ。エルたちは、あのポイントでカカオの実を頼む』

『わかったけどよ……』

『ヴェルって、勝負よりもカカオの実の方が気になるのね』

『ヴェルがいないから、ボクとヴィルマでパーティを守るね』

『チョコレートのためにも、カカオの実は必要』

　飛翔する直前に、俺はエルたちに入り口近くのポイントでカカオの実を採るようにと指示を出していた。

『ヴェンデリン様、今日は災難でしたね』

『一日くらいしょうがないよ』

『ああいう方は、実際に勝負をしないと納得しないでしょうから……』

　さすがは、エリーゼ。あの女の性格を一発で見抜いたようだ。

『まったく……アルテリオさんからなるべく沢山欲しいと頼まれているのに……』

『そちらはお任せください』

　カカオの実は他の冒険者たちからもギルド経由で購入しているようであったが、まるで需要に追いつかないらしく、採っただけ全部買うからと言われていた。

『ヴェンデリン様のご無事とご武運を願っております』

『任せておけって』

　一応、没落したとはいえ貴族の子孫に喧けん嘩かを売られたので、エリーゼは将来の正妻に相応ふさわしい言葉を俺にかけてくれた。あと、俺が少しあの女に腹を立てていることにも気がついているようだ。

『では、出発！』

　俺はあの女よりも少し遅れて、魔の森の奥地へと魔法で飛んでいくのであった。




「さてと、久しぶりの狩りだな」

　数分後、俺は魔物の反応が多数確認できたポイントへと着陸した。

　上空を見ると、導師が宙に浮いたまま俺を監視しているのが確認できる。

　ただ手持ち無ぶ沙さ汰たのようで、魔法の袋からお弁当を取り出し、それをドカ食いしながら大量のマテ茶を飲み干しているようであった。

「うげっ！　よくあんなに食えるな……」

　見ていても胸焼けするだけなので、早速魔物を狩り始める。

　まず最初に、全高が二メートルを超える巨大な鹿に似た魔物を発見し、素早く集束させた『ウィンドカッター』で首を切り落とす。

「ええと、この魔物は……」

　ブランタークさんから借りた図解魔物・産物大全によると、ワイルドインパラというらしい。

　前世で見たアフリカの野生動物を紹介するテレビ番組で、これに似た動物がよくチーターなどに狩られていたのを思い出す。

　図解魔物・産物大全によると、このワイルドインパラは他の大形肉食魔物の餌でしかないそうだ。

「この魔の森は、全部のものの大きさが間違っているよな」

　などと言いつつ、俺は首を切り落としたワイルドインパラを魔法で宙に浮かせ、切り落とした首を下にして、そのまま血抜きを始める。

　魔法の袋に入れておけば鮮度が落ちないので別に今する必要はないのだが、この場にワイルドインパラの血を撒まくことが重要であった。

　なぜなら、この血を求めて大量の大形肉食魔物が誘い寄せられるからだ。

「サーベルタイガーが金になるからな」

　前に、ブランタークさんが引率していった調査で狩られたサーベルタイガーという魔物は、持ち込んだギルドでは値段がつけられずに、あとでオークションが行われたそうだ。

　落札者は西部の金満伯爵で、その人は屋敷のリビングに剥はいだ毛皮を置いて客に自慢気に見せているらしい。それと肉食魔物なのに肉や内臓も美味らしく、パーティーなどで出して、競せり落とした金満伯爵は十分に元は取れたと嬉うれしそうに語っていたそうだ。

　昔の図鑑にしか記載されていない魔物で、しかも狩れたのは元は超一流の冒険者であったブランタークさんと、魔闘流を使うルイーゼとの共闘による一頭のみ。

　二人がその気になればもっと狩れるはずであったが、その時は調査が主目的で近寄ってきた個体しか相手にしなかったし、ここ三ヵ月ほどは主にカカオの実を集めるのをメインに活動していた。

　結果、冒険者ギルドには『サーベルタイガー高額買い取り』の張り紙が出され、一いっ攫かく千せん金きんを夢見た冒険者たちの中には犠牲者もそれなりに出ているらしい。

　あの大きさで普通の人間よりも遙はるかに素早いのだから、当然ともいえたが。

「あの女は、どうやって狩りをしているのかな？」

　優秀な魔法使いが、必ずしも優秀な冒険者になれるという保証はなかった。

　可能性は圧倒的に高かったが、例えば火系統の魔法が得意な魔法使いが、得意魔法で魔物を焼き殺したとする。普通の動物よりも遙かに生命力が強い魔物を殺すほどの火炎なので、当然魔物は黒焦げとなり、結果、大した金額にならない。

　金になる部位を残すには、なるべく傷をつけないで殺す。これが基本であり、そのためには自分よりも弱い動物や魔物を相手にする必要がある、ということだ。

「あの女も、そうしているのかな？」

　などと考えているうちに、視界に数頭の魔物の姿が見えてくる。

「サーベルタイガーか……」

　合計で四頭見える。

　図鑑によると、サーベルタイガーは基本単独行動を取るらしいので、先ほど撒いたワイルドインパラの血に釣られたのであろう。

　サーベルタイガーたちはワイルドインパラの血ち溜だまりまで移動し、そこで暫く血を舐なめてから、今度は一斉に俺に襲い掛かってくる。

　あまり毛がない人間は、彼らにとって量は少なくとも食べやすいご馳走なのだと図鑑には書かれていて、つまり俺は美お味いしそうな餌というわけだ。

「おっかねえなぁ」

　四頭のサーベルタイガーは一斉に獲物である俺に襲い掛かるが、その攻撃はすべて『魔法障壁』によって防がれた。サーベルタイガーが『魔法障壁』をガリガリと引っかく光景を見上げながら、今度はこちらが攻撃を開始する。

　不思議と恐怖心はなかった。

　それもそのはず、導師との修行の方がよほど恐怖を感じたからだ。

　一度でもあの人に実戦形式の戦闘訓練で襲い掛かられてみれば、誰にでも理解してもらえると思う。あの人に比べれば、サーベルタイガーなんて猫と同じだ。

「さてと、こいつらを狩らないとな」

　この場合、なるべく獲物を傷つけないことが大切であった。

　なので、ここは相手を切り裂いてしまう『ウィンドカッター』ではなく、子供の頃によく狩りで使った、矢を飛ばす魔法の改良版を使うことにする。

　矢は、周囲にある木の枝を魔法で圧縮してから先端を尖とがらせ、それですべての生き物の急所である延髄を後方から狙う。

　獲物である俺に夢中だというのに、最初は後ろから飛ばした矢を避けられてしまったり、刺さっても急所から外れたりと大分失敗を重ねた。

　だがサーベルタイガーは、俺を絶対に食おうと攻撃に集中していたことで矢を避けきれず、二十分ほどで、四頭すべてが延髄部分を矢で破壊され、そのまま生命活動を停止させた。

「少し練習が必要だな……」

　俺は倒れ伏した四頭のサーベルタイガーの死体を魔法の袋に入れてから、次のポイントへと移動する。

「全部が全部、サーベルタイガーというわけにもいかないか」

　それから十回ほど、同じ戦法で魔物を狩っていく。

　サーベルタイガーの他に、同じくらいの大きさでヒョウに似たナンポウヒョウや、ライノーという巨大なサイに、ヘルコンドルという巨鳥と。

　血を撒いて肉食の魔物だけを呼び寄せるつもりだったのだが、雑食や草食の魔物も集まってきて俺を攻撃してきた。多分、縄張り荒らしに制裁を科そうと集まったのであろう。おかげで様々な魔物が狩れたからいいけど。

　集まってきた魔物たちの攻撃を『魔法障壁』で防ぎつつ、木の枝を魔法で矢にして飛ばし、魔物の後背から急所である延髄に深く突き刺す。

　傍はたから見れば面白みのない戦法なのであろうが、この方法なら魔物の体をあまり傷つけずに殺せるので、あとで素材が高く売れる。それに、世間の仕事の大半は似たような作業の繰り返しなので、俺としてはサラリーマン時代に戻ったようで落ち着くのだ。

「さてと、飯でも食うか」

　ある程度成果があがったし、そろそろお腹が減ってきた。お昼の時間が近づいたのでお弁当を食べることにする。

　メニューはシンプルに、この前製造に成功した梅干が入った大きめのオニギリが三つに、水筒に入れた麦茶だけであった。仕事中なので、昼飯はシンプルな内容にしたのだ。

　麦茶は、少し前まで自分の魔法で焙ばい煎せんしていたのだが、今は屋敷の調理人がやってくれる。

　製法さえ教えれば、プロの方が上手に焙煎してくれるので美味しかった。

「どこで食べようかな？」

　一人で食べるのも寂しいので導師でも誘おうかと思ったのだが、なぜか彼の姿は上空に見えなかった。あの女の監視にでも行ったのかもしれない。

「監視の仕事はいいのだろうか？」

　相変わらず行動がフリーダムな導師を探そうと『飛翔』で上空に上がると、彼の代わりにカタリーナが優雅に昼飯を食べているのを見つけた。

『魔法障壁』を展開し、その中でお弁当を広げている。

「さすがは、西部の稼ぎ頭というべきか……」

　よく見ると、結構いいものを食べている。お弁当なのでサンドウィッチがメインであったが、肉を焼いたものや、魚のフライに野菜サラダと、おかずのバランスがよく、温かいスープ、お茶、カットフルーツ、クッキーなどもあった。

「充実のメニューだなぁ……」

「あら？　敵情視察ですか？」

「いや、導師がいなくてさ」

「導師様でしたら、私のカットフルーツを見たら果物が食べたくなったとかで、採りに行きましたわよ」

「おい……」

　俺の監視を行うという条件で勝負が始まったのに、いきなり職務放棄とは、ある意味凄すごい人である。俺のことを心配していないのかもしれない。

「まあ、いなくてもいいか……いいものを食べているじゃないか」

「私は貴族の出ですので、どのような場所でも常に貴族らしく、優雅に、時間を守って食事をとっておりますのよ」

「そうなのか。俺も飯にするかな」

「ご一緒にいかがですか？」

「いいのか？」

「勝負の時間以外で張り合うほど、私は狭量ではありませんし」

「じゃあ、お邪魔させてもらうか……」

　とその前に、カタリーナの『魔法障壁』をガリガリと引っかいている巨大な熊が数頭いたので、これを魔法で倒してから中に入れさせてもらう。

「ここの魔物は、本当に凶暴だな」

「ええ……意外とやりますわね……」












「ナンポウグリスリーか……」

　熊は図解魔物・産物大全によると、ナンポウグリスリーというらしい。

　グリスリーは寒い所に住んでいるイメージだが、魔の森に常識的な生態系を求めても無駄であろう。倒した獲物を魔法の袋に仕舞ってから、昼飯を食べ始める。

「地味なお食事ですわね」

　カタリーナが、俺の食事を見て素直な感想を述べる。

「朝食と夕食は普通に食べるから特に問題はないな。そちらは随分と豪勢だな」

「今は爵位と領地を失っていても、私は貴族です。それに相応しい食事というものがあるのです」

「準備が大変じゃないのか？」

「何を仰おっしゃるのかと思えば……私ほどの冒険者ともなれば、食事を作ってくれる者がいて当然ではないですか」

「そうなんだ」

　その後は特に話もせず食事が終わったが、どうにも腑ふに落ちない。

　魔の森近くの村はまだ碌ろくに建物すら立っておらず、そこに貴族風冒険者が使用人を引き連れ、食事まで準備させているとは思えないからだ。

　何というか……この女、俺と同じ匂いがするような……。

　まあ、勝負は今日だけだし、それが終わればそうそう会うこともないだろう。

　その前に勝負なんてどうでもいいし、あの女が俺に勝ってナンバー１を名乗ったところで、『ふ───ん、そうですか』という感覚しかない。

　というか、そのナンバー１の根拠を知りたいくらいだ。

　他の地域に、俺たちよりも優れた冒険者がいるかもしれないのに……いや、きっといるだろう。

「あとは、夕方までだな」

「ええ」

　昼食と昼休みを終えた俺とカタリーナは、再び狩りを再開する。

　彼女と別れ、俺は新しいポイントで魔物を一頭倒してからその血を盛大にばら撒き、寄ってきた魔物を次々と倒していく。

　肉食系の魔物ばかりでなく、雑食・草食系の魔物まで引き寄せられるのがやはり不思議ではあったが、俺を襲おうと『魔法障壁』をガリガリとやっている間に、木の枝で作った矢で延髄や他の急所を貫き、例外なく狩っていく。




　夕方までそれは続き、俺は魔法を使って一人で狩りをする方法の確立に成功した。

　これができれば、万が一アーカート神聖帝国に亡命したとしても、十分に冒険者としてやっていけるというものだ。

　上空にはいつの間にか導師が戻っていて、貪むさぼるように自分で採った巨大マンゴーを食べている。

　俺の監視はしているようであったが、それ以上に自分も楽しんでいるのであろう。

「もう夕方か……」

　まだ魔力には余裕があったが、エリーゼたちが心配すると困るので戻ることにする。

「なかなかに、器用な魔法を使ったようであるな」

「派手に切り裂いたり焼き払うと、素材がお金になりませんしね」

　冒険者の収入源は、討伐した魔物の素材を売った代金が大半である。

　一部の危険なアンデッドなど以外、何もしなければ領域に篭こもっているようなものの場合、討伐報酬のようなものは発生しないからだ。

「そうは思っても、魔物は強いのが常識ゆえに」

　なるべく素材が高く売れるように体を損傷させないで殺すのが基本であり、無理して強い魔物を倒しても、素材の状態が悪ければ骨折りになる可能性が高い。

　それよりも、格下の魔物をなるべく傷つけないように丁寧に倒した方が金になるのが、この世界の常識であった。

「ところで、あの女はどうでした？」

「『暴風』のカタリーナであるか？　派手に魔物を倒していたのである！」

　暴風とは、随分と物騒な二つ名である。勝負中に、竜巻などの発生は確認しなかったけど。

「導師は知っているのですね」

「西部では、大変に有名な冒険者兼魔法使いである！」

　十五歳で冒険者デビューをし、わずか一年で西部地域のトップ冒険者になったのだそうだ。

「知らなかったなぁ」

「まあ、バウマイスター伯爵は仕方がないのである」

　俺は今まで、高名な冒険者を覚える前に貴族の名を覚えろという生活を送ってきたからだ。

　覚えられないで、よくエリーゼに頼っているけど。

　冒険者予備校でも高名な冒険者の名前を教えてはくれなかったし、有名な冒険者の名前を覚えるよりも、自分が有名になるよう努力するようにというのが教育方針であった。

「とはいえ、人は勝手にランキングをつけて噂をするのである！」

　導師の言うとおりで、それが人間という生き物なのであろう。

「何にせよ、自分は自分なのがこの業界である！　さて、戻るとするか」

「はい」

　二人でギルド支部のある掘立て小屋の前まで飛んでいくと、そこには既にエルたちとあの女が待っていた。

「ヴェル、言われたとおりにカカオは集めておいたから」

「悪いな」

「こいつは、稼げるからな」

　現在王都やその周辺では、アルテリオさんがチョコレートやココアをほぼ独占販売している。

　当然、他の商会などにも追随する動きがあり、カカオの実を買い集めて試作や販売も行っていた。

　だが、大体の製法は想像できても実際に作るとまだ品質に問題があり、ほとんどシェアを奪えていないらしい。

　とはいえ、そのうちに品質の問題は解決すると思うのでその前に、俺はアルテリオさんに『ブランド化』することを勧めていた。




『ブランド化？』

『チョコレートやココアを最初に製造して販売し、品質も一番優れているのですから』

　じきに参入業者が増えて薄利多売競争になると思うので、高品質・高級路線で他との差別化を図るようにとアルテリオさんに勧めていたのだ。

『王室御用達のようなものですよ。アルテリオ商会のチョコは高いけど、他の商会のチョコとは品質が違うよと。差別化のために、品質を管理して出荷した商品にアルテリオ印とか付けたり』

『なるほどな』

『あと、取り扱っている店に看板を出すことを許すんですよ。当店では、アルテリオ商会のチョコレートを扱っていますよとか』

『しかし、よくそんなアイデアを思いつくよな』

　別に、俺が思いついたアイデアではない。

　王国でも、王家御用達とか、公爵家御用達とか、王族や貴族が使っていますよと商品の高級感を宣伝している店や工房は多かった。

『じゃあ、うちはバウマイスター印でいくから』

『なぜうちの名前なんです？』

『アルテリオ印とかにすると、周囲からの嫉しっ妬とで面倒だから』

　元々調味料で大儲もうけしているうえに、新たに立ち上がったバウマイスター伯爵領の御用商人にも内定しているので、自分の名前を冠したブランドなど出したら周囲からの嫉妬が余計に激しくなるからだそうだ。

『ただ、嫉妬だけならいいんだけどな……』

　商売の邪魔でもされると面倒なので、カカオがここでしか採れない特産品であるのを理由に、チョコレートやココアのブランド名は『バウマイスター印』に決定してしまった。




「アルテリオさんも、大忙しだな」

　エルの言うとおりで、今までの商いに、調味料や食材の販売、レストランやフランチャイズ形式の飲食店の展開に、チョコレートやココアの製造と販売。

　加えて新たに、うちの御用商人としての仕事も増えるのだから大変そうだ。

　たださすがにオーバーワークなので、一部の業務を中小の商会に委託して上納金を受け取るシステムに変更し始めたらしい。

　その理由は、大物貴族の御用商人になると忙しさが跳ね上がるからだそうだ。

　さすがに大物貴族相手なので独占ではないが、俺とは何年も付き合いがあり、商会の規模もかなり拡大しているから任せる取引が増えるのは間違いないので、暫くは忙しくなるはず。

「そんなわけで、カカオは売れるわけだ」

「チョコの材料が足りないからだろう？」

「他の商会と奪い合いになっているらしいからな」

　なら、無理をして魔物を狩る必要などないのだと俺は思った。

　カカオはバナナなどの木の陰に植えて育てるのが基本のため、同時にバナナやマンゴーなどの栽培研究も進め、バウマイスター伯爵領の南方に実験農場を作り、移植して育てるところから始めている。

　元は魔の森で巨大化した木であることもあり、ハッキリ言っていつ成果が出るかもわからないわけで、その間は魔の森で採集する必要があった。

「あらあら、狩猟よりも採集が優先とは……ヴェンデリンさんには覇気が足りませんわね」

　エルとそんな話をしていると、そこに同じく狩りを終えて待っていたカタリーナが割り込んでくる。

「別に覇気なんてあってもなくても、結果はあまり変わらないだろう」

　前世でも、無意味に熱血な上司は苦手だったし、今世でも行動力ばかりでこちらの迷惑にしかならない貴族など沢山見ているのだ。

　ただやる気や覇気があればいいわけでもないと、俺は思っている。

　というか、いきなり人に勝負を挑んでくるカタリーナこそ、気合が空回りしていると思うのだ。

「とにかく、早く成果を比べて解散な」

「なっ！　勝敗は？」

「別に、どっちが勝ちでもいいじゃない」

　ナンバー１でないと魔の森に入れなくなるわけでもないし、それぞれに自分のペースで冒険者を続けていけばいいだけの話だ。

　どちらが優れているか勝負すること自体、俺から言わせれば時間の無駄でしかなかった。

「白黒ハッキリさせないと、モヤモヤするではないですか！」

「そこまで言うのであれば……」

　勝負がつけば絡んでこなくなるか……そう思った俺は、ギルド支部の前で職員たちに獲物の鑑定をお願いする。勝負の成果を披露する前から、野次馬目的の冒険者たちが集まってきて注目されてしまうが、鑑定や解体を行う施設が完成していないので仕方がなかった。

「まずは、私からですわね」

　最初にカタリーナが、魔法の袋の中から成果を取り出す。その数はかなり多かった。

　さすがは『暴風』という二つ名を持つだけあって風系統の魔法が得意らしく、高威力の『ウィンドカッター』で獲物の頸けい動どう脈みゃくを一撃で切り裂いて出血死させていた。

「さすがは、西部でナンバー１の冒険者」

　獲物を検分しているギルド職員たちは、カタリーナの実力に感心していた。

「ほぼ無傷なので、いい素材が取れますね」

　頸動脈を一撃で他に損傷している箇所がなく、最近王都の大物貴族たちの間で流行しつつある、魔の森産魔物の飾りに最適であった。

　貴族とは基本的に見み栄えっ張りが多く、高価で珍しいものをコレクションして他の貴族に自慢し、己の財力を誇るのだ。

　前から飛竜の首を剥はく製せいにしたものが最高峰と言われていて、どんなに高値でも貴族たちは競うように手に入れていた。値段が張るのは、飛竜の首の皮や眼球、牙などにも使い道があり、なかなか需要を満たせないがゆえの高騰が原因だ。

　不足している素材を飾りにしてしまうなど、財力のある貴族でないとできないというわけだ。

「ですが、もう大半の貴族が持っているわけですよ」

　王国建国から二千年も経ち、さすがに大半の貴族が飛竜の首の剥製は持っていた。

　なので、希少性の面では既にそれほどでもなくなっている。

　相手が持っているものを自慢してもあまり意味がないので、一部の貴族がワイルドウルフの毛皮の敷物などに目をつけているが、竜に比べればインパクトが落ちてしまう。

　困っていたところで、初期の魔の森の探索で狩られたサーベルタイガーが一頭だけオークションにかけられた。

　その特徴的な長い牙に、ワイルドウルフの倍以上はある大きさ。そして今のところは魔の森でしか生存が確認されておらず、さらに並の冒険者では狩りに行っても逆に食われるだけということから狩られたのは一頭のみ。最初に入手して毛皮を敷物にした西部の金満貴族は、その名を社交界に轟とどろかせている。

「そんなわけでして、サーベルタイガーのなるべく傷が少ない個体を必要としているわけです」

　敷物にするので、あまりに傷が多いとできないからだ。

「傷口が首だけなのはありがたい。これは高評価ですね」

「いくらくらいになるのですか？」

　プロの冒険者であるカタリーナは、初めて狩った獲物の評価額が気になるようだ。

「詳しい額はわかりません。なぜなら、魔の森の産物や魔物は、すべてオークションで評価額が決まるのです」

　ここでしか獲れず、しかも超一流の冒険者でないとただの無駄死にになってしまう。

　その結果、魔の森の産物は需要を満たせず、オークションで金がある人しか購入できない仕組みになっていた。

「勝敗の行方が楽しみですわね」

　カタリーナは相当に自信があるらしく、その大きな胸を張ってご満悦だ。

　そして、次は俺の番となる。

「これは……さらに傷が少ないですね」

　しかも、魔物はほとんど出血していない。

　後頭部から延髄を、木の枝で作った矢で貫かれて仕留められているからだ。

「ということは、血も採れますね」

「はい」

　死んだ直後に魔法の袋に入れたので、まだ死後硬直や血液の凝固なども始まっていない。

　魔物の血は、薬の材料や魔道具作りの材料や触媒になるものが多く、これもあればあるだけ買い取ってもらえるのだ。

「それに、数も多いですね」

「数は、あまり意識してなかったな」

　今日は、なるべく魔物を傷つけないで殺す魔法の練習だと割り切っていたからだ。

　勝負に関しては、やれば向こうは満足するかなくらいにしか思っていなかった。

「数は倍近いですし、コレなんて物凄い値段になりますよ」

「ああ、白子のサーベルタイガーがいたんだよな」

　狩った魔物の中に、一頭だけアルビノ種のサーベルタイガーが交じっていたのだ。

　いくら巨大な魔物とはいえ、自然界で白子が生き残ることは珍しい。

　他の個体よりも一回り大きいので、それが要因だったのかもしれない。

「コレの毛皮は、欲しい貴族が多いでしょう。奪い合いになると思います」

　同じサーベルタイガーの毛皮を自慢するにしても、さらに希少な白子の毛皮ならば余計に自慢できるからだ。

　それに、白子というよりは銀色に近いので見栄えも大変によかった。

「もう数頭、狩れませんかね？」

「白子をか？　かなり運の要素が混じるからなぁ」

　多分、その割合は数千から数万に一頭だ。

　魔の森は餌が豊富で、サーベルタイガーのような大形肉食魔物でも恐ろしい密度で生息しているが、毎日狩りをしても成果は年単位になるだろう。

「確かにそうですね……」

　もう勝負に関しては、詳しい評価額を計算するまでもなかった。

　魔物の種類も数も、俺が倍近く狩っていたからだ。

　勝ったことを自慢する気もないので、あえて触れないようにしてギルド職員たちと狩れた白子について話をしていると、無視されたと怒ったようでカタリーナがまた話に割って入ってくる。

「もう勝った気でおりますの！」

「見ればわかると思うんだけど……」

　今日の成果を見れば一目瞭りょう然ぜんだ。

　しかし、俺に勝てなくても一人でこれだけ魔の森の魔物を狩れるのだ。十分に冒険者として超一流なのだから、無理に張り合わなくてもいいような気がしてしまう。

「冒険者とはある程度の期間、コンスタントに成果をあげることが必要ですわ！　勝負は、一週間の成果で行います！」

「ええっ───!?」

　突然のルール変更であった。

　そういえば、子供の頃にこんな奴がいたのを思い出す。

　ジャンケンをして負けると、『やっぱり三回勝負で！』と突然言い始めるのだ。

　さらに負けると、今度は五回勝負になったりしたのを思い出す。

　きっと、カタリーナもかなりの負けず嫌いなのであろう。俺は彼女のことをますます面倒な女だと思い始めていた。

「別にいいけど……」

　カタリーナ自体は面倒だが、勝負を理由に一週間狩りに集中できるのは嬉しい。

　ローデリヒからは、予定よりも開発が進んでいるからと一週間の休みを貰っていた。

　どっちが主君なのかよくわからないが、そこは気にしてはいけないのだ。

「俺はよくない！」

　ただ護衛を担当するエルからすると、俺が一人で狩りをすることは容認し難がたいようであった。

「あんた、他にパーティメンバーとかいないのか？」

　同人数のパーティ同士による団体戦にすれば……エルは自分も参加できると思ったようだが、カタリーナの返答はエルの予想を大きく裏切った。

「私ほどの超一流の冒険者ともなりますと、なかなか同レベルの仲間など見つかりませんの」

「えっ？　今までにパーティを組んだことは？」

「ありませんわ！　私は一人だけで、今までの成果をあげてきたのですから！」

　要するに、昔の俺と同じでボッチだということだ。

　凄いとは思うのだけど、俺の過去のトラウマを刺激して可哀想になってしまう。同じボッチとして、どこかシンパシーを感じてしまうのだ。

　元々、優秀な魔法使いは単独でも稼げるので孤立しやすい傾向にある。

　駆け出しの頃に寄生目的で擦り寄ってくるような輩やからが多いと、その傾向はさらに顕著になるようだ。

　ましてや、彼女は女性だ。中には、ヒモ目的の男性冒険者も多かったはず。

「どこぞの男爵家の四男とやらが、自分と組めば家が再興できるとか言い寄ってきましたけど……」

　女性冒険者は、属性竜を複数倒したとしても決して爵位は得られない。

　そこで、家を継げないような貴族の息子が彼女の功績と資産を狙って擦り寄ってきたのであろう。

　自分が名目上の当主をやるから、その成果を自分に寄越せと。

　こういう輩を信じるとほぼ悲惨な結果を迎えるので、彼女の判断は間違ってはいない。

　そういう奴ばかり相手にしてきたので、カタリーナはある種の人間不信になっているのだと思う。

「それが世の中だと言えばそれまでですけど、バウマイスター伯爵様にも似たような方々がいらっしゃいましたわね」

　ところがここで、急に話の流れがおかしな方向になった。突然カタリーナが、エルたちに挑発的な言葉をかけたのだ。

「優秀な魔法使いにおんぶに抱っこの、パーティメンバーさんたち」

「言ってくれるわね！」

　一番最初に反応したのは、意外にも一番冷静沈着なイーナであった。

「自分が一人だからって、人のパーティにケチをつけないでほしいわね！」

「私は、駄目な方々に寄生されるくらいなら一人の方がマシだと思っただけですわ。誰のことかは具体的には言っておりませんし……」

「ヴェルに言われるのなら甘受するけど、あなたには言われたくない！　そういう偏屈な性格をしているから一人なくせに！　栄光ある孤立のフリだけでしょう！」

「（イーナ、もうやめてやれ……）」

　俺もカタリーナもそうなのだが、自分と対等の実力を持つ冒険者をメンバーにしようとすると間違いなく詰んでしまう。

　そもそもその条件に拘こだわると、会社だって、商会だって、貴族家だって成立しなくなってしまう。

　多少の打算は人として当たり前の生存本能であって、最終的に両者の折り合いがついて上手くいけばいいのだから。

　俺は中身がおっさんなのでそういう風に割り切っているが、カタリーナは多感な時期にそういう連中と接しすぎて、人を信じられなくなっているのかもしれなかった。

「私は魔法も使えないし、あなたほど冒険者として稼げないかもしれない！　でも、一応プライドってものがあるのよ！　勝負しなさい！」

「ええっ───!?」

　まさかここで、イーナが勝負云うん々ぬんを言いだすとは思わなかった。

　と同時に、カタリーナとイーナでは勝負にならないことも理解している。

　彼女は槍やりの名手だが、そんなものでは追いつけないほど、魔法とは圧倒的な力であったからだ。

「じゃあ、俺も加わる」

「ボクも、同じく寄生虫扱いされたからね。参加するよ」

「私も、回復役は必要でしょうから」

「エリーゼ様を守る」

　やはりイーナ単独では無理なので、エル、ルイーゼ、エリーゼ、ヴィルマの五人で勝負を挑むことを宣言した。みんな、カタリーナの挑発に激怒したのであろう。

「エル、俺の護衛は？」

「導師にお願いする」

　この時点で、エルの頭の中から『俺の護衛』という単語が消えていた。俺を完全に無視して勝負の話が進んでいる。

「いや、某も参加するゆえに！」

「なぜ、そうなりますか……」

　ここで年齢的に一番仲介に入らないといけない導師が、なぜか自分も勝負に加わると言い始めた。

　そんなことをしても事態の解決に繋がるわけでもなく、ただ単に面白いから参加したいだけであろう。導師とはそういう人だ。

　俺、カタリーナ、エルたちの三組で獲物狩り競争をしたいのに、導師が安全対策を兼ねた審判役を引き受けてくれない。

「一体、何を考えていますの……」

　俺たちばかりか、カタリーナですら導師に対し困惑の表情を浮かべた。

「なぜかと問われれば、とても楽しそうだからである！」

「……そうですか……そうでしょうね……」

　俺は心の中で『あんたは子供か！』と叫んでいた。

　師匠と親友同士であったそうだが、俺は改めて、師匠の人間力の凄さに感心してしまう。

「監視兼審判役はどうします？」

「ブランターク殿にお願いするのである！」

　結局、導師の強引な参戦も認められ……というか断れる人もなく、明日から仕切り直しで獲物狩り競争が再スタートすることになった。

　俺が狩りをできる残り六日のうち、五日間で得た獲物の評価額が一番多いチームが勝ちとなるルールなのだが、今日一日の成果は一体何だったのであろうか？

　普通に狩りをしたのだと考えても、どこか釈然としないものを感じてしまう。

「俺、そんなに暇じゃないんだけどな……」

　そして、もう一人犠牲者が発生していた。

　夜、屋敷に戻ってからブランタークさんに相談すると、彼は渋々とであるが要請を受け入れた。

　俺に万が一のことがあるとブライヒレーダー辺境伯から怒られる程度では済まないので、引き受けざるを得なかったのであろう。それと、彼が一番の年長者で大人だからでもあった。

「自意識過剰の没落貴族のお嬢様に、そこまで引き摺ずられるか？」

「どうせ狩り三ざん昧まいの予定でしたし、一度大差をつけて勝てば大人しくなると思いますよ」

「だといいがな……」

「……」

　ブランタークさんが考えていることは、俺も理解している。

　実は、あのカタリーナとかいう女が、相当な構ってちゃんであるかもしれないということをだ。

　それでも実害はないはずだと思うことにして、俺は明日に備えて寝てしまう。

『狩りができるのだから、それでいいんだ』と思いながら。





第二話　再び腕比べ







「ルールは、日が落ちるまでに狩猟と採集で得た成果の評価額だ。五日間あるから、ペース配分を忘れないように」

「ヴェル、ブランタークさんが予備校の校長先生みたい」

「ルイーゼの嬢ちゃん、俺はまだそこまでジジイじゃないぞ」

「うわぁ、耳がいいなぁ……」

　ルイーゼがブランタークさんの耳のよさに驚いたけど、確かにそこまで年寄りじゃないからなぁ。

「もう一ついいか？　これで泣きのもう一回はなしだからな」

「わかりました。この勝負で完全に決着をつけましょう」

　翌日の早朝、元ベテラン冒険者であるブランタークさんの挨拶から、仕切り直された勝負が始まろうとしていた。

　俺とカタリーナと導師は各々個人で、エルたちは五人でチームを組んで戦う。

　昨日、珍しくカタリーナの暴言にキレたイーナであったが、さすがに一人では彼女に勝てるはずもなく、五人でチームを組んだのは仕方のないことであった。

　そのくらい、強力な魔法使いとは個人で圧倒的な力を持つのだから。

「イーナ、無理はするなよ」

「勿もち論ろん、私だってそこまでバカじゃないわよ」

「というと？」

「うちは数で補う戦法よ。あとは採集をメインにね」

　なるほど、実に上手い手を考えたものだ。

　大形の魔物を狩ると単価は高いが、手間がかかる。

　ならば、狩猟は自衛的手段のみに限定して、フルーツ類や高価な薬草などの採集に絞って数を稼ぐべきであると。

　実に冷静なイーナらしい作戦でもあった。

「効率よく、単価が高いものがある場所を多数見つけるのがポイントね」

「随分な啖たん呵かを切ったかと思えば、それに反してセコい手ですわね」

「あなたこそ、冒険者は派手に魔法をぶっ放して魔物を狩ればいいとだけ思っているのだから、単細胞よね」

「何ですって！」

　カタリーナがイーナを挑発するが、逆にイーナに反撃されて逆上してしまう。

　確かに、イーナの指摘は正しい。

　冒険者が派手な手段で強力な魔物を討伐すれば、素人目には格好よく見えるのであろうが、何もそれだけが冒険者の仕事ではないからだ。

　冒険者の仕事とは、とにかく売れるものを数多く獲得することにある。

　なぜなら、竜や強力な魔物を倒せればお金にはなるが、そんなことができる冒険者は少ないわけで、実は採集物から得られる収入の方が多かったりするからだ。

　冒険者ギルド側としても、無謀な討伐で冒険者が大怪け我がをしたり死なれてばかりでは困るわけで、なるべく長期にわたってコンスタントに稼ぐ冒険者は大歓迎であった。

　超一流の冒険者とは、少数しかいないから超一流なのだから。

　実際、一度も魔物の領域に入らず、地味に人里離れた森などで高価な産物を効率よく集め、生涯収入が一千万セントを超えた冒険者も過去には存在している。

　そういう人は超一流冒険者の陰に隠れてしまうが、真の成功者であるのは事実であった。

「お嬢ちゃん方、喧けん嘩かは禁止だからな。そういうのは勝負で晴らすように」

「わかりました」

「わかりましたわ」

　さすがのカタリーナも、高名な冒険者であったブランタークさんの注意には素直に従った。

　文句のつけようがない実績を持っているので、下手に反論などできないのであろう。

「それじゃあ、スタートだな」

　ブランタークさんの合図で勝負は始まるのだが、俺は特に変わったことをするわけでもない。

　魔の森に入り、俺に襲い掛かってくる魔物を綺き麗れいに殺すだけである。

　木の枝で作った矢を、魔法で延髄などの急所に突き刺す手法にも変わりはない。

　昨日の夕方くらいから、矢にする前に魔法で木の枝を全体的に圧縮する方法を思いついたので、刺さる威力が増して魔物たちには不幸のタネが増えただけだ。

「しかし、こいつらは学ばないというか……」

　もう少し頭がいいと思っていたのだが、魔物は相変わらず俺が展開した『魔法障壁』を破ろうと、ガリガリと爪を立てていた。

　そして、後ろから急所を刺されて死んでいく。

　他の魔物も、先に攻撃した魔物の最期を見ているのだから諦めればいいのに、まったく同じ攻撃を繰り返し、同じ魔法で倒されていった。

　頭が悪いというよりも、闘争本能が強すぎて、そうしないと気が済まないのかもしれない。




「ふう、やはりオニギリは梅干だな」

「妙に赤い実ですけど、大丈夫なのですか？」

　なぜか昨日と同じく、お昼時になるとカタリーナが姿を見せて一緒に昼食をとることとなった。

　真剣勝負なので公平を期すため、ひと時も対戦者と顔を合せない……などと考えるほど、俺は勝負を真面目に捉えていなかったので、特に気にすることもなく『魔法障壁』の中に入れてやる。

　昨日はカタリーナが『魔法障壁』を維持していたので、これでお相子というわけだ。

「赤いのは、一緒に漬けている植物の葉が赤いからだ。長持ちして健康にもよく、食べ物が悪くなるのを防ぐ効果もある」

「しょっぱいですけど、悪くないお味ですわね。料理にも使えそうですし……」

「えっ？　カタリーナが料理を？」

「なっ！　何を仰おっしゃるのかと思えば、勿論料理人がですわよ！」

　昨日から怪しいと思っていたのだが、はたして今の魔の森近辺の環境で、カタリーナが調理人を連れて宿泊可能なのであろうか？

　間違いなく、自分で料理を作っていると思うのだが……。

「その鳥肉、美お味いしそうだな」

「ホロホロ鳥の塩蒸し焼きですわ」

　カタリーナによると、羽を丁寧に毟むしり、内臓を取ったホロホロ鳥のお腹の中に、香辛料、香味野菜、下処理した内臓の切り身を入れ、濡ぬらした大量の塩で全体を包んで蒸し焼きにするのだそうだ。

　鯛たいの塩釜に似た料理だと思う。使う塩の量から考えても、高級な料理であった。

「いかがですか？」

「遠慮なく貰もらうよ」

　とても美味しそうなので切り分けてもらうが、食べてみるとやはり美味しかった。

　この料理を今まで思いつかなかった自分を呪ってしまいそうだ。

「この料理は美味しいな」

　素直に褒めると、カタリーナはとても嬉うれしそうだ。

　明らかに自分で作っているから褒められて嬉しいのであろうが、そこを指摘すると調理人の作だと言い張ってしまうであろうから、あえて何も言わないことにする。

「お礼に、デザートをおごるよ」

　とは言っても、カットした各種フルーツと少量の水とハチミツをコップ入れ、『攪かく拌はん』の魔法でトロピカルミックスフルーツジュースにするだけだ。

　マヨネーズ作りで得た魔法を応用したにすぎない。

「風の魔法が得意な私に器用な魔法を見せますのね。コップの中の材料が一滴も零こぼれないのはさすがですわ」

「カタリーナは、二つ名が『暴風』だったな」

　だから、風魔法には興味津々というわけだ。

「ええ、命名の由来は少し不本意ですけど……」

　西部の冒険者予備校で野外講習中、突然狼おおかみの大群が生徒たちを襲ったので、思わず巨大な竜巻魔法ですべて吹き飛ばしてしまったそうだ。

「確かに一部生徒は巻き込みましたが、あの狼の大群に襲われて死者がゼロだったのは幸運でしたのに……」

　カタリーナが常に一人でいる理由の一つに、その事件で同級生たちに引かれてしまったというのもあるのかもしれない。

「私ほどの魔法使いになりますと、仲間を探すのも大変なのです」




　それから四日間、次第に効率があがって狩りの成果は順調であったが、なぜかお昼はいつもカタリーナが一緒であった。

　俺はオニギリしか準備していないので、おかずなどを分けてくれる。

「ヴェンデリンさんは貴族なのですから、もう少し食べるものに気を使うべきですわ」

　屋敷に帰ればそれなりのものは食べているのに、なぜかお姉さんから注意されるように言われてしまった。

　最初の印象は少し悪かったが、こうして接してみると意外といい娘こなのかもしれない。

「女一人で大変だと思うけど、さすがにイーナたちに言いすぎだと思うよ」

　最終日のお昼に五日前のことを振ってみると、これもまた意外な反応が返ってきた。

「言いすぎたとは思うのですが、冒険者が強者に頼りきりで生きてなどいけませんわ」

　カタリーナは彼女なりに、イーナたちに俺に依存しすぎるなと言いたかったようだ。

　言い方が悪かったせいで、そういう風には伝わっていないのだけど。

「それで、俺に勝てそうか？」

「あとは夕方までで成果を増やし、勝利を確実なものにいたしますわ」

　初日よりも成果があがったようで、カタリーナは自信あり気に胸を張った。まだ短い付き合いながら、とてもカタリーナらしいと思ってしまう。

　昼食を終えてからカタリーナと別れ、最後のひと稼ぎをすることにした。

「俺は勝負は気にしないんだけど……」

　イーナたちも、カタリーナも真面目にやっているので手を抜くのは失礼であろう。

　それと、今になってもう一人の参加者を思い出した。

　なぜか勝手に参戦した導師のことである。

「心配する必要はないな。俺たちが死んでも、あの人は確実に生きているだろうし」

　今頃は好き勝手に、魔物を傷つけないよう、この前の飛竜のように首をへし折るか殴り殺していると思われる。

　先ほど、遠方から魔物らしきものの断末魔を連続して聞いたが、精神衛生上あまり気にしないようにした。

　ただ、魔の森の魔物たちに天敵が現れただけなのだから。

　あとは、エルたちがどれだけ採集優先で効率よく稼ぎ、カタリーナの成果に迫れるかであろう。

「もう少しで時間切れだな」

　最終日の午後も効率よく狩りを進め、遂に五日間に及ぶ狩猟・採集競争が終わった。




　ギルド支部の前で待ち構える職員たちに、これまでの成果をすべて渡す。

「いやあ、これだけの成果。毎日、勝負してくれませんかね」

　今回の勝負ではえらくギルド側が協力的だったのだが、彼らからすると三名もの魔法使いが成果を競い合うのは、実入りが増えて好ましいことのようだ。

「全然、需要を満たしていませんからね」

　魔の森に侵入可能になったのはよかったが、難易度が高くて未熟な冒険者だと屍しかばねを曝さらすだけ。

　人数の割には、意外と成果があがっていないらしい。

　冒険者という名のとおり無謀な冒険の果てに死んでしまう者も多く、ある程度魔の森に関する情報が揃そろうまで犠牲者は減らないことが予想された。

　他の地域から乗り込んでくるであろう超一流のベテランは、カタリーナも含めてまだ少数だ。

　地元で稼げている彼らは、もう少し様子を見たいらしい。

「あと、ここって何もないですからね……」

　魔導飛行船は定期的に来るようになったが、元々魔の森に潜る冒険者のために割り振った村なので、宿泊先を含めてまったく整備されていない。

　冒険者ギルド支部ですら掘立て小屋なのだ。

　まだ野宿をしている冒険者も多く、娯楽施設は少数の行商人による市いちと屋台くらいであった。

　口の悪い冒険者などは『村？　そんなものがどこにあるよ？』と言っているほどだ。

「資金や資材がないわけではない。時間が……時間が足りないんだ……」

「他にも、開発が必要な場所も多そうですしね」

　元々何もない未開地だったので、どうしても最初はバウルブルク周辺を優先してしまうわけで。

　そこは、もう少し我慢してほしいと俺はギルド職員に説明する。

「今のところは、何とか生活できているから問題ないですよ。そのうちに、この近辺でも開発が始まるのでしょう？」

　ギルドの支部長とそんな話をしている間に集計は終わった。

「それでは、結果を発表します」

　まず俺であったが、なるべく奥地で大形の魔物ばかりを狩った結果、カタリーナの三倍ほどの成果をあげていた。

　魔物を傷つけないで倒す魔法に慣れたせいもあるのであろう。

　サーベルタイガーも大分狩ったのだが、やはり白子は一頭も交じっていなかった。初日はたまたま運がよかったのだと思う。

「圧倒的ですね」

「くくっ……」

　カタリーナも懸命に狩りをしたのであろうが、やはり魔力量の差が大きかったようだ。

　彼女の成果の中に超高額になりそうな個体もないことから、オークションにかける前に勝負あったというやつであろう。

「え───と、次にエルたちだけど……」

　カタリーナの成果にどれだけ迫れたかがポイントであったが、成果のカウントをしているギルド職員は意外な結果を口にしていた。

「カタリーナさんよりも、ほぼ間違いなく評価額は上ですね」

「なっ！　どういうことですの？」

「いや、そこは数で補ったとしか……」

　需要が多くて単価が高いカカオやフルーツ類を大量に採取し、他にも高額になる薬効の高い薬草類を大量に集めていたようだ。

　薬草については、教会で治療の手伝いもしていたエリーゼが大きく貢献していた。

　この薬草はこういう場所によく生えているとか、そういう知識を上手く生かしたようだ。

　さすがはエリーゼ、地味に完璧超人ぶりを発揮していた。

　そして、予想よりも狩った獲物の数が多かった。

「サーベルタイガーも何頭かいますね。しかも傷がない」

「あるにはあるんだけど、ヴェルと同じだね」

　サーベルタイガーはすべてルイーゼが狩ったようだ。

　その突進や攻撃を優れた動体視力を生かして最小の動きでかわし、素早く後方に回り込んでから魔力を込めた一撃で倒す。

　外傷がないのは、魔闘流の極意である内部破壊で延髄だけをズタズタに引き裂いているかららしい。見た目ではまるでわからなかった。

「何それ、地味に怖い」

「ある程度魔力がないと使えない技なんだよ。導師の指導も役に立ったね」

　そういえばそうだった。

　ルイーゼは中級から上級の間くらいの魔力を持ち、それを魔闘流で極力節約しながら戦う。

　俺や導師は、敵の攻撃を受けても大丈夫なように予あらかじめ『魔法障壁』を張ってしまうが、ルイーゼは『魔法障壁』を張らずに回避可能かの選択をコンマ一秒単位で行える。

　かわせる攻撃なら、『魔法障壁』など張らないで普通にかわしてしまうのだ。

「四人で採集して、ボクが周囲の監視役。数が多いと、ヴィルマやイーナちゃんに応援を頼むのが基本だったかな」

　ルイーゼは、一番の脅威であるサーベルタイガーを専門的に狩っていたようだ。

　他の魔物を見ると、綺麗に首を切り落とされているのがヴィルマの成果で、頭部や心臓部分近くに刺し傷があるのがイーナの成果なのであろう。

「現在、魔の森産のフルーツなどは価格が上昇傾向にありますからね。これだけあると、大商人などがオークションで値を吊つり上げると思います」

　大商人は、汎はん用ようの魔法の袋をいくつも持っている。

　そこに入れておけば鮮度が落ちないので、生鮮食品でも買える時に大量購入するのだそうだ。

　価格が安い時に購入し、高い時に放出することで利益をあげるのが目的だ。

　在庫を大量に抱えても資金力があるので経営を圧迫しないし、魔の森産の品は暫しばらく価格の下落などはあり得ない。何しろここでしか採れないのだから。

　他のライバルたちに買い負けないよう、オークションで競せり値を上げることにも躊ちゅう躇ちょしないのだそうだ。

「ルイーゼさんは、運もいいんですね……」

　ギルド職員の視線の先には、サーベルタイガーの白子が一体置かれていた。

　これで二頭目であったが、その大きさは俺が狩った個体よりもさらに一回り大きかった。

「しかも、まったくの無傷ですし」

「内部は無傷じゃないけどね」

「それを言うと、アームストロング導師様もなんですけど……」

　もう一人、勝手に参戦した導師であったが、その戦果は驚異的であった。

　恐ろしい数の魔物の死体が、すべて苦く悶もんの表情を浮かべた状態で並べられ、数名のギルド職員たちが懸命に査定を行っていた。

「あの……導師？」

「昔から、某それがしはこれで大量の魔物を狩っていたのである！」

　導師は、自分の拳を前に突き出してアピールする。

　難しい方法など用いず、ただ魔力を込めた拳で魔物を殴り殺し、蹴けり殺し、首をへし折ったようだ。単純明快で時間もかからないのであろうが、この世界でもそんなことができる人は間違いなく導師くらいであろう。

　俺は、その攻撃が自分に向かないことだけを願った。

「ついでに、森の奥に遺跡を見つけたのである！　明日にでも、探索に行こうと思うのだが」

「何だ、導師が圧倒的に一位じゃないか」

　まさしくエルの言うとおりであった。

　獲物の数も俺すら圧倒していて、さらに未発見の遺跡まで見つけているのだ。さすがは、勝手に参戦しただけのことはあるのかもしれない。

「導師、あまり若い者の仕事を奪うなよ」

「そうは思うのであるが。実は、二番目の妻と三番目の妻が妊娠していたらしく、転ばぬ先の何とやらで稼いでおこうと思ったのである！」

「ええと？　二十人目だっけか？」

「然しかり！　今度こそは女の子が欲しいのである！」

　導師の大戦果を見て、ブランタークさんが若い冒険者の稼ぎをあまり奪わないようにと窘たしなめるのだが、それに導師は子供がまた生まれるから物入りだと反論した。

　というか、導師はうちの父以上に家族計画など考えてもいないようだ。

　ただ、甲か斐い性しょうは超一流なので誰も困らないのであろうが。

「女の子が生まれたら、バウマイスター伯爵に嫁がせてもいいのである！」

「えっ？」

「（導師似の女の子が、ヴェルの奥さんに？）」

　導師の娘を嫁にする……まず年齢差云うん々ぬんよりも、エルが漏らした一言の方が気になってしまう。

「（導師似の娘？）」

　すぐに頭の中で思い浮かんだのは、筋肉ムキムキで顔も導師ソックリの女の子であった。

「（それは勘弁してほしい。というか、勃たつ自信ないな……）」

　下世話な話で申し訳ないが、初夜で背骨をへし折られそうなイメージしか思い浮かばなかった。

「あの導師様、エリーゼの前でその発言はちょっと……」

「おおっ、そうであったな。子供や孫の婚姻は考えておいてほしいのである！」

　どう返事をしようかと迷っていた時に、助け舟を出してくれたのはイーナであった。

　可愛かわいがっている姪めいのエリーゼの名前を出して、遠まわしに断ってくれた。

「（イーナ！　助かった！　凄すごく助かったよ！）」

「ちょっ！　ヴェル！」

　思わずそのままイーナに抱きついてしまったのだが、導師以外は物凄く納得したような表情を浮かべていた。

　やはり皆、導師の娘のイメージは女装版導師そのものであったようだ。

「まあ、勝負は無事についたのだからよかったのである！」

　一位が導師、二位が俺、三位がエルたち、導師は元は超一流の冒険者なので、これは仕方がないであろう。すでに俺と魔力量に差はないが、経験が段違いなのだから。

「別に、順位なんてどうでもいいんだろう？」

　ブランタークさんが傍そばにいたギルド職員に尋ねると、彼は肯定とも受け取れるような返事をした。

「これだけの大量の品が、王都でオークションにかけられて高額の値段がつく。すると、他の地域に噂うわさが流れますからね」

　地元よりも稼げると知れば、超一流の連中が集まってくる可能性は高い。だからこそ、冒険者ギルドは勝負を手伝ったのであろう。勝負というよりは、宣伝目的でもあったのだ。

「あとは、遺跡か……」

「はい、魔の森の探索は始まったばかり。他にも未知の遺跡は複数あるはずです」

　もし導師が見つけた遺跡から多くの成果があがれば、これも多くの冒険者たちが集まってくる餌になる。未知の遺跡とは、それだけ稼げる可能性が高いからだ。

　つまり、冒険者ギルドも導師も、魔の森周辺に腕のいい冒険者を集めて開発を助けようとしているのだ。稼げる冒険者が家族と共に来て、そこに家を立てて生活をする。

　高額の納税もするし、彼ら目当てで商売人も来るので、地域の活性化に繋つながるわけだ。

「では、明日にでも遺跡を探索するのである！」

「メンバーは、この面子でいいよな？」

　以前に死にかけた地下遺跡探索の時よりも、ヴィルマと導師が加わっている分、戦力は増している。よほどのことがなければ大丈夫なはずだ。

「では、明日も早いし帰りますか」

「某も泊めてほしいのである！」

「俺もだな。一緒に『瞬間移動』で運んでくれ」

「いいですよ。最近、『瞬間移動』で運べる人数が増えましたし」

　黒い煙のアンデッド巨人との戦闘や、そのあとの土木魔法の駆使などで、魔力量と魔法の精度が上がったらしく、一度に十人まで運べるようになっていた。

「そりゃあ便利だな。じゃあ頼むわ」

「わかりました」

　俺たちは明日の遺跡探索に備えて早めに休もうと、バウルブルクに移転した屋敷へと『瞬間移動』で戻っていく。

　無事に屋敷に着いたのだが、俺は次第に何かを忘れているような感覚に襲われた。

「ヴェンデリン様、どうかなさいましたか？」

「エリーゼ、俺って何か忘れていなかったっけ？」

「一つあるとすれば、勝負をしていたカタリーナさんのことではないかと……」

「忘れてた！」

　そういえば、カタリーナと何日も勝負をしていたのを思い出す。

　導師のインパクトが強すぎて、エリーゼを除いた全員が彼女のことを忘れていたのだ。

　エリーゼが覚えていられたのは、彼女が常識人であり、導師の姪で彼の突拍子もない行動に免疫がついているからだと思われる。

「戻りますか？」

「面倒だから明日でいいでしょう。なあ、ヴィルマ」

　ちょっと可哀かわい想そうとも思ったが、イーナたちへの暴言もあったし、そんなに悪い娘ではないとはわかったが、もう魔力が限界であった。

　カタリーナなら一晩くらい放置しても大丈夫であろう……と思うことにする。

「アレ、意外としぶといから、一晩くらい放置しても大丈夫」

「ヴェルとヴィルマはたまに物凄く酷ひどいよな。あの女も大概口が悪かったけど……」

「現実問題として、魔力に限界がきちゃったんだよ」

　少し罪悪感が出てきたので、明日までにここ何日かのカタリーナとの話をしてフォローはしておこうと思う。

　優秀な魔法使いだからバウマイスター伯爵領内を拠点にしてほしいし、ちょっと口が悪いけど性根は悪い娘じゃないと思う。誰がナンバー１かで勝負だとか、そういう暑苦しい部分は勘弁してほしかったけど。

「エル、実は結構好みのタイプか？」

「嫌だよ。あの女、美人だけどうるさいし」

「第一印象だとそんなものか……」

　どうなるにしても明日以降だと俺は割り切り、みんなでドミニクが作った食事をとり、ちゃんと睡眠をとり、一応夜のうちにカタリーナのフォローはしておいた。

『あの女、料理なんてするのか？』

　エルは、かなり半信半疑で俺の話を聞いていたけど。




　翌日、また魔の森近くの冒険者ギルド支部前に集合すると、カタリーナは律りち儀ぎに俺たちを待っていた。表情は不機嫌そうであったが、どこか来てくれてよかったという表情にも見える。

「勝負の結果も言わずに私を放置とは、一体何を考えていますの？」

「やっぱり、怒っていたか」

「当たり前です！」

　わざわざこちらに喧嘩を売ってくるくらいなのだから、無視されるのは嫌だったようだ。

「すまないとは思ったけど、カタリーナも導師の言動に唖あ然ぜんとして何も言わなかったじゃないか」

「それは……」

　あの時に、『私を忘れるな！』くらい言ってくれれば放置などなかったのだが、彼女が導師に免疫がなかったために、その場で唖然と立ち尽くしてしまったのがよくなかった。

「俺たちだってもう何年も付き合いがあるけど、あの人は定期的に衝撃的な事実が判明するから」

　元は超一流の冒険者であったとは聞いていたが、まさかここまで凄いというか、王宮筆頭魔導師なのにたまにアルバイトで狩りをしているのだから衝撃的でもあった。

　というか、誰か止めないのであろうか？

　いや、止めても無駄なような気がしないでもないのだが。

「それに、勝負は俺たちの勝ちでしょう？」

　カタリーナの成果は、世間一般からの評価では超一流の名に恥じないものではあった。

　要するに、相手が悪かったということなのであろう。

「まだ勝負は終わっておりませんわ！　ここは一ヵ月間くらいの成果で！」

「導師と一ヵ月も勝負するの？」

「それは……」

　まず勝ち目のない勝負であろう。

　俺たちのパーティにブランタークさんが加われば間違いなく勝てるが、それはもう勝ちとは言えないであろうから。

「勝てるようになるのは、時間がかかると思うけどね」

　それに、一ヵ月の成果ってまた延長かよ。

　もしかすると、カタリーナって俺たちと勝負してでも一緒にいたいのか？

「勝負は、暫くお預けですわ！」

　何とか勝負の件は撤回させることができた。しかし負けず嫌いというか、俺に勝って名を売ることに執着しているというか。

「このままここで活動していれば、すぐに有名人になると思うけどね」

「それだけでは、駄目なのです！」

「なぜ？」

「ヴェンデリンさんは、活躍すればそのまま功績や爵位に繋がるではありませんか！　私は、あなたを突き破って活躍してすらそれがあるかどうか……」

　女性ならではの悲劇というやつであろう。

　いくら活躍しても男性ではないので爵位などは貰えず、稼いだ金目当てに変な連中が擦り寄ってくるばかり。だから、パーティを組まずに一人で名をあげることに執着している。

　例外扱いされるほど活躍することでしか、祖先が失った爵位を取り戻せないと思っているのであろう。

　それすらも不確定ではあるが、今はそれに縋すがるしかないのだと。

　そう考えると、少し可哀想にはなってくるのだ。

「ええと、役に立つのかは不明だけど……」

　俺はカタリーナに、遺跡探索に参加してほしいと要請する。

　今回の遺跡探索では導師とヴィルマも加わり、前回よりも圧倒的に戦力は増している。

　だが、この世に絶対などというものは存在しない。

　なので、超一流の魔法使いであるカタリーナにも参加してほしいと思ったのだ。

　実は彼女、少々口は悪いようだが意外と素直な性格をしているし、勝負の際にも一切ズルなどしなかった。

　冒険者にありがちな、自分の利益のために他人を裏切るという心配も皆無であろう。

　まず最初に、イーナたちには謝ってほしいところではあるが。

「未知の遺跡だから、何が飛び出すかは不明だけど」

「遺跡の探索は初めてですが、私は西部では名の通った冒険者。逃げるという選択肢はあり得ませんわ！」

「それは助かる。前回のようなことはゴメンだからね」

「噂には聞いていますわ。先日、暗殺未遂事件に関与して改易されたルックナー男爵家が妨害をしたと」

　事実ではないのだが、彼ならばやりかねないという理由で噂は広がっているようだ。

　自業自得なので、俺は一切訂正する気にもならなかったが。

「そういうことだから頼むよ」

「仕方がありませんわね。私の実力をとくとご覧なさい！」

「（口癖だと思えば、可愛いものか……）」

　俺は自分と似たボッチ臭がするカタリーナをどうにも放置できず……。

　こうして彼女もメンバーに加わり、再び未知の遺跡探索がスタートするのであった。





第三話　魔の森の地下遺跡







「あなたたちも、なかなかやるようですわね。前の発言を撤回して心から謝罪いたしますわ。それと、私も今回の探索に参加することになりました。大船に乗った気持ちで安心してくださいな」

　魔の森で導師によって発見された未知の地下遺跡探索が始まったのだが、その前に俺が参加を要請したカタリーナがイーナたちに前の暴言を謝った。

　その内容を聞くと、もう少し柔らかく言えばいいのにと思ってしまうのだが、多分彼女はこういう風にしか言えないのであろう。

　それでも、一応謝った点だけはイーナたちも認めているようだ。

　昨晩フォローをしておいてよかったと思う。

「何かモヤモヤするわね……」

「イーナちゃんは真面目だからね。ボクはこういう人って面白くて結構好き」

「俺は、戦力になるから特に何も」

　真面目なイーナからするとカタリーナの暴言は許せない部分はあるのだろうが、一応は謝っているので、まだ感情が上手く処理できない状態にあるらしい。

　ルイーゼは、このカタリーナという人物にどこか面白い部分を見つけたようだ。

　エルは前回の遺跡探索の件を踏まえて、戦力になれば問題ないらしい。

　美人ではあるが恋愛対象としては無理だと公言しているので、興味はないようであった。

「ヴェル様、ヒラヒラも仲間に加わるの？」

「まずは、今回だけね」

　ヴィルマは、冒険者なのにヒラヒラの付いた革ドレスを着ているカタリーナを『ヒラヒラ』というあだ名で呼んでいた。ドレス状でも革は竜のものを使っているし、マントも竜の幼生から抜けた産毛で編んでいるので防具としては最高峰に近い逸品ではあったが、ヴィルマからすると珍奇な一品に見えるらしい。

　冒険者になってわずか一年でそれだけの防具を手に入れているので、彼女は間違いなく超一流の冒険者なのだが、冒険者としては効率を最優先するドライなヴィルマからすると、カタリーナはチグハグな存在に見えるのであろう。

「ヒラヒラ、結構使えるからいい」

「この娘、私よりも毒舌ですわね……」

　カタリーナは、自分の口調が傲ごう慢まんであることを自覚はしているようだ。

　ヴィルマの発言に、顔を引き攣つらせていた。

　怒らないのは、ヴィルマの見た目がとても小さくて可愛かわいらしいからのようで、その点において彼女は物もの凄すごく得をしているというわけだ。

「ヴィルマさん、これから一緒に探索をする人に『ヒラヒラ』は駄目ですよ」

「はい、エリーゼ様」

「改めまして。カタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲルと申します」

「これはご丁寧に。エリーゼ・カタリーナ・フォン・ホーエンハイムと申します」

　そして、そんなヴィルマですら頭が上がらない、俺の未来の正妻であるエリーゼ。

　共に胸は大きく名前がかぶっている部分はあるが、タイプ的にはあまり似ていない。

　しかし、貴族の名前とは面倒である。先祖代々の複数の領地・地方名や、特殊なミドルネームがつく人が多く、しかもそれがかぶっている人が多い。エリーゼとカタリーナだけなら問題はないのだけど。

　エリーゼは、見た目は『ホーエンハイム家の聖女』の二つ名に相応ふさわしい優しげな美しさを備えているが、同時に中央の名門貴族家の令嬢らしい芯の強さも併せ持っている。

　さすがのカタリーナも、エリーゼに対しては丁寧に挨拶をしていた。

　エリーゼも、過去の暴言などまるで気にもしない様子で同じく丁寧な挨拶を返している。

　やはり、一度没落してしまった元貴族家の令嬢と、本物の貴族令嬢との差が出てしまったようだ。

　過去の暴言を一切追及しないというエリーゼの行為は、実は大きなプレッシャーになる。

　貴族の世界では、『これで貸しが一つ』といった感じであろうか？

　カタリーナもそれに気がついたようで、普段の口調と態度が大分引っ込んでしまっていた。

　ただ、王都には悪い意味で貴族令嬢らしい人も沢山存在していて、その連中に比べればカタリーナは大分マシかもしれない。

「挨拶はそのくらいにして、早速地下遺跡に入るぞ」

「左様！　新しい地下遺跡探索のことばかり考えていて、昨日はあまり眠れなかったゆえに！」

　ブランタークさんに促されたので早速遺跡に入ることにするが、もう一人の大人、監視役である導師は遺跡探索をとても楽しみにしていたらしい。

　しかし、ワクワクして眠れなかったとか、正直『遠足前の子供かよ！』とか思ってしまう。

「では、遺跡まで移動するのである！」

　俺が遺跡を発見したわけではないので『瞬間移動』が使えず、現地まで歩いて移動する。

　道中、ここ数日で相当に間引いたので魔物はほとんど出現しなかったが、それでもゼロというわけにはいかない。だが数は少ないので、全部ルイーゼが省エネ魔闘流格闘術で仕留めていく。

「まだ遺跡に着いていないのに、魔法使いに魔力を消耗させるわけにはいかないからね」

「悪いな、ルイーゼ」

「数が少ないから大丈夫。きっと、導師様が大量に狩ってしまったんだね」

「ルイーゼ嬢の言うとおりである！　遺跡の中では何があるかわからないのであるから、極力魔力は節約するのである！」

　約一時間後、導師の案内で遺跡の入り口に到着する。

　場所は、冒険者ギルド支部のある村からは離れていたが、あまり奥地ではなかった。

　入り口はとても小さく、しかも大量に繁茂したナンポウシダなどに覆われていて、導師がよく気がついたものだと感心してしまう。

「たまたま小便を催したので、ここでしようと思ったのである！」

「はあ、そうですか……」

　つまり、偶然に見つけたようであった。

　導師以外の全員が心の中で、感心して損をしたと思っているはずだ。

「それで、この入り口って誰が開けるんだ？」

　入り口のドアは閉まっていて、エルは誰が開けるのかと尋ねてきた。

「その前に、罠わなの確認であるな」

　ドアに触れた瞬間にドカンではたまらない。

　導師の忠告に従い、罠の有無を調べる必要があった。

「俺の出番だな」

　素早くブランタークさんが前に出て、『罠感知』の魔法を使ってドアを調べる。

　さすがは元超一流の冒険者だけあって、こういった種類の魔法も使えるのは凄いと思ってしまう。

「罠はないみたいだな。ただ、これは面倒な……」

「面倒？」

「ああ、この錠前を見ろよ」

　ブランタークさんは、ドアにかかった錠前を指差した。

　鍵は必要ないようだが、四つのダイヤルが付いていて０から９までの数字に変えることが可能になっている。一番わかりやすい言い方をすると、自転車などで使う数字式のロックに似ているのだ。

「数字を間違えると、『ドカ───ン！』とか？」

「そういう罠は確認できないな。普通に数字を合わせるだけだろう」

　時間はかかるので、地味に嫌な罠といえる。

　多分、このドアに錠前をセットした人間はかなり性格が悪いのであろう。

「吹き飛ばすという策もあるのである！」

「その先に何があるのかわからん。ドアを吹き飛ばすのは論外だ」

　もし内部で危険なものが見つかって再びドアを封印しないといけない事態になった時、ドアを爆破して壊してしまったら封印作業が困難になってしまうからだ。

「一つずつ、試すしかないだろうな」

「間違えると、ペナルティーとかありますか？」

「さっき言ったが、そういう罠は探知できなかった。そもそも、そんな高性能な罠は効率が悪い」

　ダイヤルを一つ間違える度に何かが起こる罠など、コストの問題から設置など現実的にあり得なかったからだ。

　それに、古代魔法文明時代の遺跡の大半は内部に手間のかかる罠を仕掛ける傾向が強いらしい。

　そういえば、前の『強制移転魔法陣』や『逆さ縛り殺し』の罠などが内部に存在していたのを思い出す。

「え───っ！　ダイヤルを一つずつ？」

　００００から９９９９までを一つずつ回して、ドアが開く番号を探るのだ。

　大変に地味で、時間ばかりかかる嫌な作業である。

「え───と」

　俺が他のみんなと目を合わせようとすると、全員が視線を逸そらしてしまう。

　エリーゼでさえそうなのだから、誰もやりたくないのであろう。

　当然、俺だって嫌だ。

「こういう場合は、新入りに任せるとか？」

　エルの意見により、全員の視線が一斉にカタリーナへと向かう。

「そんな酷ひどい話がありますか！　平等にクジで決めるべきですわ！」

　当然カタリーナは嫌がったが、その代わりにいいアイデアを出してくれたようだ。

　クジ引きで平等に決めた方が、確かにあとで不満も出ないはず。

「ヴェル様、ジャンケンで決めよう」

　ヴィルマが俺のローブを引っ張りながら、ジャンケンでの決着を意見する。

　この世界にジャンケンは存在していなかったが、この前、ふと空いた時間にヴィルマに教えたら、物凄く気に入ってしまったのだ。

　それ以来ヴィルマは、何か決めることがあると必ずジャンケンで決めようと言うようになった。

　イーナたちも、何も準備せずに簡単に勝敗がつくので、今ではほぼジャンケンに参加するようになっている。

　この世界では、こういう時にはクジ引きかコイントスで決めるのだが、ジャンケンなら手間がかからなくていいのであろう。

「え───っ！　ジャンケン？」

　唯一の例外で、エルはジャンケンでの決着にかなり不満があるらしい。

　その理由はエルが恐ろしいほどジャンケンに弱いからで、俺はエルがジャンケンで勝っている場面を見たことがない。

　よくヴィルマに負けて、オヤツなどを奪われているのを目撃していた。

「俺が一方的に不利な気もするが……」

「今からクジを作るのも面倒だし」

　どうしてエルは、あんなにジャンケンに弱いのだろうか？

　人間の運の総量なんて、そんなに変わらないだろうに。

「とにかく時間が惜しい。ジャンケンだ」

「しゃあねえ、新入りもいるからさすがに負けないだろう」

　エルも渋々と認め、ダイヤルを回す人を決めるジャンケンが始まるのであった。




　ジャンケンから約三時間。

「９９９５！　９９９６！　開かねえ！」

　予想どおり負けたエルは、ドアに付いた数字式のダイヤルを一心不乱に回していた。その間、残りの面子は見張りを除いて休憩をしている。

　三時間も緊張していたら身が保もたないので、見張り以外はエリーゼが入れたお茶とお菓子を楽しんでいた。

「このチョコレート菓子は、甘さ控えめで美お味いしいわね」

「それは、アルテリオさんが送ってきた試作品」

「あの人、とことん突っ走るわね」

　イーナは、アルテリオさんの商売根性に感心していた。

　今まで何をしてもほとんど失敗がないので、多分暫しばらくはこのままであろう。

「でも、エルに悪いよね」

「負けたから仕方がない」

「ヴィルマは相変わらず容赦ないな。ボクも代わってあげようとか一切思ってないけど」

「冒険者なのですから、敗北という事実は素直に受け入れませんと」

「ここで、カタリーナの深いのか深くないのかよくわからない発言」

「別に、そんなことを狙ってはいませんわよ」

「お前ら、人が苦労している間に……」

　お菓子を摘つまみ、お茶を楽しんでいる女性陣に文句を言うエルであったが、所しょ詮せんは負け犬の遠とお吠ぼえなので、誰からも相手にされていなかった。

「９９９７！　これも駄目だ！」

　最初は００００から回し、実は９９９９というオチがあるかもと最初に回したようだがそれはなく、また０００１から回し始めるが結果は９９９８であった。












　当然、エルは激怒しながらドアから外れたダイアルを地面に叩たたきつけた。

「これを作った奴は、性格がひん曲がっている！」

「何か、中途半端な罠ですね……」

「罠ってよりは、簡単な防犯設備だな。この遺跡の持ち主は、外部からの侵入者をほとんど想定していなかったのさ」

「今はジャングルに埋もれているけど、昔は安全な場所の中にあったのかもしれない」

　俺の問いに、ブランタークさんはテンションが低いままで答える。

「やる気なさそうですね」

「入り口がこの手の遺跡は、ほぼ百パーセント外れだからだよ」

　古代遺跡にも色々な種類があるようだが、入り口に鍵がかかっているだけで比較的簡単に外せるものには、あまり価値のあるお宝がないことが多いらしい。

「稀まれに当たりがあるんだけどな……本当に稀だから」

　以前に、同じような鍵を外して遺跡の中に入ったことがあるそうだが、そこは昔の食料倉庫であったらしい。

「一万年以上も前のだからな。何もなかった」

　そこまで時間が経つと、食料など腐るを通り越して形すらなかったそうだ。

「かなり奥地にある遺跡だから、期待したのにな」

「食料倉庫だったんですか？」

「そういう地下遺跡もあるんだよ」

　以前に潜ったような、いかにも地下遺跡の皮を被かぶった古代の偉人の秘密基地モドキとかは極端な例であり、文化的な価値のある地下建造物だったり、個人が作った地下室だったり、昔の公共設備などが大半らしい。

　いつの世でも、そういうものを残せるのは金持ちかお上かみだけというわけだ。

　魔道具やお宝が出るのは、その地下遺跡を作った人や組織や商会の財産であったり、備品などが残っているからだそうだ。

　なぜ魔物の住む領域に集中しているのかというと、それ以外の遺跡はほぼ発掘されてしまったかららしい。

　皮肉にも、人が入りにくいから残っているのだとブランタークさんは言う。

「古代魔法文明時代は、魔物が住む領域にも人が住んでいたと？」

「そういうことなんだろうな。証拠もあるようだし」

　魔物が住む領域ではなくても、たまに前人未踏の僻へき地ちなどでも遺跡が見つかることがあるそうだ。

　そこに行くまでに大変な手間がかかるし、段々と見つかる数が少なくなっているらしいが。

「酒の倉庫だといいのに……」

「またそんな、自分が好きだからって」

「酒なら、まだ可能性があるんだよ」

　前に、大昔の貴族が所有していた地下式のワインセラーが遺跡として見つかり、そこに保存されていたワインが無事だったことがあったそうだ。

「古代魔法文明時代のビンテージ物のワインだからな。目の玉が飛び出るほどの値段がついた」

　貴族や大商人などが、こぞってオークションで競せり落としたそうだ。

「という可能性を夢見つつ、探索開始だな」

「安全のために、某それがしが前に出よう」

　導師なら突然魔物に襲われても大丈夫という理由により、彼を先頭に、俺とブランタークさんが横並びで続く。

　鍵を外したドアを開けると、少しかび臭かった。いかにも地下遺跡といった感じだ。

　念のため、ブランタークさんと一緒に『探知』を使いながら暗い通路を前に進むが、人二人が何とか横並びで進めるくらいの狭い通路には魔物の気配が一切なかった。

「やっぱり、ただの倉庫だな」

　ブランタークさんが、あからさまに残念そうな表情を浮かべる。

　地下遺跡を作った人に財力があると、遺跡の中のものを守るために大量の罠や、魔物などが配置されているのだそうだ。

　また、ゴーレムなども定番だとブランタークさんは言う。

「経年劣化で遺跡が壊れて、魔物が入り込んでいるだけなのもあるけどな。しかし……眩まぶしいな導師」

「某、『ライト』の魔法も体に纏まとわせないと発現しないのである！」

「まあ、明るいからいいけどよ」

　通路を進むにつれて暗くなってきたので、導師は『ライト』の魔法を使った。

　この『ライト』の魔法、当然遺跡探索などではポピュラーな魔法である。

　普通は、指先に光の玉を光らせて使うのだが、導師は全身に光を纏わせて無意味に光り輝いていた。

　エリーゼなら『輝ける女神』とか世間から言われそうであったが、導師だと『天罰を下しにきた光る巨人』にしか見えない。

　常に全身が輝いているので、魔力効率も悪そうだ。導師くらい魔力を持っていると、あまり気にならないのであろうが。

「また鍵付きのドアであるな」

　先頭の導師が、再び鍵のかかったドアを発見する。

　しかも今度は、普通に鍵で開ける錠前が付いているようだ。

「壊すしかないのである！」

「今回ばかりは、壊すしかないかね？」

　罠の存在も感知できなかったが、同時に鍵もどこにあるかわからなかった。

　錠前自体も見た目は南なん京きん錠じょうモドキであまり貴重品にも見えず、ブランタークさんは壊しても問題はなかろうと判断したようだ。

「では……」

「お待ちになってください。私は、『鍵開け』の魔法が使えますから」

　導師が素手で南京錠モドキを破壊しようとした時、カタリーナが他の方法を提案した。

「へえ、珍しい魔法が使えるんだな」

　ブランタークさんが感心するのも無理はない。

　この『鍵開け』魔法は使えれば便利であるが、かなり習得が困難な魔法であったからだ。

　自分の魔力を塊にしてから固形化し、その錠前に合った鍵の形に変形させて錠前を壊さずに鍵を開ける。

　恐ろしいほど繊細な魔力のコントロールが必要であり、その割に成果が地味なのですぐに習得を諦めてしまうという、使用者が大変に少ない魔法であった。

「これがあれば、一人で遺跡に潜れるかと」

「いくら凄腕の魔法使いでも、遺跡に一人は危険だぞ」

「わかっていますわ。おかげで、死蔵していた魔法ですし……」

　さすがのカタリーナも、ブランタークさんの忠告は素直に聞いていた。

　彼が魔法使いや冒険者として大先輩であり、その功績でも文句のつけようがない超一流の人物であったからだ。

　もう一つ、そんな彼から凄腕だと言われて気分もよかったのだろう。

「俺はギルド本部の幹部にも知己がいるからな。『暴風』の噂うわさは聞いていた」

　王国西部を仕切るホールミア辺境伯領にある冒険者予備校をトップの成績で卒業し、一年あまりで西部領域一の魔法使いだと噂されるようになったそうだ。

「知らなかった」

「坊主は、本当に他の冒険者とかに興味ないよな……」

　興味がないというか、ここ数年、人様のことを気にしていられる生活を送ってこなかったからだ。

　せっかく入った冒険者予備校にだって、数ヵ月で行かなくなってしまった。

　一応王都の冒険者予備校に留学という形になっていたが、実はほとんど顔を出したことがない。他の冒険者のことなどよく知らないのだ。

　知らなくても、冒険者とは個人個人が自営業者のようなものだからあまり困らない。

「自分が稼げればいいじゃないですか」

「それはそうなんだけどな」

　その代わりに、貴族としては柵しがらみだらけで酷い目に遭っているのだから。

「あっ、でも、カタリーナって、まだ冒険者になって一年あまり？」

「何か文句でもあるのですか？」

「じゃあ、俺たちとあまり年は変わらないのか」

　十八歳くらいに見えるのだが、実はまだ十六歳らしい。

「私には志があるのです！　ヴァイゲル家を貴族家として再興させるという！　その責任感が顔に出ているのですわ！」

　要するに、老けているのではなくて大人びているのだと言いたいのであろう。

　そのために、魔法が使えると知ったその時から一人で魔法の修練を懸命に行い、十二歳で冒険者予備校に入るまでは狩猟などで金を稼いだ。

　冒険者予備校時代にも狩猟で稼ぎに稼ぎ、勿もち論ろんその合間には魔法の修行に励み、今も魔力は増えているので修練を怠っていないそうだ。

「何か、話を聞くと昔のヴェルみたいだな……」

　カタリーナが自慢気に話す昔話を聞いて、エルがボソっと感想を述べる。

　以前に俺から聞いた、昔の生活に似ているのだというのだ。

「（なるほど……カタリーナも俺と同じく、ボッチだったのか……）」

　いや、間違いなく現在進行形でボッチなのであろう。

　何しろ、パーティも組まずに一人で冒険者をしているのだから。

「鍵開けも、いつか仲間ができて必要になるかと思って会得したんだな……偉いぞ、カタリーナ」

「何なのです！　人を友達がいないみたいに！」

「実際に、いるのか？」

　いたら、是非紹介してほしいものだ。

「さあ、鍵を開けましょう！」

　俺の質問を無視して、カタリーナは鍵を開け始める。

　その誤魔化し方から見て、彼女には本当に友達がいないのだと俺は気がついてしまうのであった。




「開きましたわ」

「早いな」

「このくらいの鍵など、私にかかれば」

「一人では遺跡にも潜れないのに、よくぞここまで修練して」

「いい加減、気を悪くしますわよ！」

「ごめんごめん、いやあ、頼れるお姉さんって感じだな」

「このくらい当然ですわ」

　調子に乗って気分を害したので少しフォローしたら、カタリーナはご機嫌になった。

　鍵はわずか十秒ほどで開き、俺たちはさらに地下遺跡の奥へと進む。

　暫く歩くと、通路はまた行き止まりになっていた。

「また行き止まり？」

「いや、魔導エレベーターが設置されている」

「魔導エレベーター？」

「魔力で下の階層まで送ってくれる便利な装置さ」

　首を傾かしげるイーナに、ブランタークさんが解説をする。

　魔導エレベーターとは、簡単にいえば魔力で動くエレベーターのことである。

　古代遺跡にはたまに設置されているらしいが、ちゃんと動くものは今までほとんどなかったそうだ。

「これは生きているな。珍しい」

　ブランタークさんが行き止まりの壁にある埃ほこりまみれのボタンを押すと、石壁だと思っていたものが横にスライドして開く。

　確かに、エレベーターとよく似た造りになっていた。

「ボタンに『開』って書いてありますね」

　その下にもボタンがあって『閉』と書かれているので、これはまさしくエレベーターだ。

　開いたドアの中に入ると、その壁には『開』『閉』の他に、階層数の書かれたボタンが付いていた。

「ここは一階で、地下二十階までか」

「実は、大遺跡とか？」

「大倉庫だと思うんだよな。鍵が単純だから、ほぼ外れの」

　食料品や衣類などの倉庫ではなかったのかと、ブランタークさんは推理していた。

　古代魔法文明時代には、大規模な倉庫を持つ大資本の商会が多数乱立していたそうだ。

「もう中身が空っぽだから、金にはならないと？」

　一万年以上も時間が経っているのに、中身の食料品や衣類などが無事なはずもなく、ほぼ空っぽのケースが多いらしい。

「魔導エレベーターは売れるかもな」

　魔道具ギルドが、研究のために買ってくれる可能性が高いそうだ。

「研究ですか？」

「ああ。王城に、魔導エレベーターは設置されていなかっただろう？　この魔導エレベーターもロスト技術で、魔道具ギルドがバラして研究しているうちに、全部オシャカにしてしまうんだよ」

　数少ない現存品も、そのせいですべて壊れてしまったそうだ。

「そんなに複雑な構造には見えませんけどね」

　ここにある魔導エレベーターのように、階層をボタンで指定するとそこに止まるとか、そういう機能が再現できないらしい。

　あと、ドアが閉まる時に人が挟まってしまった場合、前世ではセンサーで勝手に開くのが普通であるが、当然この世界の技術では再現不可能であった。

　むしろ、古代魔法文明時代には再現できていたことが凄いのだと俺は思うのだが。

「荷物を一階から二階に上げるくらいのエレベーターなら、王城でも裏方では使っているさ」

　あくまでも荷物用で、それでも値段はバカみたいに高いのだそうだ。

　生産数も少なく、王城や一部公共施設、大貴族や大商人が持っているくらいらしい。

「荷物専用か」

「魔導エレベーターは、維持に技術と金がかかるからな。大貴族でも、いらないと割り切っている人も多い。うちのお館やかた様も、持っていない」

　そういえば、ブライヒレーダー辺境伯の屋敷でエレベーターなど見たことがなかったのを思い出す。

「もう下の階に着きましてよって！　誰です！　私のお尻に触れたのは！」

「ああ、俺」

「少しは、申し訳なさそうに言いなさい！」

「しょうがないだろう！　狭いんだから！（つうか、革の感触しか感じないし……）」

　エレベーターは思ったよりも広く全員が入れたが、人数が多いのですし詰めになってしまい、俺の手がカタリーナの尻に触れたのだ。

「ねえ、ボクの胸に触れているのは？」

「多分俺だ。えっ？　胸？」

「ブランターク様、あとでぶちのめしてもいい？」

「すまんかった！」

　すし詰めのエレベーターのせいでアクシデントがあったようだが、俺たちは無事に地下一階に辿たどり着いた。

「また通路だけ？」

「典型的な地下倉庫だな」

　幅三メートルほどの、先が見えないほど長い通路が伸びていて、その両側に五十メートル間隔くらいでエレベーターのドアと同じように『開』『閉』のボタンが設置されていた。

「ドアの動力も、魔力なんですか？」

「そういうことになるな。あとは……珍しいな！　魔蔵庫になっているのか！」

「魔蔵庫ですか」

　魔蔵庫が何なのかは、さすがに俺でも知っている。

　要するに、魔法の袋の倉庫版だ。

　小さい袋に大量に収納する代わりに部屋に保管し、その部屋にあるものの経年劣化を防ぐ機能だけをつけた魔道具である。

　ドアを開けて中身を取り出す時にはその機能は停止し、またドアを閉めると中に入れてあるものの時間経過が止まる。

　古代魔法文明時代には、冷蔵庫と並んで普及していたものだと前に書物で読んだことがある。

「でも、そんな昔の魔蔵庫とやらがまだ動いているんですか？」

「動いているさ。何しろ、これは魔道具だからな」

　古代魔法文明時代の遺跡から見つかった魔道具は、多少見た目が古ぼけていても、今でも使える品が多い。

　なにしろ、元々長期間使うことが前提の品が多いうえに、経年劣化を防ぐ魔法がかかっているものが多いからだ。

　さすがに一万年以上も経てば、その魔法がかかっていないと見つけても使えないのだが。

「ほら、ボタンの下を見てみろ」

「あっ、魔晶石が光っている」

　光っているということは、今でも経年劣化防止機能が生きているということだ。

「へえ、そんなに保つんだな」

「腕がいい魔道具職人が建設に携わったんだろうな」

　ブランタークさんは、腕のいい魔道具職人は魔道具の性能だけでなく、付属している魔晶石の燃費も格段に優れているのだとエルに説明する。

「でも、一万年以上ですよ」

「経年劣化防止は、さほど魔力を食わないからな。作るのは難しいけど……」

　だからこそ俺は、師匠から魔法の袋とその中身を無事に継承できたのだから。

「魔蔵庫は、魔法の袋ほど魔力を消費しない」

　大量のものを、袋の中に設定した異次元の空間に仕舞い込んだり、それを自由に呼び出したりという機能が省けるからだ。

　実際、ドアの裏側に付いている魔力補給用の魔晶石は、ソフトボール大くらいの大きさでしかなかった。

　その大きさで一万年以上も稼動しているのだから、魔法の袋よりは魔力消費効率がいいのであろう。

「遺跡から発掘された使用可能な魔道具は、こういう生きている倉庫に入っていたケースも多い。案外、これは当たりかもな」

　早速一番手前のドアを開けて、魔蔵庫の中に入ってみる。

　室内は、幅五十メートル、奥行き百メートル、天井の高さ五メートルほどと大きく、中に入ると魔道具である照明が自然につく仕様になっていた。

　床も壁も天井も、大理石のような白っぽい石でできていて、とても細かい魔法陣のようなものが沢山描かれている。

　どうやら、経年劣化防止の魔法陣のようであった。

「やっぱり、生きているな」

　部屋の中には大量の木箱が積まれていたが、どれも一万年以上も前のものとは思えない。

　まだ木が白っぽく新品のようで、木独特のいい匂いが室内に漂い始めたからだ。

「また時間が流れ始めたようだな」

　ドアを開けたので時間の流れが復活し、木箱は新品だったので当時のままの匂いがし始めたのだとブランタークさんは説明する。

「つまり、中身の出し入れをしている間は時間が流れているのですね？」

「ドアの裏側にも魔法陣が描かれているだろう。ドアを開けることで、経年劣化防止の魔法が止まるのさ」

「便利なのかな？」

　その疑問は魔道具ギルドの人たちも考えているようで、それが魔蔵庫が普及していない最大の原因だそうだ。

　魔蔵庫は確かに消費魔力も少なくて一いっ旦たん稼動させれば長期間使用可能ではあるが、作るには大規模な倉庫工事と、特殊な石材を内部の全周囲に張り巡らせ、さらに独特な魔法陣を隙すき間まなく描いていく必要がある。

　初期費用を考えると、冷蔵庫の方が圧倒的に費用対効率に優れているそうだ。

「そういえば、アルテリオさんも購入したのは大型冷蔵庫でしたね」

　味み噌そや醤しょう油ゆの貯蔵に購入したのは、地下に設置した大型冷蔵庫であったと俺は聞いている。

「魔蔵庫は時間が経たないから生鮮食料品の貯蔵にいいような気もするが、ドアを開けると時間が流れるからな」

　大規模な倉庫を魔蔵庫にして生鮮食料品を大量に保管しても、結局取り出す時にいちいち時間が経過するし、温度調節などもしていないので早く傷んでしまう。

　それなら小さな冷蔵庫の方が圧倒的に経費がかからないし、ある程度の量の保存なら魔法の袋の方が場所も取らずに運搬も楽と。

　魔蔵庫は、中途半端な存在として今ではまったく普及していないそうだ。

「衣服や雑貨とかを長年保存してもな」

「では、昔の人はどうして魔蔵庫を使ったのでしょうか？」

「それは……これがヒントになるのかな？」

　カタリーナの疑問に答えようとしたわけではないが、俺はドア近くの壁際に小さな机と本棚を見つけていた。

　本棚には大量の紙が紐ひもで結ばれて入っており、中身を見るとそれはこの倉庫に入っている物品のリストであるようだ。

「想像どおりに、瓶入りの酒、衣服、生活雑貨か」

　古代のものでも新品に近いので、それなりの値段になるはずであった。

「ねえ、ヴェル。これはリストじゃないよ」

　手分けして紐で結ばれた紙束の中身を読んでいると、ルイーゼが何か別の資料を見つけたようだ。

「ええと。『プライムタウン郊外に、大型ショッピングモールプライスオフが堂々オープン！　八割、九割引きは当たり前！　新型省エネ魔道具も、大奉仕価格で大放出！　ここで揃そろわないものはない！』か……」

　チラシのようであるが、どこか日本を感じさせてくれるような文言ではあった。

　というか、同じ古代魔法文明時代の遺跡なのに、どこか王都周辺のものとは違うような気がするのだ。

「ヴェル、この地下遺跡の資料があったわよ」

　丁寧に資料を読んでいたイーナが、この地下遺跡の正体が書かれた紙を見つけたようだ。

　受け取ってから読むと、この地下遺跡は、どうやらこのチラシにあるショッピングモール専用の地下倉庫であったらしい。

「ええと、要するに大型バッタ市いちの倉庫だったみたいだな」

　古代魔法文明時代については、いまだに研究者たちの間でもよくわかっていないことが多いそうだが、少なくとも今よりは魔道具などが大量に普及していて、生活も豊かであったようだ。

　前世の日本のように、大量に安価な商品が普及した結果、どんどんと価格が下がり、生産された商品の在庫が溜たまって業者の経営を圧迫していく。

　自然と業者は淘とう汰たされ、薄利多売の大資本か、小回りの利く小規模な業者の二極化が進む。

　この地下倉庫は、その過程で潰つぶれた業者から買い叩いた品を『新古品』として保存するための倉庫であると俺は推察していた。

「（古代魔法文明時代って、意外と世せ知ち辛がらいのね……）つまりは、この倉庫には大量の商品があると？」

「地下二十階層まであるので、当然大量にあるであろうな！」

　導師は早速木箱を一つ開けて中身の酒瓶を取り出し、それを試飲した。

　探索は、まだ地下一階の最初の部屋であるここにしか入っていない。

　ひと階層がここと同規模だとして、、それが二十階層もある。

　どれだけの物資が残っているのか、想像するのも難しいほどであった。

「導師、探索中に酒を飲まないでくださいよ」

「若いワインであるな。魔蔵庫ゆえに仕方がないであるが」

　試飲とはいっても導師なので、一気にラッパ飲みをして酒瓶は空になった。

　しかしこの程度で導師が酔うはずもなく、顔色に一切変化はない。

「エリーゼ様、お腹空すいた」

「はいはい、今、オヤツを出しますね」

「ありがとう、エリーゼ様」

　魔物もいない遺跡の探索だったので、ヴィルマは暇になってしまったらしい。

　時間もちょうどお昼前であったこともあり、エリーゼはヴィルマに自分で焼いたクッキーなどを食べさせていた。

　まるで世話焼きなお姉さんと甘えている妹のような構図に見える。

「大当たりのようですわね。この稼ぎと功績をもってして……」

「女の身で、貴族にはなれんだろう」

「この国って、本当に閉鎖的ですわね！」

　まだ全部は調べていなかったが、これだけの物資があれば相当な稼ぎになるはずだ。

　なのにカタリーナは、女性は貴族になれないという王国の不文律のために損をする羽目になるのだろう。

　俺からすればかなり優秀な魔法使いなわけだし、例外くらい認めてもいいと思うのだが……。

「（導師、このままにしておくと）」

「（亡命してしまう可能性があるな……）」

　アーカート神聖帝国では、女性貴族も認められているらしい。少なくとも、何名かは存在しているようだ。もしかするとカタリーナも、最後の希望とばかりに帝国に亡命してしまう可能性があった。

　彼女ほどの魔法使いが亡命してしまえば、王国に大打撃となるかもしれない。

「亡命はしませんわ。私には、守るべき家臣たちやその家族がいるのですから」

　カタリーナの実家であるヴァイゲル家は、祖父の代に王家からの転封命令を断ったという名目で……実際には派閥抗争の余波で、領地と爵位を奪われてしまったそうだ。

　彼女のいう家臣たちとは、ヴァイゲル家に仕えていた従士長以下の家臣やその子孫たちで、王国の直轄地となった今でも、いつかヴァイゲル家が貴族として復帰できるようにと領地を頑かたくなに守っているらしい。

　話を聞くだけで、恐ろしいまでの忠誠心だと思える。

「祖父が陛下からの命令に背くなどあり得ませんわ！　あの悪あく辣らつなルックナー侯爵家の所業なのですから！」

　今のルックナー財務卿の先代が、同じく財務閥で当時揉もめていたリリエンタール伯爵家の勢力を削そぐために、そのような工作を行ったのだとカタリーナは説明する。

　ヴァイゲル家は在地領主としては珍しく、法衣貴族であるリリエンタール伯爵家の寄より子こであった。

　領地が王都に近く、縁戚関係でもあったようで、万が一の時にある程度の兵力を期待できるヴァイゲル家をルックナー侯爵家が疎ましく思ったようだ。

　中央の法衣貴族同士が揉めた時に、数十名を簡単に動員できる在地貴族の存在は重要なのだ。

「あの人、色々と恨まれているな」

「大貴族というのは、それなりに敵がいるのである！」

　しかも、ヴァイゲル家が改易された当時は両家の当主は犬猿の仲であったらしいが、代替わりした今ではそれほど仲も悪くないらしい。

「関係の修復がなされたのですね」

「先祖の恨みよりも、現世利益優先というやつである！」

　導師が言うには、代が替わると極端に貴族家同士の関係が変わってしまうことがあるそうだ。

　逆に『不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だから絶対に許すな！』と必ず後継者に申し送りして、数百年も仲が悪い貴族家同士も存在するそうだが。

「改易当初は、リリエンタール伯爵家も援助はしてくれたのですが……」

『必ず領地と爵位は復帰させるから』と援助をしてくれていたのに、代が替わると見捨てられてしまったらしい。

　それ以降、家臣たちは土着し、名主などをしながら懸命に没落したヴァイゲル家を支えてくれたそうだ。

　多分、リリエンタール伯爵家はルックナー侯爵家との仲が修復したので、ヴァイゲル家のことを見捨てたのであろう。

　大の利益のために、小の利益を切り捨てる。

　どこの世界でも、よくある話ではあった。

「家臣たちへの恩を返すため、私は貴族にならなければいけないのです！」

　とはいえ、このままではカタリーナが貴族になれる可能性はないわけで、その辺の焦りが最初の傲ごう岸がんな態度に……元々気が強いというのもあったかもしれないが。

　冒険者としての活動拠点を西部にしていたのも、王都周辺だと色々とうるさかったからなのであろう。

「とにかく、その話はあとだな。お宝持って帰ろうぜ」

　ブランタークさんの忠告どおり、俺たちは昼食をとったあとにこの地下倉庫にあるすべての部屋を回って保管されていた物資の回収を行った。

　魔道具なども大量にあるようだったが、確認はあとでも構わない。

　ないとは思うが、放置して他の冒険者たちに横取りされるのも癪しゃくであったからだ。

「ひと階層に二十室の同じ大きさの魔蔵庫があって、二十階分で四百か……。一杯あるな」

「ギルドの人たち、鑑定するのが大変でしょうね」

「それが連中の仕事だ」

　ブランタークさんの答えは、あっさりとしたものであった。

「冒険者ギルドは必要なものではあるが、俺たち冒険者からのアガリで生きているのも事実。多少の忙しさなど、気にするまでもないさ」

「ですが、ブランタークさん」

「何だ？　イーナのお嬢ちゃん」

　最近、ブランタークさんから『様付け』はやめてくれと言われたイーナは、彼を普通に『さん付け』で呼ぶようになっていた。

「この資料を見ると、ここって第四地下倉庫らしいですよ」

「捜索を続行するか……」

　俺は、翌日からの工事依頼を延期してまで周辺の探索に参加し、同じ地下遺跡という名の倉庫を八つ見つけることに成功する。

　すべて同じ造りで、二十部屋の魔蔵庫×二十階層を完備。

　そして倉庫の中には、大量の物資が詰まっていた。

「昔は、物余りだったのですね」

　大量の様々な物資を見ながら、エリーゼは正直に感想を述べる。貧しい人に奉仕活動をしているので、色々と思うところがあるのかもしれない。

「少なくとも、ここはそんな感じだな」

　ブランタークさんに言わせると、魔の森の中にある遺跡は他の地域にある遺跡とは何かが根本的に違うのだそうだ。

　確かにここは、いかにも地下遺跡風の造りではなくて、大量に物資を仕舞うための地下倉庫でしかない。

　保存している物資の劣化を防ぐために魔蔵庫まで設置しているということは、日本人のように潔癖症な部分もあったのかもしれなかった。

「古代魔法文明と一括くくりにしてますけど、この地域は別国家だったのでは？」

「一応、統一国家だったようだぜ」

　専門家の研究によると、中央部には強固な王政国家が存在していたようだ。

「じゃあ、属国とか、自治領とか、衛星国とか？」

「かもしれないな」

　だが、その辺の歴史的な真実は王国の研究者が調べればいいことである。

　俺は、見つかった八つの倉庫のすべての物資を魔法の袋に収納し、入り口を再封鎖してから自分の屋敷へと戻るのであった。

「もうダイヤル嫌……人が律りち儀ぎに００００から回しているのに、正解が９９８７とか喧けん嘩か売りすぎ……その次のは、９９９９から回したのに０００７だったし……」




　一人だけジャンケンに負けまくり、八つの地下倉庫すべてのダイヤル鍵を自力で開ける羽目になったエルは、心なしか放心しているようであった。





第四話　新しい家臣たちとカタリーナ







「カタリーナ、指名依頼がきているけど」

「わざとらしいですわよ、ヴェンデリンさん！　その依頼者は、あなたではないですか！」

「それがね。俺の名前で指名されているんだけど、俺自身は全然関与していないんだよ。本当に不思議な話だ」

「そんな無責任な話がありますか！」

「ローデリヒって、意外と人使いが荒いんだよね……ああ、意外でもないか」




　出会った当初からイーナたちと揉もめ、それが原因で狩り勝負を行った没落貴族の娘であるカタリーナであったが、そのあとは一緒に導師が見つけた地下遺跡の探索をしたりして、いつの間にか行動を共にするようになっていた。

　彼女は、貴族とはこうあるべきだという信条のようなものを持っていて、それがあの格好であったり言動であったりするのだが、どこかズレているのは本物の貴族ではないからかもしれない。

　彼女は自分の魔法を利用した御お家いえ再興を願っているようで、その行動指針はいかに目立ちつつ冒険者として名をあげるかが最優先であった。

　俺の前でイーナたちを罵倒し、勝負を挑んできたのにはそんな理由もあったようだ。

　しかしながら、カタリーナには既に勝負の結果はもうどうでもよくなっていた。

　導師が勝手に割り込んで、俺もカタリーナも彼に勝てなかったからだ。

『実は、わざと勝負に水を差して仲裁に入ったとか？』

『見た目からは、とてもそうは思えませんわ』

『人を見た目で判断しちゃ駄目でしょう』

『では、本当に導師様が私たちの仲を取り持つために割って入ったと？』

『そんなわけないじゃないか。カタリーナは面白いことを言うなぁ』

『その可能性を先に述べたのは、ヴェンデリンさんではありませんか！』

　導師の真意はわからなかったが、正直勝負などどうでもよくなってしまったのは事実だ。

　その後、いつもの口調のままであったがカタリーナが素直に謝ったので、もう争いはこれで終わりということになった。

　俺には度々土木工事の依頼がローデリヒから入るので、代わりにカタリーナがエルたちと一緒に魔の森に入るようになっていたのだ。

『ブランターク様もお忙しいでしょうから、私がみなさんを護衛してさしあげますわ』

　口調はいつもの感じであったが、これは照れ隠しからきているらしい。

　実際に一緒に出かけると、女五人で姦かしましく、楽しみながら狩りや採集をしているようだ。

『なあ、ヴェル。せめてもう一人、男のメンバーが欲しいんだが……』

『俺にツテはないから自分で探してくれ。いい人そうなら許可するから。ああ、エリーゼたちの許可も必要か』

『そんなの、簡単には見つからないから相談している』

　俺たちとカタリーナと導師による狩り勝負が行われた結果、魔の森の近くに数箇所作られた冒険者ギルド支部には、多くの冒険者たちが詰めかけるようになっていた。

　あの勝負で得られた大量の魔物の素材や、フルーツ類、カカオの実、貴重な薬草などが、王都冒険者ギルド本部主催のオークションで大金で落札されたからだ。

　特に、あのアルビノ個体のサーベルタイガーは王家が大金を積んで二頭とも手に入れてしまったそうだ。

　他のサーベルタイガーも複数の大物貴族たちによって落札され、現在王都では『飛竜の頭なんて当たり前。貴族のくせに、家にサーベルタイガーの毛皮がないなんて……』という空気になってしまっているらしい。

　その結果、貴族たちは多額の報酬を餌に冒険者ギルドに依頼を出し、それに応じた冒険者たちが大勢魔の森に集まってきた。

　魔導飛行船の運賃は、最低でも金貨一枚一万セントである。

　それを払ってでも、魔の森は美お味いしい狩り場であると認識されたのだ。

　サーベルタイガーは無理でも、他の魔物も単価は高いし、フルーツ類やカカオの実でも、ある程度数を集めれば採算はいい。

　現在、冒険者ギルド支部周辺には急速に町ができあがりつつあるようだ。

　それともう一つ、あの地下遺跡の存在もある。

　古代魔法文明時代にあった大型アウトレットモール、というのが正しいのであろう。

　その在庫を仕舞う魔蔵庫付きの大型地下倉庫が八つも見つかり、その中には大量の物資が当時のままで眠っていた。

　生活雑貨なども多かったが、例えば服や下着などでも今のものよりも遙はるかに品質が上で、数もあるので結構な値段になるはず。

　実際、今俺が着ているシャツやズボンなども、部屋着として上級貴族が着ても何らおかしくはないほどだ。

　他にも、今のものとは形式が違うが、スーツや礼服なども多数見つかっている。

　カジュアルな服装などもあって、これらはむしろ地球のものによく似ていると思う。

　ネクタイにスーツなど、試しに着てみるとまるで前世のサラリーマン時代に戻ったかのようであった。

　革靴を履き、カバンなどを持つと、急いで出勤しないと、などと思ってしまうほどだ。

　衣服や装飾品は女性用も大量にあり、他に園芸用品などもあった。

　花や野菜や穀物などの種子も凄すごい数で、これは現在王国内で栽培されている品種よりも優れているのかどうかを、バウマイスター伯爵家専用の実験農場で栽培し確認してもらうことにする。

　前に、魔の森で採れるカカオやフルーツ類の実験栽培を頼んだところである。

　ただし実験農場は拡張が必要なようなので、また土木工事に駆り出される予定ではあった。

　他にも、様々な生活雑貨に、玩具、酒、食料品、家具、書籍、工具など。

　あまりに量が多いので、現在ローデリヒたちがギルドの職員たちとまだカウントしている最中であった。

　本来ならば、ギルド側ですべて買い取ってから俺たちが上納金を納めるのだが、数が異常に多いのでギルド側もすべての買い取りは不可能と判断した。

　この地の領主としては、現物を研究すれば新製品などが多数出せそうな物資をすべてギルド側に渡すなど言語道断でもある。

　特にローデリヒがうるさいので、ギルド側には評価額だけ算定してもらい、俺が現金で上納金を納めることになった。

　ちなみに、魔の森における上納金の額は評価額の一割。

　かなり低いが、これはローデリヒが上手くギルド側の足元を見て交渉した結果であった。

　また、ギルド側も、収入に応じてこちらに納税する義務があるので、それらを差し引いた額を計算すると、俺も思ったほどの負担をしないでも済むようになっていた。

　とはいえ、普通の貴族なら頭を抱えるほどの金額なのだが。

　正式な評価額の決定はこれからであったが、それは多数ある魔道具の査定がまだだからであろう。

　様々な商品を取り扱うアウトレットモールの倉庫なので、当然魔道具類も大量に入っていた。

　冷蔵庫、エアコン、洗濯機、コンロ、オーブン、洗面台など。

　他にも、ブランタークさんがブライヒレーダー辺境伯から預かっているような魔導携帯通信機なども多数見つかっていて、現在王国内で出回っている品よりも性能や魔力消費効率が圧倒的によかった。

　倉庫に一緒にあったチラシには、『即日契約安心魔導携帯通信機』、『ご新規様、無料契約』と書かれていた。

　そこはかとなく、日本を思い出させてくれるチラシの文言ではある。

　さらに、自動車、トラック、バイク、小型の耕運機などに類した魔道具も数百台見つかっている。

　新品も、中古も、倒産品買い取りのバッタ品もあると一緒に見つかった帳簿には書かれていた。昔は魔道具が発達してはいたものの、在庫過多で作っている業者がかなり厳しい競争を強いられていたようだ。

　例えば魔導携帯通信機などで見ると、高性能で作りも素晴らしい『ソニア』という工房の作品は、新品もあれば、少し傷は付いているが性能に差がない中古品もあった。

　あとは、『ソミア』という、作りが雑で魔力効率も悪い品があって、やはりそこはかとなく地球を思い出させてくれるのだ。

　多分、一流の工房である『ソニア』製だと勘違いさせて買わせる戦略だったのだろう。

　ただ、その『ソミア』製ですら、性能は現在の魔導通信機よりも圧倒的に上であった。

　とにかく、この世界では大変に高価で貴重なものである。

　また倉庫が見つかるかもと、同じく多くの冒険者たちが魔の森に殺到していた。

　活気が出るのは素晴らしいことなのだが、同時に治安の悪化も懸念されるわけで、その対応のために警備隊の増設も急きゅう遽きょ行われている。

　そこで、新規の兵士と幹部候補たちが加わっていた。

『お久しぶりですね。バウマイスター伯爵様』

　まず一人目は、あの導師の三男であるコルネリウス・クリストフ・フォン・アームストロング。

　彼は今年で十九歳になる、元は王国軍に勤めていた人物である。

　王都滞在時代に何度か顔は合わせていたのだが、まさか彼がここに来るとは思わなかった。

　なぜなら、王国軍においてアームストロング家は重鎮中の重鎮であり、その血縁者も多かったからだ。当然コネもあって、導師の三男くらいなら余裕で入れるし、何よりアームストロング家直系の男子は軍人として優秀な資質を持つ者が多い。

　コルネリウスもその中の一人で、将来は軍幹部としてその将来を嘱望されていた。

『俺って、全然親父に似ていないでしょう。だから、別に王国軍でなくてもいいかなと』

　導師の跡継ぎで同じく軍にいる長男は、アームストロング家男子代々の伝統を受け継ぎ、導師や伯父であるアームストロング伯爵によく似ている。

　だが、次男以下の男子全員は奥さんたちの方に似ているようで、コルネリウスも身長百八十センチほどの爽やかな好青年であった。

　暑苦しい導師とは逆のベクトルに位置する人物なのだ。

『あと、俺の従兄弟いとこで伯父さんの三男のフェリクスも預かってきたので、口の悪い奴は軍閥の余り息子たちの大処分とか言ってますね』

　こちらは、正しくアームストロング家男子の伝統を受け継ぐ、筋肉巨漢そのものといった若者だった。他にも、ヴィルマの兄でアスガハン準男爵家の三男も一緒である。

『あそこは、ヴィルマさんをエドガー軍務卿に養女として取られてしまいましたからね。真っ先にコネでエドガー軍務卿が押し込んできました』

　確かにコネではあったが、全員軍家系の子供なので当然よく鍛えられている。

　兵士にも元冒険者などが多く、荒くれ揃ぞろいの冒険者相手の警備隊業務には最適な人材とも言えた。

　あの筋肉軍務卿、コネで押し込むにしてもそれなりに人材は選んでくれていた。

『ところで、親父は？』

『アルバイトを少々』

『また弟か妹も生まれますからねぇ……』

　導師の上の息子たちは、父親が大変にフリーダムなのでその反動か常識的な人が多かった。

　多分、奥さんたちの教育方針なのであろう。

　反面教師にしているという可能性もあったが。

『そういえば、ヘンリック兄さんはちゃんと商売しているみたいですね』

『小型とはいえ、魔導飛行船を所有しているからだろうな』

　ヘンリックとは導師の次男で、貴族の子としては珍しいことに商人として現在未開地中を飛び回っていた。

　ブライヒブルクなどから大量に物資を買い付け、未開地の工事現場や魔の森近くの町に運んで利り鞘ざやを稼いでいたのだ。

『魔導飛行船の代金、親父から借りてますからね』

　前から王都周辺で小商いをしながら経験を積んでいたそうだが、未開地の開発ラッシュをチャンスだと思い、父親である導師から小型魔導飛行船の代金を借りたそうだ。

『利子はないですけどね。踏み倒すと、間違いなく殴り殺されますから』

『確かに、そんなイメージが……』

　あの導師からの借金を踏み倒す、さすがに子供たちでもそれはできないと感じているらしい。

　返済時期が決まっているわけでもないし、儲もうかっているのでその心配はないのだと、コルネリウスは一応フォローしていた。

『とにかく、冒険者たちの騒動は避けるように』

『あの手の連中は、舐なめられないようにちゃんと締める必要がありますからね』

　似てないとはいえ、やはりその辺は導師やアームストロング伯爵の血を引いているようだ。

　確かに、警備隊が舐められて冒険者が好き勝手をするのも困るので、コルネリウスの意見は間違ってはいない。

『では、早速現地に向かいます』

　以上のようなやり取りのあとに、コルネリウスは警備隊を率いて現地へと向かう。

　一部の不ふ埒らち者ものは仕方ないとして、休養を取る町くらいは静かな方がいいし、そうなればまた質のいい冒険者が集まって魔の森での狩猟と採集も進む。

　その結果、ますます冒険者と金が集まるわけで、集まる税金も増えてまた開発が進むという仕組みだ。

　俺がローデリヒから指示された土木工事を行い、開発期間と費用の節約も常時行っている。

　週の半分で土木工事を行い、もう半分で魔の森での狩りを、残り一日は休養というサイクルを繰り返すようになっていた。

　勿もち論ろん俺が決めたのではなく、ローデリヒや新しい家臣たちが決めたのだが。

　俺が基礎工事を行うとバウマイスター伯爵家の現金の減りが減少し、冒険者として金を稼ぐと開発資金が増えるわけだ。

　何というか、資金繰りには困っていないのに自転車操業をしているようにも感じてしまう。

　そしてもう一人、土木工事魔法仲間が増えている。

　勿論、あの御家再興を願うカタリーナその人であった。

「ここに深い穴をですか？」

「ほら、あの魔蔵庫の移動を行うから」

　結局、導師が見つけた地下遺跡は物資の保管庫で、保管する物資が経年劣化をしないように魔蔵庫まで設置されている優れものであった。

　そしてさらに、同じ造りのものを八つも見つけたのだ。

　とりあえず、中身の物資だけ魔法の袋に入れてきたのだが、あまりの量でカウントをしているローデリヒたちは音をあげている状態であり、ひとまず倉庫に仕舞おうとしたのだが、その倉庫自体が既に一杯になってしまっている。

　そこで、遺跡自体を魔の森からここに移転させることにしたのだ。

　魔蔵庫を完備すれば、バウルブルクの食糧や物資なども経年劣化を気にしないで仕舞えるのでありがたい。

　コストの関係で、一から魔蔵庫の設置はしたくないが、元から使えるものの移転ならば何の問題もないわけだ。

　ただ、ブランタークさんがブライヒレーダー辺境伯に欲しいと言われ、また導師が王国にも欲しいということなので、屋敷近くの地下に設置されるのは残りの七つとなっていた。

　なお、移築をするのはまたあのレンブラント男爵である。

　彼は忙しいので移築は数日後の予定であったが、その前に移築しやすいように大きな穴を掘ることにしたのだ。

　俺だけでやってもよかったのだが、偶然ではあるが優秀な魔法使いと知り合うことができた。

　ならば、その人に任せるのは自然の流れであろう。

「私も、御家再興の際には屋敷近くの地下にでも埋めましょうか」

「分け前は、現金でも地下倉庫の現物でも構わないけどね」

　今の時点では、貰もらっても持て余すだけであろう。

　何しろ、カタリーナの御家再興の悲願は叶かなっていないのだから。

「穴掘りはともかくとして、他の土木工事まで私に振らないでくださいまし！」

「え───っ！　俺一人だと面倒だもの」

　カタリーナは今まで土木魔法の経験はなかったそうだが、試しに教えてみると、一番得意な風系統の魔法の次に器用にこなすようになっていた。

　せっかく他の優秀な魔法使いに会ったのでそれならと、互いに魔法のネタを交換したり、一緒に鍛錬することが増えた。

　魔の森の探索にも必ずついてくるようになっていたし、どうせ一緒にいる時間が多いのだからと、つい先日、建設途中のバウマイスター伯爵邸の中庭建設予定地に移築した、師匠の屋敷に居候をするようになった。

『この屋敷、女ばかり増えていくな……』

『エルヴィンさん、私に何か文句でも？』

『いいえ……』

　カタリーナは俺の屋敷に住み始めた表向きの理由を、まだ正式に終わっていない地下遺跡探索で得た物資の分け前を誤魔化されないためだと、その大きすぎる胸を張りながら答えていた。

『はいはい、そういうことにしておくわね』

　会って一番最初に激突したイーナであったが、彼女はもうカタリーナの口調に慣れてしまったようだ。普段の口調はアレでも、実は意外と常識的なのにも気がついている。

　何しろ、屋敷に居候をするのに律りち儀ぎに宿泊費を払っているのだから。

『私は落ちぶれても貴族！　人様に後ろ指をさされるような非常識な真似はいたしませんわ！　泊めていただくのに、費用を支払って当然！　毎日お風呂に入れるからとか、ヴェンデリンさんと魔法の訓練ができるからとかは、物もの凄すごく小さな理由ですから！』

『はいはい、そうだね。カタリーナ、その野菜剥むいて』

『なぜ、高貴な生まれの私が料理などを……』

『エリーゼは料理上手だよ』

『ですわね……』

　カタリーナは、やはり料理が上手であった。

　見栄えをよくするために装備などには金をかけているが、他では締まり屋で、自炊をしてお弁当などを作っていたらしい。

　彼女の貴族観では、貴族の令嬢は料理などしないと思っていたらしく、他人の前で料理をするのが嫌だったようだ。だから調理人が作ったと嘘うそを言っていたわけだ。

『ヒラヒラ、白鳥みたい』

　なるほど、ヴィルマの表現は的確である。

　白鳥は優雅に水面に浮いているように見えるが、水面下では足を懸命に動かしていて、それがカタリーナによく似ているというのだから。

『貴族の女性は普段はあまり料理などはしませんが、たまに家臣や領民の方々に振る舞うこともありますから』

　少領の在地貴族家などでは、収穫の時期などに奥さんや娘がそういう振る舞いをすることもあるそうだ。うちの実家は単純に人手が足りなくて、母もアマーリエ義ね姉えさんも料理は普通にしていたのだが。

『将来のためですわね』

『ヒラヒラ、包丁の使い方が上手い』

『ヴィルマさん。私のあだ名、どうにかなりませんの？』

　何だかんだで、女性陣は上手くいっているようだ。

　現在、いまだにバウルブルクの屋敷は建設中であったが、既に師匠の屋敷はその中庭に移り、俺たちはそこで生活を送っていた。

　俺は魔の森の探索と開墾・土木工事を交互に、エルは、週に何回かは警備隊に交じって軍隊のことなどを習い始め、イーナとルイーゼは、それぞれに槍そう術じゅつと魔闘流の道場開設の準備を行っている。

　ただ、町の建設において道場は優先順位が低かった。

　別になくても、その気になればその辺の草原でも教えられるからだ。

　二人は道場主としての登録だけを行い、あとはブライヒブルクから呼び寄せた道場主代理と、数名の師範たちにすべてを任せているようだ。

『あなたたちは、当分は名義貸しだけです』

　ブライヒレーダー辺境伯からも、こう釘くぎを刺されていた。

　とにかく俺の傍そばから離れるな、子供が生まれなければその道場は潰つぶれるぞと。

　そんなわけで、道場主代理と数名の師範たちは警備隊の仕事も兼任して行い、空いた時間に希望者に少しずつ槍術と魔闘流を教えている。

　扱いからいえば、軍務を行いつつ武芸を教えるバウマイスター伯爵家の家臣になったわけだ。

　そしてその道場主代理とは、二人の下のお兄さんたちであった。

『助かった！　これで槍術で飯が食える』

『助かった！　これで魔闘流で飯が食える』

　大物貴族であるブライヒレーダー辺境伯家でも、それぞれに道場は一つしかない。

　元から女であるイーナやルイーゼは跡継ぎ候補からも除外されていたが、同じく下のお兄さんたちも邪魔者扱いであった。

　外部からの弟子もいるのでそんなに師範など増やせないし、そうそう他よ所そに娘しかいない同流派の道場主などいるはずもなく、俺たちと同じく冒険者予備校を出てから狩りをしつつ、アルバイトの臨時師範としてたまに道場で教えていたそうだ。

　この部分は、昔の俺と大分かぶっているような気がする。

『ヴェル、ごめんなさい』

『まあ、いいんじゃないの？』

　真面目なイーナは、お兄さんをコネで押し込んだことに罪悪感を抱いているらしい。

『イーナが産んだ子供を、俺の後継者とかに押し込もうと画策しなければ』

『それはないと思うわ。ブライヒレーダー辺境伯様が激怒するから』

　俺からすれば別に誰が家を継いでも構わないと思うのだが、奥さんの血統への拘こだわりとか、貴族とは面倒な生き物である。

　陛下からも念入りに、エリーゼが産んだ最初の男の子を跡継ぎにと言われていた。

　だから、もし自分の子供を跡継ぎにしようと画策などすれば排除されるので、やめた方がいいとイーナに忠告しておいたのだ。

『兄は職が得られたから、喜んで新弟子に稽古をつけているわ』

　槍やりは剣に次ぐ戦場の華で、平民出身の兵からすれば剣にも勝るメインウェポンでもある。

　よって、意外と多くの兵士たちが空いた時間に稽古を受けていた。

　ここには戦争はないが、少しでもバウルブルクから離れると凶暴な野生動物がいるからだ。

　もう一方のルイーゼは、兄に魔闘流の指導を完全に任せてしまっているらしい。

『ボク、人に教えるのは下手だもの』

　導師からも天才扱いされたルイーゼであったが、彼女には天才ゆえの欠点があった。

　人に教えるのが、物凄く下手なのだ。

『そこでね、魔力を適当に腕に込めて拳をバ───ンと！』

　前世の某○人軍永久名誉監督も真っ青な指導を、導師に対しても平気で行うのだから。

『ふむ、なるほど！』

　ただ、導師も同種類の人間だったので、彼からするとルイーゼの指導はわかりやすかったらしい。

　飛躍的に格闘戦能力を上げていたのだから、本当に理解していたのであろう。俺は意味がわからず、最初に離脱している。

『しかし、さすがはアームストロング導師様と次期王宮筆頭魔導師の座を争っていたアルフレッド様のお屋敷』

　そして、いつの間にかうちの屋敷で寝泊まりするようになっていた暴風魔法使いのカタリーナであったが、彼女は師匠のことを知っていたようで、最初にその元屋敷を見た時、感嘆の声をあげた。

『師匠を知っているのか？』

『ヴェンデリンさんは、相変わらず他の魔法使いの知識が欠けておりますのね。アームストロング導師様と共に、唯二無双と言われた存在なのですが……』

　王宮筆頭魔導師の座を巡って争っていたというのが、当時の噂うわさであったそうだ。

　師匠に言わせると、王宮勤めまでいくと堅苦しすぎて嫌であったそうだが。

『生まれていなかったのに、よく知っているな』

『冒険者予備校では、過去の偉大な魔法使いから学んで魔法の種類を増やすという講義があるではないですか』

『何となく聞いたことがあるような……』

　まともな講師などこない、冒険者予備校独自の半ば丸投げともいえる講義であったはずだ。

　俺はすぐに王都在住となり、ブライヒブルクにある冒険者予備校は名前だけ在籍している状態だったのでその講義は受けていなかったし、魔法もブランタークさんや導師から指導を受けていたので、冒険者予備校ではほとんど教わっていなかった。

『羨うらやましい環境ですわね』

『今は、カタリーナも修練を受けているじゃない』

　現在彼女は、ブランタークさんと導師からたまに指導を受けていた。

　ブランタークさんに言わせると、『坊主にはちと劣るが、数十年に一度出るか出ないかの天才だぞ』と絶賛しているほどであった。

　ブライヒレーダー辺境伯家の家臣である彼からすれば、カタリーナは要確保の人材なのであろう。

　かなり親身になって魔法を教えているようだ。

『しかも、普段からその格好は凄いな』

『ヴェンデリンさん、貴族とは常に周囲から注目されるものなのです』

『かもしれないけど……』

　カタリーナは、ほぼ不可能と言われている状況から御家再興を目指しているせいもあって、自己主張とプライドが高い女である。

　当然魔法の鍛錬を怠っていないし、あのドレス風の装備やマントも、貴族の出であることを周囲にアピールするためのものであったので、屋敷の中でも常に同じ格好であった。

　あのドレス風の装備は予備が何枚か存在するらしく、使う素材を増やして制作費用をかけても、ドレス風のエレガントな装備に拘っている。

　これを滑稽という人もいるが、実は王都では面白いと思っている貴族もいるらしい。

　魔法の実力があるので、日本の安土・桃山時代風にいうと『傾かぶいている』と思われているからだ。

　知名度のアップには役に立っているわけだ。

　そのくせ、普段の生活は意外と質素である。

　必要な装備には金を惜しまなかったが、普段の生活では金をかけないで目的のために金をコツコツと貯ためているらしい。

　結局、食事の手伝いの様子から普段から料理をしていることがバレてしまい、エリーゼが纏まとめて弁当を作るからと言うまで、あの派手な格好で屋敷の台所で毎日弁当を作っていたのだから。

『鬼の霍かく乱らんか？』

　なお、カタリーナが料理をする光景を初めて目撃した時にエルは余計なことをほざき、風魔法で庭まで吹っ飛ばされた。

　この点だけを見ても、エルとカタリーナを夫婦にするのは難しいようだ。




「ヴェンデリンさんと共にいるのは、私の実家を改易した、憎っくきルックナー侯爵家への圧力ですわ」

　王都滞在時から、俺はルックナー侯爵家と懇意だと貴族たちに思われている。

　だが、弟の不祥事でその関係が薄れる可能性があると噂され、ルックナー財務卿は『頭がハゲそうだ』と周囲に漏らしているそうだ。

　加えて、過去に自分の父親が無実の罪で改易した家の孫娘が俺の家に居候しているのだ。

　彼からすれば、ストレスの元が増えたとしか思えないのであろう。

「えげつな！」

「大貴族の方が、よっぽどえげつないですわよ」

　大貴族がその気になれば、カタリーナの実家のような小貴族家など簡単に潰せてしまう。

　それを考えると、彼女は被害者なのであろう。

　家を再興するために、一人で舐められないように懸命に努力した結果、強気な言動が前に出ているようだ。

「あの魔道具の山の評価と分け前もあるか」

　大量に獲得した魔道具であるが、いまだに評価と分け前の比率が決まっていない。

　あれだけの成果をあげたのだから、カタリーナに爵位でもあげればいいのにと思ってしまうのだが、王国はまだそこまで柔軟な対応はできないようだ。

「御家再興には、まだまだ長い道のりが残っておりますわ」

「大変だなぁ」

　それは大変であったが、とりあえず今のカタリーナはうちでの生活に馴な染じんでいるようであった。





幕間一　不気味な存在







　俺の名前は、ヘルマン・フォン・ベンノ・バウマイスター。

　とある僻へき地ちの領地を継いだ新米貴族である。

　だが運がいいことに、その領地は僻地とはいえ、隣接している未開地の開発が大々的に始まっている。

　もう少しで、その元未開地であるバウマイスター伯爵領とも道が繋つながる予定であり、そうすれば外部との接触も増えて、以前は完全に孤立していた我が領も活気づくというものだ。

　だが、それまでの道のりは決して平へい坦たんではなかった。

　俺は元々次男であった。

　貴族家に生まれた次男など、長男の予備と相場が決まっている。

　部屋住みの居候扱いで、結婚も長男よりも遅くなるかできない奴も沢山いる。

　跡継ぎ長男に子供ができるまで、与えられた屋敷の部屋の中で人生が止まってしまうのだ。

　子供の頃はわからなかった。

　跡継ぎであった長男のクルトは、凡庸ではあったが決して悪人ではなかった。

　だが大きくなっていくと、次第に領地や家の状況がわかってくる。

　クルトは跡継ぎなので大切にされ、俺は扱いがかなり適当だった。

　親父に妾めかけがいることもあって弟や妹が次第に増えていくのだが、彼らの方がまだ扱いはマシなのかもしれない。

　本妻である母から生まれた弟たちは、どうせ家を継げないからと外に出る準備をしているし、妾であるレイラさんから生まれた弟や妹たちは、元から貴族扱いされていない。

　貴族「青い血」ではなく、庶民「赤い血」として名主になったり、その名主を補佐したり、妹たちは豪農にでも嫁げばいいのだから。

　俺は、クルトの予備として部屋住みだ。

　一応個室は与えられているが、俺には檻おりのない牢ろう屋やにしか見えなかった。

　別に親父やお袋が嫌いなわけではなく、貴族の決まりごとが大嫌いなだけであった。

　その鬱うっ憤ぷんを、俺は剣の稽古などで晴らすようになる。

　あとは、同じ農家の次男・三男などで結成された警備隊の訓練に集中することで忘れようとした。

　この警備隊は、普段は治安維持のために、有事には当然諸侯軍の中核となる。

　とはいっても、ここは他の土地から隔絶している田舎領地なので犯罪者など滅多に出ない。

　諸侯軍も、俺は行かなかったが以前に大損害を出した魔の森への遠征でもなければ、まず出番などないはずだ。

　それに警備隊の治安維持活動といっても、たまに酒を飲んだ領民同士の喧けん嘩かを止めに入ったり、激しい夫婦喧嘩を仲裁したり、この領地ではその程度のことでも警備隊が出動するのだ。

　何名かで駆けつけて、当事者同士を割って話を聞いてあげればそれで終わる仕事だ。

　あとは、畑に迷い込んだ猪いのししや熊の討伐くらいか。

　猟師たちと協力するのだが、警備隊が駆けつける前に猟師だけで倒したり、追い払ってしまっていることも多く、警備隊の仕事など大した量でもない。

　残りは、定期的に隊員を集めて訓練をするくらいだ。一応初代からの通達で決められた訓練時間というものが存在するが、隊員たちには普段仕事がある。

　それが守られたことなど一度もなかった。規定どおりに訓練を行うことで畑が放置されていたら意味がないわけで。

　領主である親父は税収を増やすためだと言って大規模な開墾を優先した。

　訓練よりも開墾が大切なので、俺もそちらをメインに手伝っていたほどだ。

『ヘルマン、今日の担当はあそこだ』

　親父に指定された場所の土を掘り起こし、邪魔な樹きを切り倒して、切り株を何人かで地面から引っこ抜く。

　大きな石や木片を取り除くのも、かなりの手間であった。

　だが今日担当している畑は、警備隊でよくやってくれているヘルゲが貰もらえることになっている。

　彼は三男で実家の畑を継げない。だから、この開墾を失敗させるわけにはいかないのだ。

『すいません、ヘルマン様』

『それは言いっこなしだ。お前がこの領地に残ってくれないと、今でもショボイ警備隊がもっとショボくなる』

『ヘルマン様、それは禁句でさぁ』

　俺たちは、開墾を手伝っている他の警備隊員たちと大笑いした。

　みんな次男以下で似たような境遇の者ばかり。ただ嘆くよりは自虐的でも笑ってしまった方が精神的に楽だからだ。

『お前は大金を税として納めているんだ。遠慮するな』

　今年で二十歳になるヘルゲは、こう見えてあの魔の森遠征の生き残りである。

　当時は成人したばかりの十五歳ではあったが、三男なので死んでも問題ないと思われて実家から推薦されたのだ。

　いや、厄介払いといった方が正解であろう。

　この手の問題に、貴族と農民の差などない。

　正直なところ、当時十八歳であった俺がよく出兵させられなかったなと思っていたほどなのだから。

　その代わりに、大叔父である従士長やその三人の息子たちは全滅していて、現在では分家との間に隙すき間ま風かぜが吹いている状態であった。

　分家に仕える従士たちや、男手が足らないので開墾を手伝っている女たちの目を見れば一目瞭りょう然ぜんだ。

　親父の指示には従っているが、たまに刺すような視線で親父やクルトを見ているのだから。

　俺もその対象になっているのだが、これについては仕方がないのかもしれない。

　大叔父たちの犠牲の下に、俺は今でも生きているのだから。

『あの金を持って、外に出るという選択肢もあったんだ。それを奪われた以上は、ヘルゲはちゃんと畑を持たないとな』

　ヘルゲは特に剣の腕が優れているわけでもないし、体も小さくて細い方だ。

　だが弓は上手い方で、それ以上に体が丈夫で持久力があり、そしてそれ以上に精神が強かった。

　年齢のせいで下っ端扱いであった彼は、遠征軍では伝令役を務めていた。

　建て前上は対等な立場であるはずの、バウマイスター家諸侯軍とブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍であったが、当然そんなわけがない。

　先代のブライヒレーダー辺境伯は大叔父たちを自分の家臣の家臣、陪臣扱いして、そのせいで両者の間に次第に大きな溝が広がっていく。

　大叔父は、バウマイスター家諸侯軍をブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍から少し離した。

　扱いの問題もあったのであろうが、もしかすると自分たちの末路をある程度予想していたのかもしれない。

　あの小勢で二十名以上が生き残ったのだから、間違いなく破綻に備えていたのであろう。

　ただ、犠牲を少なくして逃げるという選択肢はあり得なかった。

　ブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍が壊滅したのに、バウマイスター家諸侯軍にはあまり犠牲が出なかったでは、後々問題になってしまう可能性があったからだ。

　特に、うちが塩などの物資供給ルートをブライヒレーダー辺境伯家に握られている以上は、自分たちだけが逃げるわけにもいかない。

　だが、若い者はなるべく逃がしてやりたい。

　二十三名の生存者の全員が十五歳から二十代前半の若者ということは、大叔父は自分ができる範囲で最良の結果を残したのだ。

　己と息子たちの命をかけて。

　だが、親父の評価は辛しん辣らつであった。

『貴重な領民をむざむざと失って』と。

　ただ、親父には領主としての立場がある。

　戦力の八割を失った大叔父を、表面的には叱しっ責せきしなければいけないわけだ。

『確かに、親父の言うとおりだな。もう少し上手くやれなかったのか？』

　親父に続いて、兄のクルトも大叔父の批判をする。

　クルトは凡庸な男ではあったが、親父の言うことはよく聞いているので当然こういう発言になる。

　だがその一言で、俺はクルトの軍事的才能のなさに気がついた。

　同時に俺は、親父が一瞬だけ残念そうな表情をしていたのを見逃さなかった。

　親父は、きっとクルトに大叔父を褒めてもらいたかったのであろう。

　自分は領主なので、戦力の大半を失った大叔父を褒められない。

　だが跡取り息子が、できる限りの若者を戻した大叔父を褒めてくれれば、多少は分家の人間の怒りを緩和することができる。

　俺は聡そう明めいではなかったが、そのくらいは理解している。

　なのに、クルトはそれに気がつかなかった。

　親父は、内心ガッカリしたのであろう。

　俺は、そういうことは事前に打ち合わせをしておけとしか思えなかった。

『それよりも、戻ってきた者たちを労ねぎらってやらないと』

　出しゃばりとは思ったが、俺は戻ってきた者たちに対して親父が直接声をかけるべきだと進言した。

　何しろ、クルトにはそういう配慮を期待できないのだから。

　遠征軍のせいで人手が足りず、数名の領民を率いて領内を定期的に見回っているだけの俺であったが、率いている連中がミスをすればちゃんと正しく叱責する必要があるし、功績を挙げれば褒めなければいけないことくらいは知っている。

　彼らは、軍勢の八割が壊滅するほどの地獄から生き残ってきたのだ。

　親父がその労を労い、気持ちだけでも恩賞や休暇などを与える必要があった。

『確かに、それは必要だな』

　親父は、俺の意見に賛同した。

　そして実際にそれは行われたのだが、もしかするとその頃から俺を大叔父の分家に入れる構想を練っていたのかもしれない。

『休暇など必要ない。むしろ、あの地獄を忘れさせるために開墾などで働かせた方がいい』

　クルトはこんな感じであったが、彼の立場を考えるとその意見も間違っているわけではない。

　生き残った若者たちの全員が次男以下で、実家を継げる立場にはない。

　死んでも困らない者たちが運よく戻ってきたのだから、その労働力をすぐに生かすべきだと考えたのであろう。

　領地の発展のためには必要な決断なのであろうが、その発想は自分が長男であるという立場から出ている。

　理解はするが、俺は心情的に気に入らなかった。

　そして戻ってきた若者たちであるが、大半が精神的に参っていた。

　大叔父の留守中に、数名で警けい邏ら程度の活動ではあったが行い、軍を率いる勉強は必要だと思って親父の書斎で本を読んでいた。

　すると、その中に戦争精神病の記述があった。

　戦場であまりに酷ひどい目に遭うと、精神が病んで軍人としては使い物にならなくなるという精神の病気だ。

　生き残った者たちの話によると、魔物は大群で夜襲をかけてきたらしい。

　おかげで彼らは、夜の暗闇やそこで発生する音に異常なまでに怯おびえるようになってしまった。

　大叔父一家の男手が全滅したので、暫しばらくは俺が少数の警備隊を率いて警邏の真似事でもしなければいけない。

　実戦経験がある彼らに期待したのだが、そういう状況ならば彼らを誘うわけにはいかないであろう。

『俺は、大丈夫ですよ』

　だが、運よく数名の精神も頑丈な若者たちが警備隊に参加してくれることになった。

　その中でも格段に頑丈であったのが、先に紹介したヘルゲである。

　大叔父は、ブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍への伝令役にヘルゲを指名した。

　両軍の険悪な空気を少しでも払ふっ拭しょくするために、一番の若造を送ったというわけだ。

　そして、その試みは少し成功している。

　相変わらずブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍の幹部連中などは高圧的であったが、ヘルゲの親と同年代の兵士たちが、定期的に伝令で来るヘルゲを可愛かわいがってくれたのだそうだ。

『お前も災難だな。お上かみ同士の意地の張り合いに巻き込まれてよ』

『伝令をしていると馬の訓練になるから、俺は気にしないよ』

『お前はいい性格しているな。狩った魔物の肉を焼いたから、食べてから戻れよ』

『ありがとう』

『若い者は、遠慮しないで一杯食え』

　こんな感じで、下っ端の兵士たちに可愛がられたそうだ。

　そして、あの運命の日。

　ヘルゲが伝令としてブライヒレーダー辺境伯家諸侯軍の陣地へと赴くと、彼らはヘルゲにあるものを渡した。

『俺たちは多分生きて戻れない。坊主は意地でも生き残れ。これをやるから』

　何なのかはよくはわからなかったが、魔物の牙を数本貰ったのだという。

　そして、伝令役なので上手く馬を操って魔の森の外に逃げることに成功した。

　他の生き残りたちと共に、どうにかバウマイスター騎士爵領へと辿たどり着いたわけなのだが、それから彼を胸むな糞くそ悪い事態が襲う。

　せっかく生き残ったヘルゲを含む彼らに対し、親父は税金を徴収したのだ。

　魔の森に入った際に狩りを行い、それにブライヒレーダー辺境伯が報酬を出していたので、彼らは小銭持ちになっていたからだ。

『親父、さすがにそれはまずいだろう』

『お前の言うとおりかもしれないが、それでも法は法だ』

　ただ、恩賞もあるので実質は差し引きゼロではあった。

『それに、彼らはほとんどその金を手元には置けまい……』

　確かに親父の言うとおりだ。

　親父もそれがわかっていたからこそ、決まりどおりに税をかけたのかもしれない。

　生き残り組は全員が次男以下、実家での扱いはご察しのとおりで、命をかけて稼いだ金の大半を家族に奪われてしまう。

　特にヘルゲは、貰った魔物の牙が高価な薬の材料になるとかで、直後に来た商隊の連中が金板二枚二十万セントで買い取っていった。

　なのに、ヘルゲが親から貰えた金額はわずか千セント。

　彼が命をかけて稼いだ金を、実家は徹底的に搾取したのだ。

『（本当に、胸糞が悪くなる話だ）』

　とはいえ、これが地方の農村の現実だ。

　家の存続こそが大事なので、次男以下などジュースを搾る山ブドウくらいにしか思っていないのだから。

　最近、商隊についてバウマイスター騎士爵領を出る若者がチラホラと増えているが、その気持ちは俺でも理解できる。

　親父も、それがよくないことだとは思っている。

　だが、あまりに厳しい取り締まりは領内の統治を不安定にする。

　こんな孤立した領地で内乱などあれば、バウマイスター騎士爵領は致命的な損害を受けるわけで、開墾の奨励は次男以下の独り立ちをなるべく推進しようとしてやっているのであろう。

　その親父の配慮に、長男であるクルトが気がついているとは思えなかったが。

　彼からすれば、耕地が増えれば税収が増える程度の認識なのであろう。

『ヘルマン、お前は分家に婿に入るのだ』

　親父からその話を聞いた時、俺は『今よりはマシかな？』程度の認識しかなかった。

　大規模開墾がひと段落し、ようやくクルトの嫁が決まった頃。

　俺は分家に婿入りして、従士長の職を継ぐのだと親父から言われたのだ。

　遠征の失敗で、バウマイスター家諸侯軍の兵力はいまだに回復していない。

　有事の際に男子全員で戦うのは義務であったが、ある程度訓練を続けている兼業兵士も必要だ。

　ところがそれが可能なのは、俺が書斎の本などを見ながら苦労して訓練した、次男以下の二十名ばかり。

　数少ない収穫は、ヘルゲが経験を積んで俺の片腕になってくれたことくらいだ。

　開墾されたばかりの畑の農作業と合わせて苦労させているのが心苦しいが、今の俺には彼を遇する方法がない。

　同年代の職人や豪農の跡取りたちなどを取り巻きにして、安定した地位を築いているクルトには必要のない苦労なのであろう。

　しかも、クルトは俺の軍事的な才能に嫉しっ妬としているのだそうだ。

　その話を聞いた時に、俺はあまりにバカバカしくて笑ってしまったほどだ。

　確かに、俺はこの領内では一番の剣の使い手であったし、弓も猟師組に負けるとは思っていない。

　ある程度の警備隊や自警団くらいなら、親父やクルトよりも上手く指揮することができるであろう。

　だが、それが何だというのだ。

　こんな田舎の孤立した領地で一番だからといって、外に出れば俺より才能がある奴など星の数ほど存在するはず。

　クルトの嫉妬など、俺からすれば言いがかり以外の何物でもなかった。

　その後、俺への嫉妬は分家への婿入りと同時に消えることとなった。

　競争相手が分家当主になったので、安心したのであろう。

　本当に、お気楽な次期当主様である。

　俺なんて、分家では針の筵むしろだというのに。

　分家への婿入りは、大叔父の直系の孫娘であるマルレーネが成人するまで待っていたので遅れてしまったという事情があった。

　実際に婿入りすると、嫁のマルレーネの態度にも困惑した。

　分家の人間からすれば、大叔父たちは本家が分家を乗っ取るための策で殺されたようなものだという認識らしい。

　親父が何を考えていたのかは知らないが、せめて俺だけでも出兵させればよかったのだ。

　マルレーネは見た目は可愛らしかったし、結婚できたので文句はないと言いたかったのだが。

　初夜で、『子供を作るためだから仕方なく』という態度を取られるとさすがに困ってしまう。

　食事の時などでも、俺は明らかに招かれざる客という扱い。

　さすがに精神的に参ってしまいそうになるが、それを救ったのははるか年下の俺の弟であった。

　俺には兄弟が多い。

　本妻である母が産んだ子供だけでも、三男のパウル、四男のヘルムート、五男のエーリッヒ。

　そして、一番年下の八男であるヴェンデリンだ。

　彼らは、どうせ家は継げないのだと王都に出るべくその準備に日々奔走していた。

　万が一に備え、クルトの予備としての十代を過ごした俺からすれば羨うらやましい限りだ。

『その代わりに、自己責任だぜ』

　パウルなどはそう言うのだが、それでも外に出られるのは羨ましかった。

　貴族になど未練はないし、どうせ分家の当主になった時点でもう貴族ではない。

　できればパウルたちのように外の世界に出て、冒険者などをやってみたいと夢見ることが今でもあるのだ。

『僕は出ていかざるを得ないのですよ。正直なところ、この故郷に未練はありませんけど』

　跡を継げるのに、クルトは新しい嫉妬の対象を見つけていた。

　五男のエーリッヒであった。

　こいつは、バウマイスター家に生まれてきたこと自体が間違っているとしか思えない男であった。

　優れた容姿に、俺でも敵かなわない弓の腕前に、抜群に優れた頭脳と。

　当然、領民たちからの人気は高かった。

　自然と、次期当主に相応ふさわしいと思われるようになる。

　この領地が他の領主と交渉を行うとは思わないが、領主はその領地の顔なので容姿に優れていた方がいいからだ。

　能力でもエーリッヒは、クルトなど何人いても敵わないであろう。

　クルトが嫉妬するのも当然であったが、それはエーリッヒが将来領地を出ていくと明言したことで消えてしまう。

　そして最後に、さらにとんでもない弟が現れる。

　八男のヴェンデリンだ。

　最初はこの子も、三歳頃から書斎で本などを読んでいて、エーリッヒと似たようなタイプだと思っていた。

　ところが、次第に魔法の才能を見せることになる。

　こんな僻地の領地で魔法の才能を持つ子供が出るなんて、奇跡に近い。

　親父はすぐに対策を打った。

　完全に放任してしまったのだ。

　なるべく領地に貢献させないようにして、とはいっても食肉供給などでは圧倒的に貢献してくれたし、俺もその恩恵を受けた。

　実家にいた頃は、よくホロホロ鳥の肉を食べさせてもらったものだ。

　親父がヴェンデリンに行動の自由を与えると、彼は魔法の特訓なのであろう。朝から日が暮れるまで、時にはどこかで外泊してまで魔法の鍛錬に集中するようになった。

　当然、またクルトは嫉妬の炎を燃え上がらせるのだが、俺からすればそんな暇があったら勉強でもしろと言いたくなる。

　そして肝心のヴェンデリンであったが、こいつはいい性格をしていると思う。

　クルトなど眼中になく、自立のために好き勝手にやっていたのだから。

『（ヴェンデリンを見ていたら、バカらしくなったな）』

　親父やクルトの意向に従って婿入りをしたら、嫁にまで隔意を抱かれる。

　そんな生活が嫌になったのだ。

　確かに俺は本家の次男だが、もう元次男になった。

　今は分家の当主で、家臣として親父やクルトのために働く必要はあるが、他のことで従う必要などないのだと。

　そう決意した日から数日後、俺はとある会合に出席していた。

　この会合は、初期移民者が集まっている本村落において、彼らの意見を聞くというものであった。

　重要な支持基盤なので、彼らに気を使っているわけだ。

　ただ、こんなことが常に行われていれば、当然他村落の連中は面白くない。

　将来的には解決する必要があったが、今は俺は分家の当主としてその利益を代弁する立場にある。

『いい加減、労役の軽減を頼みたいのだが』

　そうでなくても、分家は男手が少ないのだ。

　そのために、分家の女たちは開墾作業の手伝いまでしていた。

　分家にも従士は数名いるが、彼らも普段は農民として忙しい日々を送っている。

　こちらを手伝わせるには限界があった。

『そのために、ヘルマンという男手を送ったのだがな』

『俺一人では限界があるだろう』

　やはり、クルトは俺など子分の一人くらいにしか思っていないのであろう。

　その子分を分家に送り込んだのだから、利用しない手はないくらいにしか思っていない。

　なるほど、冷静に分析すると、バウマイスター騎士爵領における本村落優先の安定統治など砂上の楼閣でしかないのだ。

　親父や名主のクラウスは危機感を抱いているが、革新的な解決策などは見み出いだせていないし、クルトはその危機にすら気がついていない。

『（ある意味、羨ましいか……）労役のせいで、ハチミツ酒の製造量が減っている』

　分家の生業なりわいに、伝統的な養蜂技術とそれを用いたハチミツ酒の製造がある。

　ところが、極端な人手不足に労役の増加が拍車をかけて、その生産量は落ちていた。

『あと、いい加減にハチミツ酒の代金を払ってほしいのだが』

　この領地では、酒は貴重品である。

　麦の生産は増えていたが、それを酒にすると親父が渋い顔をするのでせいぜいで自家製のエールを少量作るくらい。

　なので、分家が作るハチミツ酒を徴収して領民に配っていたのだが、その代金をツケにして支払いを滞らせていたのだから性た質ちが悪い。

　それは、俺の立場が針の筵になるわけだ。

『そのうちに払う』

『そうか。では、支払いが済むまではハチミツ酒の供給は停止する。ちょうど人手も足りないことだしな。あと、今まで溜ためていたツケの清算も頼む』

『ヘルマン！』

　なぜかクルトが激怒した。

　分家如ごときが本家に要求など、度し難い傲ごう慢まんだと思っているのであろう。

　俺を何だと思っているんだ。

　親父やクルトには、この領地を安定的に治める義務があるのであろうが、そのために何をしてもいいというわけではない。

　いくら男手がないからといって、分家に無茶ばかりさせれば、それは反本家にもなろうというものだ。

『（俺を生いけ贄にえにでもしたつもりか！）』

　段々と、俺の心の中で怒りが湧いてくる。

　バウマイスター家の兄弟の中で、なぜ俺だけがこんな目に遭うのだと。

　それは貴族にはなれないかもしれないが、俺はパウルやヘルムートやエーリッヒが羨ましかった。

　外の世界で、こんなクソみたいな田舎領地の柵しがらみにとらわれないで生きていけるのだから。

　次に浮かんできたのは、相続争いを防ぐために自由行動を許され、それなのに領民たちには怠け者の八男だと伝えられているヴェンデリンの姿であった。

　まだ幼いのに、ヴェンデリンは自分の思うままに行動している。

　魔法の才能があるからだが、周囲からどう思われ噂うわさされようと、本当に自由に生きているのだ。

　毎朝早くに出かけ、夕方に戻ってくるヴェンデリンの顔には憂いや迷いなど一切ないように思える。

　俺は、彼とはあまり話したことがない。

　元々年齢が離れていたのと、今の俺が分家当主の立場なので、話をしただけでクルトが神経を尖とがらせるであろうからだ。

　俺とヴェンデリンが組んで、クルトの地位を奪う。

　妄想の類たぐいではあるが、クルトの猜さい疑ぎ心しんが強ければ信じてしまう可能性もあった。

『とにかく、先の条件を呑のんでもらう』

　俺もヴェンデリンほどではないにしても、己の道を歩むべきであろう。

　もう親父やクルトは他よ所その家の人間であり、俺は分家の当主なのだと。

　ならば、分家の利益を一番に考えないといけないのだ。

『開墾はひと段落ついた。溜まっていたツケは支払う』

『親父！』

『こちらが、開墾事業の関係で迷惑をかけたのだ。払って当然であろう』

　結局、親父はそういう理由で支払いをツケにしていたらしい。

　今の分家の人間たちからすれば、もう親父すら信用に値しないのであろうが。

　そしてクルトは、支払いなどしなくてもいいと考えたらしい。

　思うに、クルトは貴族とは沢山金があれば何とかなると思っているのであろう。

　だが、それで分家を敵に回してどうしようというのであろうか？

『（今は、親父・クルトのコンビで何とか本村落の保守派を押さえて領地は治まっているが……）』

　魔の森遠征に端を発した分家との確執に、本村落でも若い層による保守層の年寄りへの反発。

　残り二つの村落などは、親父やクルトが領主なので仕方なしに従っているレベルであった。

　成立から百年ほどで、この領地はガタガタになっていたのだ。

『（何か針の一刺しで、この領地は破裂するかもな）』

　そしてそれは、親父とクルトがこの領地の支配者から転落するということだ。

『（俺の妄想かもしれないがな……）』

　この会合以降、ようやく俺は分家の人間に認められたらしい。

　妻が妻らしくなったので、これも怪け我がの功名であろう。

　クルトの顔が渋くなったが、どうせあいつは俺に腕っ節では勝てないのだから。




　そして数年の年月が流れたが、あとの流れはもう何度も説明されたとおりだ。

　親父が引退してこのバウマイスター騎士爵領の当主が俺になり、パウルも領地を分与され、最後にヴェンデリンが未開地の大半を分与されて伯爵になった。

　クルトのことは、もう話さない方がいいであろう。

　あいつは、外部との関係が開かれたバウマイスター騎士爵領の未来についていけずに自爆した。

　まあ、そういうことだ。




「あの……ヘルマン様」

「あのな、今の時点では何もできないぞ、ユルゲン」

　俺が新領主となって一番変わった点は、本村落の名主であるクラウス以外との会話や交渉が増えたことだな。

　色々あって、現在バウマイスター騎士爵領の村落は五つに増えている。

　新しくできた村の名主は、その村の住民たちで決めた人物だ。

　俺を領主として認めてくれているが、やはり今までどおりにはいかない。

　本村落の優先廃止、クラウスが独占していた徴税業務の廃止、全村落の有力者を集めた会合の開催など、色々と抵抗がありそうな新しい決まり事を実行しないといけないのだ。

　クラウス嫌いで有名なユルゲンはそれらの意見に賛成であり、最近では屋敷に日参している。

　クラウスが一日でも早く、五人いる名主の一人という立場に転落するのを心待ちにしているのであろう。

　他の名主たちも同じ意見であったが、それでもまったく平等というわけにもいかない。

　クラウスの娘レイラさんは、親父の妾であり、その子たちは俺の異母弟妹たちだからな。

　まだ領主としての立場が弱い俺からすれば、最低でも敵に回すわけにはいかないのだ。

　ところが、最近のクラウスは不気味だ。

　親父と腹を割って話し合ってからというもの、物もの凄すごく大人しい。

　名主としての仕事に手抜きはないが、どこかやる気がないというか。

　レイラさんもここに残っているというのにな。

　親父のやつ、パウルに気を使ったのかは知らないが、レイラさんを連れていかなかった。

　やっぱりレイラさんにとっても単なる政略結婚で、親父よりも子供たち優先なのかね？

　その異母弟妹たちも、クラウスの補佐とヴェンデリンが残した商店の経営を黙々と真面目にこなしている。

　別に、自分たちだけ利益を得ようと、物凄くボッタクリをしているわけでもない。

　まあ、この程度の優遇は、半分でも血を分けた弟妹なのだし必要だよな。

　何しろ、彼らを貴族にするわけにはいかないのだから。

　そんな感じで統治は順調なわけだが、なぜかユルゲンたちは大人しいクラウスを不気味に感じているらしい。

「何かを企たくらんでいるのでは？」

「そんな憶測だけで、クラウスを呼びつけて問い質ただすのか？」

　クラウスが胡う散さん臭いのは昔からだし、ユルゲンも彼が嫌いなのはわかるが、それだけで彼の行動に掣せい肘ちゅうを加えるわけにもいかない。

「徴税の帳簿も、商店の決算書も見たんだろう？」

「はい」

　親父の隠居と引っ越しでクラウスの立場が弱ったと感じたユルゲンたちは、まずクラウスが税の着服でもしていないかと念入りに帳簿のチェックを行った。

　結果は、完全なシロだったけど。

　俺もクラウスは胡散臭いと思うが、奴はその程度の底が浅い悪事になど手を染めないと俺は思うのだ。

「しかし、クラウスの奴は！」

「気持ちはわからんでもないがな……」

　ユルゲンたちの話を聞き終わると、早速そのクラウスと家族たちの様子を見にいくことにする。

　とはいっても、別に彼らに隔意があるわけではない。

　クラウスたちは仕事をしていて、その様子を俺が見にいくだけだ。

　領主がよく行う視察というわけだ。

「これは、ヘルマン様」

　屋敷を出て本村落を回るが、わずかな期間でよくもここまで整備されたものだ。

　田畑が四角く整備されて農作業がしやすくなり、邪魔な巨石や巨木、小山や丘が平らになって耕作面積が増えた。

　家の移動も行われて、畑への無駄な移動時間が解消された領民も多い。

　その代わりに少し人口が減って、未開地側の新村落に引っ越した者も多い。

　今まで耕作面積の広さや、畑へのアクセスで有利だった本村落が、ヴェルの魔法のせいで他村落と同じ条件になってしまった。

　それを嘆いている老人も多く、彼らはクラウスに色々と文句を言ったらしい。

　もっとも、クラウスはそれを時代の流れとバッサリ切り捨ててしまったそうだが。

　クラウスが裏で何かを企んでいると思っている者も多いが、俺はうがちすぎだと思ってしまうんだ。

　本村落の畑で、俺の異母弟であるヴァルターが若い領民と何かを打ち合わせしていた。

　大した用事でもないようで、すぐに俺に気がついて話しかけてくる。

「お館やかた様、じきにお屋敷も移転ですね」

「そうだな」

　領地が広がったので屋敷の位置が領地の中心ではなくなっていたし、ヴェルとブランタークさんの勧めでハチミツ酒の特産品化と増産も行いたいんだが、ここだと場所が足りないんだよな。

　もうすぐ引っ越す予定なのを、ヴァルターは知っているのであろう。

「これも時代の流れだな」

「そうですね」

　クラウスの孫だからといって、ヴァルターに不審な点などない。クラウスの代わりに、真面目に名主の補佐業務をしているのだから。

「ヴァルター、カールは商店の方か？」

「いえ、新村落建設予定地の測量です。じい様も一緒ですよ」

「そうか、危なくないのか？」

　今はヴェンデリンがいないからな。土塁でもなければ野生動物に襲われそうな気もするが。

「手伝いの連中がいるんですよ」

「あの冒険者連中か？」

　ハチミツ酒以外に特産品がないような気もするバウマイスター騎士爵領であったが、最近冒険者たちが様子を見にきている。

　これも外部との交流が始まった証拠だ。彼らは、リーグ大山脈でワイバーンや飛竜を効率よく狩れないか視察に来たらしい。

　クラウスに相手を任せているが、クラウスの奴、上手く利用しているんだな。

　竜を狩る冒険者たちなら、未開地の野生動物くらい大丈夫というわけだ。

「邪魔をしてすまなかったな。商店を覗のぞいたあと行ってみる」




「これは、お館様」

　未開地との境目にある商店に入ると、中では三人の女性と二人の男性が何か作業をしていた。

　女性はこの領地に残ったレイラさんと、俺の異母妹たちであるアグネスとコローナ、男性二人はその夫であるノルベルトとライナーであった。

「お館様、今は棚卸の最中なのです」

　レイラさんも手伝って、五人で棚卸の途中だそうだ。

　しかし、このレイラさんは綺き麗れいだよな。親父も政略結婚とはいえ役得だったと思う。

　レイラさんは婚約者の死などで翻ほん弄ろうされた人生だったと思うけど、今は息子や娘と一緒だから幸せなのかな？

　親父は見事に捨てられたというか、レイラさんからすれば妾になったこと自体義務だと思っているのだろうな。

　もしついていくと言われても、お袋が嫌な顔をしそうだから正直助かったけど。

「父でしたら、新しい村落の建設予定地にいると思います」

「やっぱりそうか。ヴァルターが言っていたとおりだな」

　商店を出て未開地側にできた新村落をさらに南下して、新しい村落の建設予定地へと向かう。

　野生動物に襲われる心配があるので、護衛としてヘルゲたちがついてきた。

　俺も、気楽に一人で出歩けない身分になったのか。

　現地に到着すると、クラウスはカールと一緒に地面に杭くいを打ち、そこに紐ひもを結んでいた。

　ここは家で、ここは田んぼと畑でと、ヴェルが作業をしやすいように準備をしているのだ。

「お館様、ご視察ですか？」

「ああ、時間が空いたからな」

　俺が領主になってからのクラウスは大人しい。何か妙なことを企んではいないと思う。

　確認のしようもないが、本村落の名主としての仕事もこなし、新しい村落の名主たちにも丁寧に仕事を教えていた。

　新規組は、以前のクラウスを知らないので彼を優しい人だと思っているが、前からここにいる古い名主たちは、クラウスが何か企んでいないかとまだ疑っている。

『このままバウマイスター領の発展を見ながら、私は老いて死んでいくのでしょうな』

　この発言を半分が信じていて、半分が信じていないわけだ。

「護衛か？」

「竜専門の冒険者の方々ですよ。バウマイスター騎士爵領を拠点に活動できるのかどうか、色々と見て回っているそうです。私にお話があるそうですが、今日は測量で忙しいと言ったら護衛をしてくださるそうで」

　俺が周囲にいる冒険者たちを見ると、彼らは会釈をしてくる。

「礼儀正しいんだな」

「竜討伐専門の冒険者は、他の冒険者と少し勝手が違うそうですよ」

　竜を一人で倒せる人など少ない。ヴェルとか、ブランタークさんとか、導師様くらいだな。

　他の冒険者たちはパーティを作り、綿密な戦術の下、チームワークを生かして竜を狩るそうだ。

　我が強すぎるような奴には、向かないというわけだ。

「上手く勧誘できれば、バウマイスター騎士爵領の発展に繋がるか？」

「はい、ヴェンデリン様に頼るばかりでなく、独自の開発案も必要でしょう」

「そうだな」

　クラウスの言うとおりだと思った俺は、この仕事にも取りかからないとなと思いながら屋敷に戻る。

　分家に婿入りするために本家を出た俺が、またこの屋敷に戻るとは……人生何があるかわからないな。

　そんなことを考えながら書斎に入ると、そこには珍しく妻であるマルレーネの姿があった。

「読書か？」

「今日は違うわよ」

　今日はって、マルレーネはそんなに読書は好きじゃないはずだけどな。俺もそうだから、似た者夫婦かもしれないけど。

「ねえ、クラウスは大丈夫なの？」

「お前もか」

　クラウスを疑っている従来の領民たちは多いな。彼は謀略家だから、今は大人しく見えても何か善からぬことをしようと思っていると。俺もまったく疑っていないわけでもないから、人のことは言えないのだけど。

「ヴェルと組んで、バウマイスター騎士爵領の乗っ取りを考えているとか？」

「そんなわけないでしょう」

　あんなに広大な領地の開発と統治に責任があるのだから、比較すると猫の額レベルのバウマイスター騎士爵領に野心なんてあるわけないか。

　もしそのつもりなら、とっくにこの領地はヴェルのものになっているはず。

「あの子、そういう性格には見えないけど」

　ヴェルは泰然としているようで、お人好しの部分もあるからな。

「バウマイスター伯爵様は関係なくて、それでもクラウスは怪しいのよ」

　漠然と怪しいと思っているが、別に証拠はない。マルレーネも俺と同じじゃないか。

「余よ所そ者とつるんでいるし」

「あの連中は仕事でここに来ているんだぜ。それと、その発言は外で言うなよ」

　クルトじゃあるまいし、余所者とか言っていると新しい領民たちとの諍いさかいになってしまう。

　マルレーネは領主夫人なのだから、その辺の発言には注意してもらわないと。

　冒険者たちも、今日は実務協議責任者であるクラウスの仕事に付き合っているが、他はちゃんとリーグ大山脈で調査をしていると言っていた。

　今のところ、怪しい部分はないんだよな。

「気にしすぎじゃないか？」

　マルレーネを宥なだめた俺であったが、翌日以降も特に不審な点はない。

　クラウスは息子たちを連れて仕事をしているし、冒険者たちも調査を続けている。

「そうでした、お館様」

　ただ、その日の夕方に突然クラウスから声をかけられた。

「新しい村落建設予定地の測量と区割りは終わりました。ヴェンデリン様はいつ来られるのでしょうか？」

　相変わらず、クラウスの仕事は早い。実は測量などもできることが判明したが、今まではそれを使う機会がなかったのだろうな。

「もしお越しになられる日がわかれば、なるべく早めに教えていただきたいのです」

「わかった、そうするよ」

　多少なりとも、打ち合わせとかもあるからな。もっとも、ヴェルはクラウスが苦手だから、なるべく会わないようにしているようだけど。

「お忙しい中をお越しいただくのですから、粗相があってはいけません」

　クラウスが妙なことをしなければ問題ない。などと心の中で思ったが、俺はそれを表情と口に出さないよう気をつけた。

「また新村落が開発されますな」

　クラウスが嬉うれしそうに笑うが、俺はなぜか心の奥底に何かが引っかかったような感覚を覚えてしまう。

　だが、ヴェルがバウマイスター騎士爵領に来る日まで、俺はその原因を突き止められなかった。





第五話　ヴァイゲル家再興







「爵位と領地を取り上げられた貴族家を復活させる方法ですか？」

「そう」

「カタリーナ嬢のことですな？」

「ローデリヒにはお見通しか」

　出会った当初は、その言動のせいで悪印象の方が強かったカタリーナであったが、彼女はなかなか優秀な魔法使いであったし、付き合ってみるとそう悪い奴でもなかった。

　ならば、彼女を囲い込んで使わない手はない。

　何しろ俺は広大な領地に責任を持つ貴族ではあるが、普通の人と同じく、できれば楽をしたいと思ってしまうのだから。よりよい人生を送るために、味方が多いに越したことはない。

　そしてそんな彼女に恩を売る方法であったが、それは一つしかない。

　ヴァイゲル家の領地と爵位を復活させてあげるのだ。

　女性が貴族になるのはほぼ不可能なので、彼女が納得する方法を探らなければいけない。

　一番いいのは、彼女の産んだ子供が爵位と領地を継承可能なようにすることであろう。

「しかし、それを拙者に聞きますか？」

　バウマイスター伯爵家の友好貴族が増えるかどうかの瀬戸際だから筆頭家臣であるローデリヒに聞いているのだが、彼の表情は暗い。

　なぜなら、来週にはお見合いの会が開かれる予定だからだ。

　しかもこのお見合いの会は、かなり大規模になることが決まっている。

　エルも参加するし、うちに仕官した若い連中で嫁がいない者は強制参加となった。

　ローデリヒにと、貴族たちも気合を入れて千枚以上の見合い写真を送ったのに、その大半が無駄になるのもどうかと思い、彼らに『うちの若い連中でも構わない人は？』と聞いたところ、ほぼ全員が了承をしたというわけだ。

　いつの間にか形成されていたバウマイスター伯爵家の家臣団であったが、幹部クラスに閣僚の子弟が交じっており、実家の得意分野を生かした仕事をしていた。

　あの導師の子供であるコルネリウスも、警備隊の幹部になっている。

　その仕事ぶりは優秀であったが、彼らは三男以下の余り者が多かったのでまだ独身の者が多く、これから忙しくなる点も踏まえて、大お見合い会が開かれることになったのだ。

　我ながらナイスアイデアだと思うのだが、自分のお見合いの会の準備を進めるローデリヒには、どこか納得がいかない部分があるのであろう。

「どうだろう？　ローデリヒが嫁に貰もらって、産んだ子を貴族にするというのは？」

「なぜ、拙者なのです？　エルヴィンでも構わないではないですか」

　結局紆う余よ曲きょく折せつの末に、次期ルックナー男爵家当主の父になることが確定しているローデリヒなので、カタリーナと子供を作ってその子を貴族にしても何の問題もないわけだ。

　しかし、ローデリヒはこれ以上の難儀を背負いたくないらしい。

　エルに押し付けようとしていた。

「エルはなぁ……」

　いい奴なのだが、ブランタークさんのせいで女遊びを覚えてしまったのがよくなかった。

　カタリーナがその辺に敏感で、エルと距離を置いてしまっているのだ。

　パーティを組む仲間としてはアリだが、旦だん那なとしては嫌ということらしい。

「あの跳ねっ返り、案外ウブなのですな」

　確かに、荒くれが多い冒険者の中でトップクラスの実績をあげ、その分け前を奪おうとする寄生虫やヤクザのような連中を自力で排除してきた割には、あまり男性に免疫がないようなのだ。

「この前もなぁ……」

　早朝にエルと弓の鍛錬をしたあと、暑かったので上半身裸になって中庭で涼んでいたら、同じく魔法の鍛錬をしていたカタリーナから苦情を言われてしまったのだ。

『ヴェンデリンさん！　貴族ともあろう者が、外で裸になるなど！』

『上半身だけだから問題ないだろう』

『上半身だけでも、駄目に決まっているではありませんか！』

　口調はいつものままであったが、カタリーナは俺とエルの上半身を見ながら顔を真っ赤に染めていた。

　要するに、そういう免疫があまりないのであろう。

　別に素っ裸でもないのに、大げさだと俺は思ってしまう。




「エルは難しいと思うな」

「なら、お館やかた様でよろしいではないですか」

「俺？」

「はい。ちょうど、条件にも合致しておりますし」

　元々超一流の冒険者なので、俺の狩りについてこれる。

　カタリーナからしても、俺との間に子を作ってヴァイゲル家の当主にした方が王宮での工作が上手くいく。

　お互いに利益があると、ローデリヒは言うのだ。

　元平成日本人から言わせてもらうと少しドライな感覚のようにも感じるが、この世界ではそう間違った判断基準とも言えなかった。

　結婚とは家同士の繋つながりで、本人たちの相性とかは二の次であったからだ。

　恋愛至上主義も悪くはないと思うが、それも理由で日本は婚姻率や少子化が問題になっているのかもしれないし。

　とにかく、この世界で経済的な理由以外で独身を貫くのは難しいわけだ。

　カタリーナも覚悟を決めないと駄目だと、ローデリヒは語った。

「ヴァイゲル家を準一族扱いにして、バウマイスター伯爵家の陣容を厚くする必要がありますな」

　ローデリヒは筆頭家臣なので、急速に大規模化したバウマイスター伯爵家の安定化は急ぎ取り組みたい課題のようだ。

　俺の死後、次世代以降もバウマイスター伯爵家は続く……続かないといけないのだから。

「しかし、それは本人の意志とかもあるでしょうに」

「とは申せ、一度腹を割って話し合う必要がありますぞ。ところで、その頬ほおに残った跡は消せないのですか？」

「う───ん、なぜかエリーゼに拒否されてな。俺が自分で治療するのも駄目だそうだ」

　実は今日の早朝、いつも日課にしている魔法の訓練を終えてから汗でも流そうと風呂場に入ると、そこには先に訓練を終えて風呂に入っていたカタリーナの姿があった。

　しかも彼女、洗面所の鏡の前で素っ裸で何やらポーズを取っていたのだ。

『最近、ヴェンデリンさんの屋敷で出る食事が美お味いしいので、太ったような……』

『そうかな？　俺はそうは思わないけど』

『えっ？』

　ここで、すぐに返答をした俺がバカだったのであろう。

　自分だけしかいないはずの風呂場の洗面所で俺と顔を合わせてしまったカタリーナは、不用意に入ってしまった俺と数秒間見つめ合ってしまい、双方の間に奇妙な空気が流れる。

『ヴェンデリンさん？』

『男は、女の多少の体重の増減には気がつかないから』

『……』

『女性と男性の理想体型の差もある。あまり痩せすぎると、男はかえって魅力を感じないぞ』

　ガリガリの女性だと、男性からすると魅力半減だものな。

　むしろ、多少太めが好きな男性は一定数いるのだから。

『ヴェンデリンさん？』

『じゃあ、俺はこれで。参考にしてくれよ』

　どうやら、俺は風呂場の入り口にかけられた『入浴中』の札を見落としていたらしい。

　実はたまにやるのだが、エルは男だから何の問題もないし、他の女性陣の時もそうであった。

『ヴェル、実はわざとやってない？　別に私は構わないけど……』

『大変だぁ。ボクの裸に欲情したヴェルに襲われるぅ───。って、ノリが悪いなぁ』

『ヴェンデリン様、こういうことは正式に式を挙げてからにした方が』

『ヴェル様、一緒に入ろう』

　四人は婚約者なのでまったく問題にならなかったのだが、やはりカタリーナでは誤魔化しが利かなかったようだ。

『ヴェンデリンさん……』

『悪い、ちょっとしたミス』

『嫁入り前の乙女の肌を見て、それで済ますつもりですか！』

　カタリーナも空気を読んで魔法は飛び出さなかったが、彼女のビンタを思いっきり食らってしまう。その気になればかわせたと思うが、それをしてはいけないような気がして回避行動を放棄してしまったのだ。

「何と言いますか……お館様も運がいいのか悪いのか……」

　同じ男であるローデリヒの感想はそんなものであった。

　ビンタは不幸だが、いいものは見れたのだからということであろう。

　貴族にビンタなどして不敬だから処罰という話も不可能ではなかったが、それをすると俺の覗のぞき行為がバレてしまう。

　公表すれば、間違いなく世間で赤っ恥をかくのは俺になるであろう。

「しかも、カタリーナが意外となぁ……」

　俺に盛大にビンタをかましたあとは、柄にもなくエリーゼに縋すがりついて泣いていたのだから。

『私、もうお嫁に行けませんわ！』

『そういうキャラじゃないと……すいません……何でもないです……』

　少し裸を見られたくらいで嫁に行けないのなら、日本で結婚できる女などほとんどいなくなってしまう。

　というか、こんな女が創作物以外で実在するのが驚きだと俺は思ってしまったのだが、エリーゼはカタリーナの味方であった。

　この世界の女性は、身分が高いほど貞操観念が高い。

　なので、恋人や妻でもないカタリーナの裸を見た俺は悪い男になるのだそうだ。












『ヴェンデリン様、今日一日はお顔はそのままにしていてください』

『さすがに、そのままは……』

　家臣たちの手前もあるし、なるべく早く消したいのだが……。

『ヴェンデリン様には、反省をしていただきます。よろしいですね？』

『はい……』

　珍しくエリーゼから強く言われてしまい、俺は頬に付いたモミジの治療を今日はしないことを約束させられてしまう。

　こういう部分も、エリーゼが俺の正妻に選ばれた理由なのかもしれなかった。

『駄目よ、ヴェル。エリーゼが強く言う時は特別なんだから』

　イーナも俺の味方になってくれなかった。

　普段は俺を立てる古風な女性なのに、今は泣き縋るカタリーナを慰めつつ、冷静に俺に制裁を下している。

『私たちなら問題ないけど、カタリーナは駄目じゃない』

『入浴中の札に名前欄でも入れるか？』

『それで、カタリーナ以外なら入るの？』

『ノーコメントです』

　この国の貴族は、教会がうるさいせいもあって婚前交渉を行うのが難しい。

　なので、たまに間違ったフリをして少し裸を覗くくらい可愛かわいい悪戯いたずらだと俺は思うのだ。

　どうせ、相手は婚約者たちなのだから。

『ヴェル、やっぱりわざとやっているわね……』

『さあて、どうかな？』

『実はこれって、結構問題なのよ』

　やはりこういう状況になると、真面目なエリーゼとイーナに説教をされる構図になってしまうことが多い。

『ねえねえ、ヴェル。カタリーナのスタイルはどうだった？』

　ルイーゼは、大概こんな感じだ。

　たまに一緒に風呂に入った他の女性たちのスタイルなどを俺に報告しにくるなど、精神に多少のエロオヤジ成分が含まれていると思われる。

『エリーゼといい勝負で、こうバインバインと』

『やっぱりなぁ。ドミニクも結構凄すごいけど、カタリーナには及ばないし』

『へえ、ドミニクもなかなかなのか』

　それは知らなかった。

『結構凄いよ、エリーゼと幼おさな馴な染じみだから環境のせい？』

　自称女体評論家のルイーゼに言わせると、この屋敷でメイドをしているドミニクもかなり着痩せをするタイプらしい。

　実にいいスタイルをしているのだと俺に報告した。

『やっぱり、しっかりと見られていますわ───！』

『ルイーゼさん！　ヴェンデリン様！』

　ただ、このオヤジ丸出しな会話のせいで再びカタリーナに泣かれてしまい、俺とルイーゼはまたエリーゼから怒られてしまう。

『とにかく、今日は反省していただきます』

　そんなわけで、俺は今日一日頬にモミジを付けたまま過ごすことになる。

『ヴェル様』

『何だい？　ヴィルマ』

『ヴェル様の頬のヒトデ、王都にお店があるヒトデ焼きに似ている』

『……そうだな……』

『ヒトデ焼き、食べたいかも』

『今度、王都で買ってくるよ』

『ありがとう、ヴェル様』

　そしてヴィルマは、なぜこれほどの騒ぎになっているのかを理解していないようであった。

　俺の頬のモミジを見て、俺がモミジ焼きをパクって王都に出店させている『ヒトデ焼き』に似ていると喜んでいるのだから。

　なお、なぜヒトデ焼きなのかというと、モミジはヘルムート王国領内で北方の極一部の地域にしか生えていないからである。

　知名度の問題で名称変更したのだ。

「お館様は早速、尻に敷かれておりますな」

「エリーゼは、普段はここまで強くは言わない」

「でしょうな。カタリーナは御お家いえの再興を目指しているわけで、その扱いは貴族の令嬢に準じたものにしているのですし」

　だからこそ、不用意に彼女の裸を見た俺を窘たしなめたというわけだ。

「どのみち、カタリーナがいくら努力をしても彼女は貴族家の当主にはなれないのです」

　王家や他の貴族に交渉しないと駄目な以上、どうしても婿を立てて産んだ子供をという条件にしないと色よい返事がもらえないわけだ。

　逆にいうと、その条件さえ呑のめばさほど難しいことでもないのだ。

「ですから、その辺を含めてカタリーナとよく話し合うべきです。あれほどの魔法使い、取り込まねば損ですぞ」

「お前、段々と貴族の家臣らしくなってきたな」

「褒め言葉として受け取っておきましょう」

　何にせよ、俺はカタリーナと一度話し合いをすることにした。




「というわけなんだけど……」

「みんなと相談して決めますわ」

「みんな？」

「元ヴァイゲル領の領民代表や元家臣の方々ですわ」

　俺がカタリーナにローデリヒが考えた案を伝えると、彼女はみんなと相談して決めると答えた。

　彼女の言うみんなとは、元家臣や領民たちであるらしい。

　しかし、祖父の代に領地と爵位を奪われたのに、恐ろしいまでの忠誠心である。

「昔のバウマイスター騎士爵領なら、一年と経たずに新領主や代官に馴染んだりして」

　俺が実家にいた頃、そこまで領民たちに慕われているというイメージを感じなかったような……。

「それは、他の領地のことなので何とも……彼らと相談するので、ついてきてもらえますか？」

「わかった」

　カタリーナとの話はついたので、俺たちはまた二日ほど土木工事で汗を流してから、元ヴァイゲル領へといつものメンバーで向かった。

　とはいえ、俺は元ヴァイゲル領の詳しい場所を知らないので、当然『瞬間移動』では飛べない。

　一番近い所まで『瞬間移動』で飛んでから、馬車か徒歩での移動になる。

　ヴァイゲル家は元はうちと同じ騎士爵家で、領地があった場所は王都から徒歩で丸一日ほど。

　人口千人ほどの、騎士爵家としてはかなり裕福な方であった。

　広大な農地を耕して王都に食料を供給していたし、王都と西部を繋ぐ街道沿いにあるので人と物の出入りが多く、大規模な宿場町を有し、定期的に市いちが立って賑にぎわっていた。

　王都から馬車で半日ほどとアクセスもいいので、市の客や王都に入る前に宿泊する旅人が多く、税収もよかった。

「同じ騎士でも、うちの実家とは比べ物にならないな」

　俺もそうだが、エルも田舎貴族である自分の実家と比べて少し落ち込んでしまう。

「今は元ですわ」

　いくら富裕な領地でも、改易されてしまえば意味がないとカタリーナが呟つぶやく。

「それにしても、この立地だと……」

「坊主の予想どおりだな。王国の直轄地整理で邪魔者扱いされたんだ」

　随伴で一緒に来ているブランタークさんは、事前にブライヒレーダー辺境伯からヴァイゲル家が改易された事情を聞いていた。

「かなり前に、王都周辺をすべて直轄地にするため、複数いた小領主たちに転封を命じたわけだな」

　その代わりに、代替地は前の領地よりも広い場所を準備する。

　そういう条件のようであったが、この元ヴァイゲル領は立地が物凄くいい。

　土地が広がって農業生産が増えるよりも、宿場町と定期市の方が圧倒的に実入りがいいし、街道沿いという神立地から出るのが嫌であったようだ。

　いつの時代でも、農業とは実はあまり儲もうからない。

　人は食料がないと生きていけないので重視されるが、実は流通経路を握った方が儲かるのだ。

「とはいえ、王家の命令を断っては駄目でしょう」

「お爺じい様は、断るつもりはありませんでしたわ」

　ヘルムート王国では貴族がこういう転封命令を受けると、一度は必ず断るのだそうだ。

「小なりとはいえ貴族なのですから」

　一度目は水面下での打診なので断るが、次でもう少し条件をよくして公式に打診がなされる。

　なぜこんなことをするのかというと、貴族家側にも下の者たちへの面子があるからだ。

『一度は断ったが、向こうが是非にと条件を上げてきた』

　と言い訳できて、安心して転封命令を受け入れることができるというわけだ。

「何て面倒な……」

「貴族ってのはそういう生き物だから、そうとしか言えないな」

　ブランタークさんの言い様に、俺は将来自分もそんな目に遭うのかもと思い顔を引き攣つらせた。

　他のみんなは、そんなものだろうと納得しているようだ。

　そういう部分で、俺はまだこの世界に慣れていないのかもしれない。

「ところが、お爺様が慣習で一度断ったら……」

　いきなり、王家の命令を無視した罪で改易されてしまったそうだ。

　なぜそんなことになったのかというと、そこに先代のルックナー侯爵が絡んでいたらしい。

　なるほど、いくら大物貴族でも慣習破りはよくないと俺も思ってしまう。

「カタリーナ様！　お戻りでしたか！」

　カタリーナから話を聞きながら暫しばらく街道沿いに元ヴァイゲル領内を歩いていると、宿場町の方から六十歳前後に見える初老の男性が走ってくる。

「ハインツ、もう年なのですから無理に走ってはいけませんよ」

「何の何の、まだまだ私は現役ですわ」

　年齢的にはクラウスと同じくらいに見えるが、彼もまだ元気そうであった。

「あなたはみんなの纏まとめ役なのですから、まだ元気でいてもらわないと」

「あと十年くらいは何とかなります。ところで……」

「王都で噂うわさの、『竜殺しの英雄さん』ですわ」

「カタリーナ様はお顔が広いのですな」

「当然ですわよ」

　またいつもの口調に戻るが、俺たちの出会いは偶然だったし、初見の印象は最悪であった。

　なので、見み栄えを張るのも大変だなと俺たちは思ってしまう。

「しかし、十二歳でカタリーナ様が西部の冒険者予備校に行かれて以降、初めての同行者ですな」

「私は、お友達は選びますの」

「（ねえ、それって……）」

「（イーナ！　駄目っ！　それ以上は駄目！）」

　最初の印象は最悪だったのに、なぜか俺が彼女を排除しない理由。

　それは、彼女が俺と同じような子供時代を過ごしているからなのであろう。

　魔法の鍛錬に時間を費やし、冒険者予備校時代も基本はボッチだったようで、成人してからも常に一人で行動していた可能性が高い。

　帰省の際に一人なのは、誰も誘う友達がいなかったからであろう。

「（ボッチだ！　昔の俺と同じくボッチだ！）」

　ボッチはボッチを知る。

　俺の脳裏にカタリーナのボッチぶりが鮮明に思い浮かんでしまうので、つい色々と誘ってしまうのだ。

　しかも彼女、最初は枕言葉のようにしょうがないと言ってついてくるのに、実は誰よりも俺たちとの行動を楽しみにしている風にしか見えない。

　文句は言うが土木工事などの仕事も一切断らないし、工事現場では多くの作業員たちにも人気があった。

　あの口調は相変わらずだが、荒くれが多い工事作業員たちに言わせると、カタリーナは『面白い姉ちゃん』らしい。

　自分の娘のような少女の言動が多少傲ごう慢まんでも、ネタ扱いして笑えてしまうのであろう。

『カタリーナ様、この穴なのですが、できればもっと深く掘ってほしいのですが』

『仕方がありませんわね。私の魔法をとくとご覧なさい』

『さすがですなぁ』

『私にかかれば当然ですわ』

『その素晴らしいカタリーナ様にお願いがあるのですが』

『私に、お任せなさいな』

　人生経験も豊富な工事作業員たちはカタリーナの性格を見抜き、上手く煽あおって追加の仕事を頼んだりもしているそうだ。

「（ヴェル……あなた……）」

「（十二歳までは俺もボッチだったからなぁ……まあ、カタリーナは今も現在進行形で……）」

「（ヴェル、それ以上は言ってはいけないわ）」

　俺が言いたいことを察したイーナが、そっと止めに入った。

「お客様方、お茶でもいかがですかな？」

　ハインツという老人の案内で、俺たちは彼の家へと向かう。

　その途中に、同じ騎士爵家なのにうちの実家よりも豪華な屋敷があったが、その屋敷こそ元はヴァイゲル家の本屋敷であったそうだ。

「今は、代官様のお屋敷になっております」

　ハインツさんの口調は冷めたものであった。

　彼からすると、代官など主人の屋敷を不法占拠するヤクザと同等なのであろう。

「忌いま々いましいことに、代官は決まってルックナー家の縁者なのです」

　法を無視して不法な税などを取っているわけでもないが、あいつらはヴァイゲル領を潰つぶして代官の給金を貪むさぼる、極悪なルックナー一族の一員であると言いたいのであろう。

　領民や旧家臣たちも反抗などはしていないが、極めてドライな付き合いしかしていないようであった。

「ここが私の屋敷です」

　ハインツさんの家は、元々はヴァイゲル家の従士長の家系らしい。

　その屋敷の大きさは、元ヴァイゲル家の屋敷に次ぐ大きさがあった。

　彼の案内で屋敷の中に入ると、そこには様々な年代の男性二十名ほどが待ち構えていた。

　ハインツさんによると、全員が元ヴァイゲル家の名主や従士や家臣などの子孫だそうだ。

「おおっ！　カタリーナ様がお戻りだ！」

「またお美しくなられたな」

「お客様もいるようだが」

「何でも、『竜殺しの英雄様』だそうな」

「へえ、お若いのに大したお方だ」

「今日戻りましたのは、みなさんに大切なお話があるからです」

　ボッチなのに、カタリーナは元家臣や領民たちに慕われているようだ。

　ハインツさんにそっと聞くと、魔法の才能があった彼女は御家再興のために幼い頃から魔法の訓練を行いながら狩猟などでお金を稼ぎ、憎きルックナー侯爵家の目が届かない西部の冒険者予備校に通い、そのまま西部で稼げる冒険者となったという。

　当主であった祖父は改易のショックで直後に病死し、両親も御家再興のために無理をして病気になってしまい、すぐにあとを追った。

　そのためにわずか五歳で一人になった彼女は、その時からヴァイゲル家の当主として振る舞ってきたそうだ。

「カタリーナ様は、ご無念であった先々代、先代のご苦悩を幼き身でご理解し、御家再興のために懸命に努力を続けてまいりました。このハインツ、灰になるまでヴァイゲル家の家臣でありますとも」

　他の面子も同様のようだ。

　ルックナー家が天下りで派遣してくる代官の仕官話を断り、商人、職人、狩人、農民などで生計を立てつつ、ヴァイゲル家が再興した時のために勉学や訓練なども欠かしていないそうだ。

　しかも、次世代になっても離脱する者などおらず、そういえば集まっている連中には若い者も多い。

「（脅威の忠誠心！　お前らは、三河武士か！）

　というか、悪政を敷いているわけでもないのに、いまだに最低限の付き合いしかしてもらえない代官側も少し哀れだ。

「実は、御家再興の糸口が掴つかめました」

「それは、本当ですか？」

「よかった！　ワシが生きている間にヴァイゲル家が……」

　室内は一瞬にして大きな喜びに包まれる。

　年配者などは、涙を流して喜んでいる有様だ。

「私は、功績さえあげれば貴族になれると懸命に努力をしてまいりました。ですが、お金は貯たまっても御家再興にはまったく届きません。それは、私が女だからですわ」

　カタリーナの発言に、みんなが一瞬静かになってしまう。

　みんな、その事実に心の奥底では気がついていたからであろう。

「そこで、考えを変えることにしました。ここにいらっしゃるヴェンデリン様の妻となり、その子にヴァイゲル家を継がせるのです」

「おおっ───！」

「それは素晴らしい！」

「さすがは、カタリーナ様！」

　やはり、カタリーナはその道を選ぶようだ。

　変な貴族の次男・三男を婿にして御家再興を狙うと、婿の実家に乗っ取られる危険がある。

　だが俺の実家にはそんな余裕もないし、俺自身だって自分の領地すらあの有様なのに、人の領地に口を出している暇などない。

　カタリーナからすれば、俺はベターな選択なのだろう。

「ですが、この領地というわけにはいかないでしょう。引っ越しをする必要がありますわ。ですから、ついてきたい方だけで構いません。ついてこれない方には、私からいくばくかの恩賞をお渡します。こんな一度潰れた家に今まで尽くしてくれて、心から感謝いたします」

　カタリーナは、こういう教育も受けているのであろう。

　貴族の令嬢に相応ふさわしい挨拶で締め括くくり、俺は少し彼女を見直した。

「ついていきます！　たとえどんな僻へき地ちでも！」

「俺もです！　家族も同意してくれるはずです！」

「俺もついていきます！」

　農地も豊かで、王都にも近く、買い物などでも不自由しない。

　ここは神立地のような気がするのだが、この部屋にいる面子でここに残ると言った者は一人もいなかった。

　みんな、御家再興と新領地への移転に大喜びをしているようなのだ。

「不思議でございますか？」

「ええ、ここは生活に便利でしょう」

　みんなが大喜びして歓声が沸くなか、ハインツさんは俺の不思議そうな表情に気がついたようだ。

「確かに、ここは便利で暮らしやすいのは事実なのですが……」

　元ヴァイゲル領で人口千人。

　これ以上は養えないので、子供などが他に引っ越してしまうケースが増えているらしい。

「子が親の元を旅立つのは普通とはいえ、あまりに遠方で孫の顔も見れないのは寂しいわけです」

　その点、俺が未開地から分け与えるであろう土地は、開発の糊のり代しろが大きい。

　利便性についても、俺の領地の開発が進めば大幅に改善するであろう。

「将来性は断然上ですからな。ついてくる者は多いと思いますよ」

「ならば、明日が勝負かな」

「勝負ですか？」

「ヴァイゲル家改易の原因を作った家に色々とお願いに行くから」

　お願いというか、根回しである。

　許可は王家が出すのだが、事前に相談に行かないで臍へそを曲げられて邪魔でもされると困るからだ。

「なるほど、それは大切ですな」

　その日は、ハインツさんたちが主催してくれた宴会を楽しみ、元家臣の人が経営している宿で一泊した。

　翌日、また王都に『瞬間移動』で飛び、ある人物と待ち合わせをした。

「婿殿よ、元気そうで何よりだな」

「ええと……」

「今や飛ぶ鳥落とす勢いのバウマイスター伯爵様だからな。妻が一人くらい増えても仕方があるまいて」

　義祖父そふなのになぜか俺を『婿殿』と呼ぶホーエンハイム枢機卿と待ち合わせをしたのだが、彼は妻が増えることに不満はないと言いつつも、しっかりとカタリーナに鋭い視線を向けていた。

「初めまして。カタリーナ・リンダ・フォン・ヴァイゲルと申します」

「西部では有名な魔法使いで、あのヴァイゲル家の娘か」

「本日は、お世話になります」

「今の婿殿には足りないものも多いからの。カタリーナ嬢が婿殿を支え、その子がヴァイゲル家の当主としてバウマイスター伯爵家を支える。分を弁わきまえれば、ワシは協力も厭いとわないよ」

「ありがとうございます」

　さすがのカタリーナも、長年中央で生きてきた大物貴族のオーラと眼光に圧倒されたらしい。

　いつもの口調と態度は消えて、素直に挨拶をした。

　本当に孫娘のエリーゼが可愛いのであろう。彼女の正妻としての地位を揺るがせないように、こうやって必ず協力してくれるのだから。

「エリーゼも、元気そうじゃの」

「はい、ヴェンデリン様はお優しいので」

「それはよかった、結婚式が楽しみじゃの」

　普段は、大物中央法衣貴族兼魑ち魅み魍もう魎りょうの巣である教会の枢機卿である彼であったが、エリーゼの前だと孫娘が可愛い好こう々こう爺やと化す。

　だからこそ余計に、彼女の正妻の地位を脅かそうとする輩やからには一切容赦しないはずであった。

　その空気を読んだからこそカタリーナは、すぐに大人しくなっていたのだ。

「では参るかの。ところで今日は大人しいの、ブランタークよ」

「俺はただの護衛ですから」

「そういうことにしておくかの。ブライヒレーダー辺境伯は今回の件どう思っているのかの？」

「運がよかったと思っているのでは？」

「まあそうかの。ルックナー財務卿も先代の罪でご苦労なことじゃ。あと、リリエンタール伯爵家はバカをしたな」

　このホーエンハイム枢機卿の言葉、何となくは理解できた。

　先代が改易さえしなければルックナー財務卿はカタリーナという使える魔法使いに嫌われることもなかったであろうし、リリエンタール伯爵家がちゃんとフォローしていれば彼女を手駒にできたのだから。

「カタリーナが有名になってから、リリエンタール伯爵家って何か言ってきた？」

「ええ。四十歳くらいの三男が来て、『俺がヴァイゲル家を再興させるから、お前は俺の妻になれ』と」

「それで？」

「『寝言は寝てから言え！』と言いましたわ」

　相手は大物貴族の三男なのでそんな暴言を吐くのはよくないが、向こうにも今まで碌ろくに面倒も見なかったという失態がある。

　だから俺もそれを咎とがめる気にはならなかった。

「それで俺を夫にするのか？　別に俺もそれほどいい男とは思えないけど」

「ヴェンデリンさんは、甲か斐い性しょうがあって懐が大きいではないですか。旦那様の条件として、これほどいい条件はありませんわよ」

　ここは日本とは違うので、恋愛至上主義で配偶者を選ぶことは少ない。

　なので、カタリーナの考え方がドライすぎるというわけでもないのだ。

「それに、ヴェンデリンさんと一緒にいると楽しいですし。私みたいな女でも、普通に構ってくれますから……」

　そこまで言うと、カタリーナは顔を真っ赤にさせて俯うつむいてしまう。

　というか、今までどれほどボッチだったんだろう？




「デレたわ」




「デレたね」




「デレた」




「デレましたね」




「……なあ、エリーゼよ。その『デレた』という言葉は南方で流行しているのか？」

　当然この世界では一切流行などしていなかったが、俺がつい口にしてしまうので、イーナたちもカタリーナに対して使うようになってしまった。

「まあよいか……早くルックナー財務卿の屋敷に行くとしよう」












　ホーエンハイム枢機卿は、最近の若い者の言葉遣いは理解できないと思ったようだ。

　俺たちと共に、ヴァイゲル家再興交渉のため急ぎルックナー邸へと向かうのであった。




「ホーエンハイム枢機卿、おかげさまで大した問題もなく無事に終わりました。多少ゴネられる覚悟もしていたのですが……」

「あの男、最近気苦労が多かったからな。そんな余裕もなかったのであろう」




　肝心のヴァイゲル家再興交渉は、わずかな時間で終了した。

　俺が陛下に頼めばすぐに認められるはずだが、貴族社会とは面倒で、事前にヴァイゲル家改易に奮闘したルックナー侯爵家にも根回しが必要らしい。

　これを怠ると、臍を曲げて邪魔に入る可能性などもあるそうだ。

　バカらしいとは思うが、こんなことは商社マン時代でもよくあった。

　新しい人事やプロジェクトで、ちゃんと事前に説明に行かないと、あとで『俺は聞いてないぞ！』と怒鳴り込んできた挙句に、邪魔までするお偉いさんがいたものだ。

　人間とはプライドを持つ生き物なので、そういう事前の根回しも必要というわけだ。

　そう思って屋敷に行ったのに、なぜかルックナー財務卿は俺たちを見るなりゲンナリとした表情を浮かべた。正直、面倒だと思っているのは俺の方なのに……。

　正確にいうと、ルックナー財務卿の表情を変えた要因は、俺たちと一緒にいるカタリーナの存在であろう。

「なぜ、バウマイスター伯爵とヴァイゲル家の娘が！」

　さすがは、大物貴族とでも言うべきであろうか。

　ルックナー財務卿は、カタリーナの存在を知っていたようだ。

「カタリーナさんを嫁にして、生まれた子供にヴァイゲル家を継がせるから許可してください」

「呪われろ！　クソ親父！」

　どうやらルックナー財務卿からすると、弟のみならず父親も自分の足を引っ張る人物であったようだ。多分弟と同じで、自分のためなら他者をどれだけ足あし蹴げにしても構わないという人だったのであろう。

　その理念は理解できるのだが、やりすぎはよくないと思う。

　その時はいいかもしれないが、次世代以降で大きく損をする可能性もあるのだから。

　実際に敵が多かったようで、代替わりしたルックナー財務卿は関係修復に奮闘するケースが多いのであろう。自分の父親のこともあまり好きではないようだ。

「駄目ですか？」

「いや、許可する……」

　こういう交渉では、相手が弱っている時に畳みかけた方が上手くいくケースが多い。

　それに、後ろではホーエンハイム枢機卿が構えているのだ。

　何も心配することはなかった。

「それとですね。子供が生まれるまでは、カタリーナを名誉準男爵にね。ほら、大物貴族の娘とか王族だと、例外的にそういう制度あったでしょう？」

「ワシが推薦状を書くのか？」

「できれば。推薦人の名義貸しでもいいですけど」

「それは構わぬが、ヴァイゲル家は元々騎士爵家で……」

「領地って、俺の未開地からの分与なんですよ。開発で苦労するし、ここはサービスでね」

　俺もいくつか貴族を命名する枠を持っているが、なるべくなら使わないでとっておいた方があとで楽になるはずと、元からある家の再興という方法で交渉をしていた。

　これもローデリヒからの策である。ルックナー財務卿は、自分の甥おいからもまだあまりよくは思われていないのだ。

「わかった……名義を貸す」

「あとですね」

「まだあるのか！」

「実は、旧ヴァイゲル領の家臣と住民たちがですね、カタリーナについていくと」

　別に、引っ越すのは違法でも何でもない。

　だが、旧ヴァイゲル領の代官はルックナー財務卿のハトコだそうで、引っ越しの際に余計な軋あつ轢れきや衝突を防ぐ必要があった。こういう時、事前の報連相が重要なのはどの世界でも一緒である。

「わかった、ケルナーにはワシから伝えておく」

　ケルナーとは、ルックナー財務卿のハトコの名前のようだ。そういえば、まだ顔を見ていないな。

　どんな人だったんだろう？

「もう一つ、ヴァイゲル家にも開発援助金を少し融通していただけたらなと」

　資金の大半を俺が出して行っている未開地開発なので、悪いと思ったのであろう。

　王国は何種類かの補助金を出している。

　余っている貴族の子弟たちが仕官できたので、数年間彼らへの給金に補助を出したり、甥たちやパウル兄さんのように、一から領地を開発しないといけない家もあるのでそれに対する補助金など。

　これをヴァイゲル家が貰えれば、開発が数段早く進むはずであった。

「しかし、カタリーナ嬢は相当に稼いでいるはずで……」

「俺もそうですが、それとこれとは別でしょう。ここは財務卿閣下がバ───ンと許可を出して、ヴァイゲル家と関係を修復しないと」

「しかしだな……」

　基本的に、財務関連の仕事をしている貴族は締まり屋が多い。ケチと言っても相違はないと思う。

　俺が初めて彼と会った時も、骨竜の代金をケチろうとしていた。

「駄目でしたら、リリエンタール伯爵家に陳情を……」

　今はルックナー侯爵家が財務卿をしているとはいえ、あの家も財務閥の重鎮である。

　あと二年でルックナー財務卿の任期が切れて、次はリリエンタール伯爵が財務卿になるとホーエンハイム枢機卿から聞いていた。

　だから彼に頼みに行けば、ほぼ対等の力を持つ重鎮からの陳情を無視できるはずはない。

「ううっ……それだけは、絶対にやめてくれ───！」

　勿もち論ろん、ルックナー財務卿がそれを認められるはずがない。

　カタリーナの陳情に俺がついていけば、リリエンタール伯爵家と俺との間に縁ができてしまうからだ。もっとも、カタリーナとリリエンタール伯爵家との関係は、過去の不始末のせいで断絶してしまっているのだが、それをルックナー財務卿に教えてあげる義理はなかった。

「わかったから！　出すから！」

「それはよかった。カタリーナもお礼を言わないと」

「御家の再興を許していただき感謝いたしますわ。旦那様の交友関係もあり、私がルックナー侯爵家を恨み続けるのはよくないと思いますので、これで水に流そうかと」

「それは、大変にありがたい……」

　ありがたくはあるが、ルックナー財務卿の顔は渋い。

　なぜなら、カタリーナが名誉準男爵位を貰うと、その時の経緯が教会経由で流れることになるからだ。

　貴族社会の間で、ヴァイゲル家が理不尽な理由で改易された事情を知らない人などいない。

　そこに、家を再興させたカタリーナがルックナー侯爵家を許すというのだ。

　どちらが人間としての器が大きいと思われるか。

　当然ヴァイゲル家の方が度量が大きいと思われるだろう。貴族社会は建て前を大切にするので、それに気がついているルックナー財務卿としては顔を渋くさせるしかなかった。

「そのお礼と言っては何ですが、カタリーナの産んだ次期ヴァイゲル家の当主と、年齢的に釣り合いが取れたルックナー侯爵家のお嬢様との婚姻を……」

「大変に結構ですな……」

　もうこれでどう足あ掻がいても、ヴァイゲル家の再興は邪魔されない。

　一番の懸案であるルックナー侯爵家が、ヴァイゲル家に嫁を出すと約束してしまったからだ。

「無事に纏まってよかったですね」

「そうだな。バウマイスター伯爵殿」

　一人だけ顔色の悪い人がいたが、無事に交渉は成立したのであった。




「まあ、交渉は成立したのだ。問題あるまいて」

　カタリーナが子供を産むまでの暫定的な処置であったが、彼女には名誉準男爵位が与えられることとなった。

　明日にも王宮から使者が来て爵位を与えられるそうだ。女性なので謁えっ見けんの間で陛下から直々にとならないのは、この国の閉鎖的な部分なのであろう。

　とはいえ、無事に用事が済んだので、今はホーエンハイム子爵家の屋敷にお邪魔してお茶やお菓子をご馳走になっている。

　こちらにも、魔の森産のフルーツなどをお土産に渡している。

　ルックナー財務卿にも渡したのだが、彼がそれを心から味わえる心境になるのは何日後のことであろうか？

　家族のために苦労するという点においては俺にも似た部分があったので、少し同情してしまうほどであった。

「婿殿、領地の開発は順調かね？」

「はい、計画よりも大分進んでいますから」

　やはり、土木魔法で行う開発はスピードが全然違う。

　さらに、俺ほどではないが土木魔法が使えるカタリーナの存在もある。

　彼女が新ヴァイゲル領と一緒に開発に邁まい進しんすれば、また計画が早まる可能性が高いのだから。

「そうか、それは素晴らしいことだな」

「自分の縄張りですからね」

「まあ、在地貴族とはそういうものさ」

　そのままカタリーナが名誉準男爵位を貰うまでホーエンハイム子爵邸でお世話になったあとは、新ヴァイゲル領の確定と引っ越し準備のために、急ぎバウマイスター伯爵領へと戻るのであった。




「なるほど、これはルックナー侯爵はんも泣くわな」

　暫定的に名誉準男爵位を貰い、俺との間にできた子供を継がせる条件で得たヴァイゲル家の新領地。その位置はバウルブルクの郊外に決められた。

　なぜなら、旧領地と同じ条件にして開発速度を速めるためだ。

　北方リーグ大山脈沿いのバウマイスター家二家に、甥たちが継ぐ予定のマインバッハ家との人と物の流れが進んだ時に、街道沿いにあって宿場町などの運営経験が豊富で、バウルブルクに食料を供給する農地も維持できる。

　街道自体は既に作ってあるので、その脇に新ヴァイゲル準男爵領は分与されていて、そこでは多くの領民たちが宿場町や農地の整備に奔走していた。

「わて、久しぶりにバテバテですがな」

「いやあ、すいませんね。レンブラント男爵」

「しかし、バウマイスター伯爵はんもやりますな。新領地を与えるといって、経験のある人材を丸ごと引っこ抜きとは。新しい嫁はんも、魔法使いで綺き麗れいな人やし」

　何もない土地に、一から宿場町や農地を作ると時間がかかる。

　そこで、ルックナー侯爵から得た許可が役に立っていたのだ。

　新領地開発についていきたい人がいるからと移動の許可を貰っていた。勿論そんなことは個人の自由なのだが、彼らが移動する時には普通ならば旧領地に残った宿屋や農地を手放さなければいけない。

　だが、この世界には『移築』魔法が存在する。

　今度はホーエンハイム枢機卿のツテで予約に割り込み、俺も協力して旧ヴァイゲル領にあった大半の家、宿屋、商店などは新しい領地に移転した。

　農地も、麦の収穫が終わるのと同時に畑の土をすべて持ってきている。

　新しい農地の開墾で一番ネックになるのが、土作りである。

　俺の魔法で大分短縮は可能だが、もうできている土を持ってきた方が楽なのは明白だ。

「あそこ、王都に近い宿場町なのに、えらく過疎になりましたなぁ」

　旧ヴァイゲル領の領民たちは、あの神立地を捨ててまで大半が新しい領地に引っ越した。

　レンブラント男爵の手によってバウルブルクと北方を繋ぐ街道沿いに宿場町などができ、新しく俺やカタリーナが開墾した農地に、向こうから持ってきた土を入れて春麦を作る準備も始まっている。まだ農地が余っているので、こちらは稲作の準備が始まっていた。

　稲作の人手は、主に旧ヴァイゲル領時代に農地や仕事が足りなくて領地を出ていった領民の子供たちや、その家族が当たっている。

「旧ヴァイゲル領は、もうあれ以上の発展は望めませんか」

「王都郊外はどこもあんな感じやで。バウマイスター伯爵はんが開放したパルケニア草原は別として」

　旧ヴァイゲル領時代は、人口が千人を超えるとその人たちを養えないので、あふれた人たちは外に出ていかなければならなかった。

　だが、周囲も大体似たような状態なので、かなり遠方まで引っ越さなければならない。

　王都に憧れて上京してみるも、暫くするとスラムの住民などというケースも少なくないそうだ。

「それでも、パルケニア草原があるからマシになったんやで」

「でも、土地は余っていますよね？」

「ド田舎で新規の開墾って、大変なんやで。ここは、バウマイスター伯爵はんのおかげで大分楽やけど」

　それに、情報伝達速度の差もある。

　王都から大分離れた土地で開墾を行う人の募集を貴族が行うにしても、ではそれをどうやって新しい農地が必要な人たちに宣伝するかという問題も出てくるからだ。

「確かに、土地は余りまくっているんや。でも、それを開墾して収入を得られるようにするのはえろう大変なんや」

　そんなに簡単にそれができたら、貴族の子弟たちが就職先がなくて泣くなんてことはあり得ないとレンブラント男爵は述べた。

「ワイかてしがない騎士爵家の四男で、魔法の才能があったから助かったクチやで」

　でなければ、間違いなく子供は平民に落ちていたであろうと。

「旧ヴァイゲル領では頭打ち。でも、ここなら子供や孫も近場で暮らせる。実際、引っ越しの際に子供や孫やその家族も呼び寄せたようやし」

　旧ヴァイゲル領の領民約千人の中から、この新領地に付いてきたのは約九百人。

　なのに、今の新ヴァイゲル領の領民は千二百人。

　これに加えて、俺の要請でバウルブルク周辺で新しい宿屋の建設と経営に携わる者、またバウルブルク郊外の農地を耕してくれる旧領民たちも千人近く存在した。

　旧家臣たちの子弟で、バウマイスター伯爵家に仕えてくれることになった者も、少数ではあるが存在している。

　ローデリヒの言うとおり、ヴァイゲル家の再興はバウマイスター伯爵家にも利益をもたらしたのだ。

　だが、その代わりに割を食った人がいる。

　人口が百人ほどに減り、ほとんどの建物が消え、農地も土作りから始めないといけない旧ヴァイゲル領で親戚が代官をしているルックナー財務卿であった。

『王都郊外にある有名な宿場町がいきなり過疎になって、ワシは全閣僚に嫌みを言われたのだが……』

『ちゃんと、引っ越しの許可は得たじゃないですか。そもそも、引っ越しは違法ではありません。ですが、俺はルックナー侯爵だからこそ、念のために承諾を得たのに……』

『わかったから！　バウマイスター伯爵の誠意は理解したから！』

　先日の魔の森の地下遺跡探索で大量に得た成果のうち、魔導携帯通信機は知己の貴族などに格安で販売した。この魔導携帯通信機は既存のものよりも性能が優れていて、早速ルックナー財務卿は通信してきたようだ。

　最初の通話が引っ越しで過疎になった旧ヴァイゲル領の現状というのが、彼の悲哀を物語るのかもしれなかったが。

『場所もいいですし、すぐに人が埋まると思いますよ』

『移住希望者が多いのは確かだな』

　場所がいいので更地でもそれなりの値段で売れていたし、農地も俺が他よ所そから持ってきた土を魔法で土壌改良して補ほ填てんしていたので、二～三年も使っていればほぼ元の収穫量に戻るはず。

　旧領は、農業を始めたいが開墾の手間を考えると躊ちゅう躇ちょするという人たちにあっという間に売れてしまった。

『カタリーナはこれで恨みなしとは言っていますが、ヴァイゲル領の領民たちの感情を考えると、ここは虐いじめられていた方があとでルックナー財務卿も楽だと思いますよ』

『それはわかっている。次代のヴァイゲル準男爵にワシの一族の娘を嫁がせるのだからな。嫁が虐められては可哀かわい想そうだし』

　ただ虐められているように見えて、やはりルックナー財務卿も大貴族なので、半分芝居の部分もあるのだろうが。

「ワイには、大物貴族たちのような腹芸とか無理ですわ。『移築』魔法を使って稼ぐのが精一杯で。しかし、この新型魔導携帯通信機ですか。使い勝手が最高でんな」

「俺としては、レンブラント男爵が持っていない方が不思議でしたけど」

「小型の魔導通信機は、お金を積んでも買えない人が多いんですわ」

　とにかく作るのが難しく、できあがったものも王宮や軍への支給が優先される。

　なので、稼いでいるレンブラント男爵でもまったく購入の見通しが立っていなかったそうだ。

「仕事で使えば便利ですからね」

「逆に言うと、仕事に縛られる可能性もありまんな。バウマイスター伯爵はんも、案外その辺の誘導が上手といいますか」

　魔導携帯通信機をレンブラント男爵に売ったのは、彼に仕事を頼むケースがこれからも増えるであろうからだ。

　見つかった台数は五百台を超えるのだが、その販売先はよく見極めた方がいいとローデリヒが言っているので、まだ死蔵しているものの方が圧倒的だ。

　所有しているのは、あの探索に加わったメンバーに、陛下にも十台ほど売っていたし、エドガー軍務卿、ルックナー財務卿もそうだ。

　残りの閣僚は、在任中は陛下から貸与されるという条件になった。

　偉い大物貴族だからとホイホイ売っていたらキリがないので、俺が特に世話になっている人に限定している。

　当然ホーエンハイム枢機卿にも五台ほど渡していて、彼は一台を自分の家で所有し、残りは教会に俺の名前で寄贈した。

　教会の力の一つに情報収集能力もあるので、元から王家に次ぐ数の魔導通信機を所有しており、新型の魔導携帯通信機は必須というわけだ。

　あとで豪勢な装飾が施されたお礼状のようなものをバウルブルクに建設中の教会を任される司祭が持ってきた。

　勿論、寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯にも五台ほど販売している。

『この新型魔導携帯通信機。素晴らしい性能ですね』

　ブライヒレーダー辺境伯は早速通信してきて、前の古いタイプの魔導小型通信機は、欲しがる金満貴族に売ってしまったと話した。

『自分で所持していた方がよかったのでは？』

『私がバウマイスター伯爵に利益供与ばかり受けてずるいという貴族も多いのですよ。ですから、虎の子を手放したわけです』

『大金で売ってですか？』

『本来なら大金を積んでも手に入らないものを、大金を出せば手に入るようにしたのです。これは、十分に利益供与でしょう？』

　相変わらずの大物貴族らしい発言ではあったが、この地球製の携帯電話に似た魔導携帯通信機は、その機能もソックリであった。

　一体どういう仕組みなのか？

　国内どころか、この大陸内ならどこでも音声クリアーで通話可能だと説明書には書かれていたのだ。

　他にも、アドレス機能なども存在している。

　実際に俺の魔導携帯通信機のアドレスを開けると、普段の仲間以外では陛下と全現役閣僚と、ちょっと怖いことになっている。

　少し前にエドガー軍務卿から突然通信があったのだが、最初ヤクザか犯罪者からでもかかってきたのかと思ったほどだ。

『ヴィルマは元気か！　足りない警備隊人材で何人か送るから！　紹介状も持たせたから、偽物には注意しろよ！』

　とんでもない内容に聞こえるが、実はうちならば仕官可能であろうと、偽物の紹介状を持って現れる輩が実際に出始めていたのだ。さすがに、ローデリヒがそんな手に引っかかるはずもないが。

「何か、えろう大変なようですな」

「まあ、慣れですよ。慣れ」

　慣れというか、俺は基本的に土木工事がメインで、その辺の難しいことは全部ローデリヒに任せているだけともいえる。

「達観してまんな。その年齢で」

　いや、達観してないとやっていけない部分もあるんです。

「ヴェンデリンさぁ───ん！」

　新ヴァイゲル領の中心部で、移築の仕事を終えたレンブラント男爵と話をしていると、同じく領民たちとの話を終えたカタリーナがこちらに歩いてくる。

「もういいのか？」

「ええ。領内のことは、ハインツの息子アレクシスに任せますから」

　名誉付きではあったが、準男爵になったカタリーナはなるべく領地の経営に参加しようとするが、それはハインツに止められたそうだ。

『まずカタリーナ様が一番にすることは、バウマイスター伯爵様との間にお子を成すことです』

　あとは、妻になるのだから俺から離れるなとも言われたそうだ。

『たまにご夫婦で視察をなさってください。領内の開発状況や資産状況につきましては、半年に一度詳細な報告書をさしあげます。カタリーナ様は、それをバウマイスター伯爵様とご覧になってからご指摘などをいただけたらと』

「何それ、物凄く羨うらやましい」

　ハインツは、カタリーナの祖父が改易された時には、若手なのに領内の政務のすべてを取り仕切っていたそうだ。

　有能なので、ヴァイゲル家が改易されたあとに他の貴族家から誘いもあったそうだが、それを断って土着までしてヴァイゲル家を支えたらしい。

「いいなぁ…有能で誠実とか」

　残念なのはもう六十を超えていることで、代官の仕事は自分が子供の頃から教育した息子のアレクシスに任せるそうだ。

「いや、待てよ。むしろ、それは好都合」

　となれば、この老練で有能な人材が暇になるわけだ。

　そこで、バウマイスター伯爵領の相談役として、ローデリヒの補佐に付けることにした。

　なので現在彼は、ローデリヒと共にバウルブルクで開発業務に邁進しているはずであった。

「私は、ヴェンデリンさんと一緒に冒険者としてバリバリ稼ぐのです」

「あまり気張るなよ」

「ヴェンデリンさんは、相変わらず覇気が薄いのですね。その割には、色々と功績が多いようですが……」

「悪運の賜たま物ものだな」

　そう、俺には妙な悪運というか、何か事件に巻き込まれる性た質ちであるのかもしれない。

　などと思っているとまた何か起こりそうな気がするので、今は余計なことは考えないようにする。

「ローデリヒにだけ任せると大変そうだから、ハインツが来てくれてよかった」

　良識的みたいだし、老練なベテランでもある。定期的に暴走して俺を扱こき使う傾向があるローデリヒを上手く抑えてくれるであろう。

　同じような人材としてクラウスもいるのだが、奴は有能でも使う側に注意が必要だし、父たちが抜けたヘルマン兄さんには暫く必要な人材のはずだ。

　ヘルマン兄さんも持て余している可能性があるけど、それは気にしないでおこう。

　嫁さんが増えたけど、今はバウマイスター伯爵領の発展にプラスとなったことを素直に喜ぶべきだと、俺は思うのであった。





第六話　男女器合わせ事情







「何と言いますか……思っていたよりもアッサリと終わりましたわね」

「みんな、よくそう言うけどな」

　ヴァイゲル準男爵家の再興は、恐ろしいほど早いスピードで決まった。

　ルックナー財務卿の強い推薦もあり、誰も反対した貴族がいなかったからだ。

　陛下も、『バウマイスター伯爵家の安定化は急務であるか。特に反対する理由もないの』と発言したので、すぐに決定したらしい。

　なお、その際に次代ヴァイゲル準男爵家当主と、ルックナー侯爵家の娘との婚姻も許可されたそうだ。

　ヴァイゲル準男爵家関連では貧乏クジばかり引いていたルックナー財務卿であったが、この件では大いに面目が保てたらしい。

　逆に、ヘマをしたリリエンタール伯爵は渋い顔をしていたそうだが。

　そして以上のような経緯のあとに、カタリーナの元に王宮から使者がきて名誉準男爵位が授爵されたわけだ。

『カタリーナ殿』

『はい。我は、次代のヴァイゲル準男爵の母となり、陛下のため、王国のため、民のための礎となる』

　男が爵位を得る時と少し文言が違うが、それだけヘルムート王国では特殊な例だということだ。

『もし子供が生まれなかったら？』という疑問もあるが、そこは最悪養子という手もあるのであまり気にはされない。

　要は、その家が続けばいいのだから。

　簡単に名誉爵位が貰もらえたので暇になった俺たちは、ホーエンハイム子爵家の庭先で簡単な魔法のトレーニングをしながら話をしていた。

「男だって、陛下の前で一言宣誓して終わりだぞ」

「陛下もお忙しいでしょうからね」

　カタリーナは、俺から教わった座禅を組みながら体内の魔力を循環させる訓練を続ける。

　人様の家の庭で魔法をぶっ放すわけにはいかないので、周囲に迷惑をかけない修練をしていたのだ。

「ところで、ヘルマン様はいつ襲爵を？」

「向こうは、色々とあるからなぁ……もう少し情勢が落ち着いてからという話になっている」

　クルト関連の後始末や、お隣で領地を開発しているパウル兄さんへの手助けに、新規の自領開発計画もある。

　王宮から、忙しいので情勢が落ち着いてからでいいと言われていたのだ。

　もう一つ、ヘルマン兄さんは側室を最低でも一人貰わないといけない。

　パウル兄さんも同じで、これの選定作業にも時間がかかる。

　既に本妻がいてしかもその身分が低いので、出しゃばらない側室を選ぶというのは案外骨が折れる作業なのだそうだ。

　候補は、王都にいる法衣騎士爵家の次女以下であまり裕福ではない家で、無役なのが好ましいらしい。

　その家は娘を側室に入れる代わりに、仕送りを受けたり、役職を得る活動を助けてもらったり、その兄弟や親類などを陪臣として雇い入れてもらえるという恩恵を受ける。

　候補は、ルックナー財務卿、エドガー軍務卿、アームストロング伯爵などが探してくれるそうだ。

「二人とも、できればいらないと言ってたな」

　忙しいし、俺の兄弟たちは父に似ずに好色でもない。

　父に関しては、当時の状況的に仕方がない部分もあったが、ちゃんと、していることはしているので、母などに言わせればやっぱり女好き扱いであった。

　兄弟の中では、俺が一番婚約者が多くて女性関連では一番父に似たと言われているのだが、何というかかなり濡ぬれ衣ぎぬなような気がする。

「ヘルマン様も、大分あとではありますが準男爵に陞しょう爵しゃくする予定ですし。奥さんが一人なのは……」

　極少数の例外で、我を貫いて奥さんが一人という大物貴族もいるが、大抵は複数を持つのが普通だ。

　家を潤滑に運営するために他家と関係を結ぶ、正妻に子供が生まれなかった時のための予備、あとは余裕があるので余っている貴族家の女性を引き受けるという弱者救済的な理由もあったからだ。

「エーリッヒ兄さんも、ヘルムート兄さんも、側室は避けられないだろうな」

　あの二人のことだから、慣習だから仕方がないと渋々受け入れるのであろうが。

「その点、私は女なので楽ですわ」

　夫を増やすわけにもいかないので、確かにその点では羨うらやましいと思う人もいるはずである。

　後腐れなく遊べるいい女に憧れるのが男の性さがで、側室として生活を共にすると面倒なことも多くなる。

　そういう風に考えている男は、かなり多いような気がするのだ。

「よう、地味に修行してるな、お二人さん」

　とそこに、一緒にホーエンハイム子爵邸に泊まっているブランタークさんが顔を出す。

　彼は朝一番で、ブライヒレーダー辺境伯にカタリーナの叙爵が終わったと通信していたようだ。

「地味って……ブランタークさんが毎日やれと」

「当然だ。俺だって毎日やっているし」

　どんなに忙しくても、ブランタークさんも毎日魔力を体内に循環させる訓練を欠かさなかった。

　この修練を続けることで、魔力のコントロール力が維持・上昇するのだから。

　座禅を組んで魔力循環を行うのは、俺が前世の知識から得たオリジナルの手法であった。

　この方法で行うと効率がいいようで、今ではブランタークさんや導師も採用している。

　師匠ですら、『よく思いついたね』と当時は感心していたくらいだから。

「魔力の使用効率、精度、威力に直結するからな。毎日怠るなよ」

　魔力の上昇が終わっても、必須な訓練方法であったのだ。

「加えて、私の場合には魔力量はまだ成長途中ですわ」

　カタリーナはまだ十六歳で、魔力の上昇は続いているらしい。俺も同じであったが。

「羨ましい限りだな」

　ブランタークさんは優れた魔法使いであったが、本人はもう少し魔力量が欲しかったなと常々口にしていた。

　当時は、こればかりは生まれつき決まっているので仕方がないともよく零こぼしていたのだ。

「ですが、さすがにもうそろそろ限界だと思いますわ」

　カタリーナの魔力は、上級でもかなり上の方だ。

　もう劇的な伸びは期待できないであろうと本人も思っている。

「それなら、坊主と器合わせでもしたらどうだ？」

「うっ！　器合わせですか！」

　ブランタークさんがカタリーナに俺との器合わせを勧めると、彼女は顔を真っ赤にさせながら俯うつむいてしまう。

　俺には、なぜ彼女がそこまで恥ずかしがるのか理解できなかった。

「別に恥ずかしがることじゃないだろうに。お前さんらは、夫婦になるんだし」

「あの、いまいち事情が呑のみ込めないんですけど……」

「何だぁ？　アルの奴、ちゃんと話していなかったのか」

　魔法使いの世界は狭いので、器合わせにまつわる特別な風習があるのを俺は知らなかった。

　師匠も、時間がなかったので教える余裕がなかったのであろう。

　忘れていた……もしかすると俺が戸惑うのを見てあの世から楽しもうとしているとか？

「男と女が器合わせをするというのは、まあその……」

　半分こじつけだとは思うが、ある種の性行為を想像させるものらしい。

　異性同士だと、ただ師弟関係にあるだけではなく、恋人同士や夫婦かそれに準ずる存在にしか行わないそうなのだ。

「男同士女同士だと、純粋な師弟関係としか見なされん。女性の場合は、相手が兄弟や父親なら問題ない」

「そんな、魔法の才能は遺伝しないのに……」

　やはり、この世界の女性は損をすることが多いようだ。

　いくら魔法の師匠でも、相手が異性だと、恋人、婚約者、夫婦のような関係でないと器合わせは不可であるらしい。

　もし行えば、周囲からそういう関係なのだと思われてしまうそうだ。

「あとは、自分の子供に行うのなら構わない」

「それも、非現実的ですね」

「極稀まれにいるからな、親子で魔法使いも」

　そういえば、前に導師から頼まれて王宮魔導師や見習いの連中と器合わせをしたことがあったが、全員が男性であったのを思い出した。

「例外は……」

　その時に、一緒に器合わせをしたルイーゼである。

「ボクの場合は、ヴェルの奥さんになるのが確定していたから」

「あれ？　そうだっけ？」

　そして、いつの間にか彼女も話に加わっていた。

「ボクの中では、もう決まっていたから」

「なるほど」

　俺はそんな慣習をまったく知らなかったが、一緒に器合わせをした王宮魔導師たちは当然知っている。

　どうやら、あの瞬間にルイーゼが俺の奥さんになるのは確定していたらしい。

「あとは……」

　そういえば、王都滞在時にエリーゼとも器合わせはしていた。

　残念ながらあまり魔力は上がらなかったのだが、魔力酔いで二日ほど寝込んでいたのを記憶している。

　あとはイーナとヴィルマであったが、二人は元々魔力が少なく、さらに限界まで上昇していたので器合わせはしていなかった。

　魔力量が初級以下で魔法使い扱いされていない人は、器合わせなどしないのだ。

「エリーゼは、そういう話はしなかったな」

「知っていると思ったんだろう。どうせ夫婦になるから何の問題もないし。ところで、カタリーナの嬢ちゃんとは器合わせはしないのか？」

「わっ！　私ですか！」

　それはカタリーナ次第だと思って彼女に視線を向けると、なぜかとても動揺しているように見える。

　さらに、その顔も真っ赤であった。

「俺の勘だと、カタリーナの嬢ちゃんは伯爵様には魔力の量では勝てないはずだ。悔しいだろうとは思うが、ここで魔力量を限界まで上げてから、魔法の種類を増やしたり精度を上げてだな……」

　ブランタークさんは、カタリーナと俺が最初に出会った時のことを知っているので、魔力量で負けるのが悔しくて器合わせに積極的でないと思っているようだ。

　多くの弟子を教えた経験を生かし、穏やかにカタリーナを説得していた。

「嫌なのか？」

「いえ……そういうわけではなく……」

　カタリーナは、まだ顔を赤くさせながら下を向いてモジモジとしていた。

「なら」

「あのうっ！　その前に、お風呂に入って着替えてきますから！」

「はあ？」

　突然妙なことを口走ると、カタリーナは脱だっ兎との勢いでホーエンハイム子爵邸へと戻っていく。

　あとには、まったく事情が理解できない俺とブランタークさんだけが残される。

「どういうことです？」

「あの嬢ちゃん、どんだけ男に免疫がないんだよ」

　見た目は勝気そうで男など手玉に取りそうなのに、器合わせで俺と手を繋つなぐと聞いただけで風呂とか着替えるとか言っている。その時点で、彼女に男性に対する免疫など皆無なのがわかる。

「というか、意識すると駄目なんでしょうね」

「そういうことか」

　俺たちの前に出会った冒険者たちや、土木工事の現場で顔を合わせる男性作業員たちに、導師やブランタークさんにエルと。

　特に動揺した様子も見受けられなかったので、俺が婚約者になった時点で恥ずかしさのスイッチが入っているのであろうと思われる。

「あの嬢ちゃん、初夜の時とか頭が爆発するんじゃねえか？」

「爆発って……さすがにそれはないでしょう」

　それから三十分後、カタリーナは風呂に入り、軽く化粧をし、香水を振ってから戻ってくる。

　服装も普段の革ドレスではなく、高そうなシルクのドレスを着ていた。

　仄ほのかにバラの香水が漂い、カタリーナの美しさを強調していたが、ブランタークさんも俺も頭の上にクエスチョンマークを浮かべたままであった。

　なぜ、たかが器合わせでそこまでする必要があるのだと。

「（いや、男と女の器合わせはそういうことだけど、なぜめかし込む必要があるんだ？）」

「（さあ？　まあ、普通に器合わせができればいいかと）」

　やはりどこかズレた部分のあるカタリーナであったが、俺は可愛かわいいものだと思ってすぐに器合わせを行うのであった。




「ねえ、ヴェル。もしかして、カタリーナと庭先で妙なことを……」

「してない！　してない！」

　カタリーナは着替えの際に何種類かの下着の中でどれがいいかをイーナに聞いていたようで、器合わせを終えて戻ると彼女から妙な目で見られてしまうのであった。





第七話　いくら冒険者でも、宿屋は必須である







「カタリーナ様の件で中断しておりましたが、やはり魔の森付近の村落に最低限の宿泊施設が必要ですぞ」

　俺とカタリーナが婚約してから数日後、ローデリヒが俺に新しい提案を行った。

「それはわかっている。だからギルドの支部に陳情を聞きに行ったのだし」

「多少時間がかかることは覚悟しましたが、カタリーナ様のおかげで計画が早まりそうですな」

「カタリーナが？」

　彼女も俺ほどではないが、それなりに土木魔法が使える。

　工事が早まるという意味であろうか？

　しかし、冒険者用の村落の整地はもう終わっているのだ。

　いくら魔法でも、あれだけ大人数の冒険者向けの宿を大量に確保できるはずがない。人員の問題もある。宿を経営する経営者と働く従業員たちは、魔法で作ったり教育できないのだから。

「お館やかた様、我らにはそれができる家臣が増えたではないですか」

「ハインツか？」

「他におりませぬ」

　ヴァイゲル家の元従士長にして、今は相談役としてローデリヒの補佐に入っているハインツ。彼は宿屋の経営にも長たけているそうだ。

「王都に近い宿場町で顔役でしたからな」

　従士長時代にも、宿場町経営はヴァイゲル家の主要産業だったので知識とノウハウは十分にあり、改易後は宿屋の運営で生活費を稼いでいたらしい。

「ハインツ殿は、経営者や従業員の教育だけでなく、旅客ギルドにも顔が利くとか。彼に頼らぬ手はありませんな」

「正論だが……」

　ローデリヒの抑え役として期待していたハインツが、また俺の仕事を増やす。こんな皮肉が他にあるであろうか？

「ハインツは何と言っている？」

「全身全霊をもって、お館様のご期待に応えると」

　ローデリヒの期待の方が大きいんだが、それを言っても仕方があるまい。

　同じ冒険者として、宿泊施設にあぶれて野宿している同業者を見ると可哀かわい想そうな気もするので、急ぎ仕事に取りかかることにする。




「それで、また王都なのか？」

　現地に向かうのかと思ったら、今日はハインツと共にある人物に会うことになっていた。

「旅客ギルドのお偉いさんとか？」

「いえいえ、それはあとでも十分に間に合いますから」

　俺たちに同行したハインツは、なぜか王都にある商業街へと歩いていく。そこで、その人物と待ち合わせらしい。

「人員の方は私のツテで何とかなるのですが、宿屋の建物自体はどうにもなりません」

　そこで、建物を何とかしてくれる人物に頼むのだそうだ。

「何か、前にこういうパターンがあったよな？」

「あった、あった」

　エルが俺の発言に同意する。こういう時に必要な建物だけを準備てくれる人物。あの眼鏡をかけた胡う散さん臭い不動産屋のことであろう。他に思いつく人物はいない。

「いや───っ、また大活躍だそうで、ヴァイゲル家を再興させるとは、さすがはバウマイスター伯爵様ですな」

「やっぱりそうだよ……」

　予想どおりのリネンハイム氏の登場に、エルは強引に笑顔を作って笑ってしまう。

「随分と顔が広いんだな」

「はい、家や土地などというものは、そう右から左に売れるものではありません。私のような零細業者は、常に細々と動く必要があるのですよ」

　イメージ的には、ポンポンと右から左に不動産を流しているような気もするけど。

「儲もうかっていそうだけどな」

「いえいえ、私などは細かい商いの連続でして、儲けはささやかなものでございますよ」

「（このオッサンの儲けがささやかなら、大半の商売人はもっとささやかだろうな……）」

　エルの呟つぶやきに、俺も思わず納得してしまう。

「今回は、冒険者町専用のお宿をお探しとか？　お付き合いのあったハインツ様とのご縁に、何よりもバウマイスター伯爵様からのご指名にございます。頑張って、お勉強させていただきますよ」

　リネンハイム氏は胡散臭いが、こちらの利益にはなっている。だから、エルほど警戒はしていないが、俺からの指名だという誤解だけは解いてほしいと、心の中で切に願うのであった。




「まずは、この物件です」

　宿屋を建てるには時間がかかるので、中古物件でその穴を埋める。

　その手法は、通常の建物を入手した時と同じだ。魔法で建設速度が何倍にもなる、『加速』とかいう魔法は不可能であろうし。

「お手入れが行き届いているお宿ですね」

　エリーゼがお世辞を言うが、そこまで素晴らしい宿でもない。よく言えば懐古的な、悪く言えば古臭い宿屋でしかないのだから。

「オーナーが、建て替えを検討しているのですよ」

「まだ使えるような気がするけど」

「ああ、それはですね、エルヴィン様」

　王都には様々な理由で多くの人が訪れるので、ホテルや宿屋を経営する人が多い。新規参入する者が多いので、定期的に新しい宿屋がオープンするそうだ。

「利用者はお財布との相談もあるでしょうが、新しくて安い宿を求めますよね？」

　サービスがいいとか、食事が美お味いしいとか、オーナーや従業員の人柄がいいとかは、とりあえず一度宿に来てくれないとわかってもらえない。一いち見げんの客は、見た目と料金だけで宿を決めてしまう。

「ですから最近は、長年の実績がある老舗か、資本力がある商会が運営する宿屋が残りやすい傾向ですね」

　競争が激しくなり、王都にある零細の宿屋は厳しい経営を強いられているそうだ。

「他の宿屋を出し抜くために、改装や建て替えを決意するオーナー様も多いわけです」

　新装開店時に客を集め、その中からリピーターになってくれる客を獲得するというわけだ。

「そういう物件を探したのか」

「みなさん、厳しい経営状況ですから改築が多いのですけど」

「なるほど」

　商売をするというのも、なかなかに大変なようだ。

「それでやっぱり、倒産物件もあるんだろう？」

「はい、それは勿もち論ろん」

　それがなければ、リネンハイム氏らしくない。そう思える時点で、俺も彼と同類になっているのかもしれない。

「こちらです」

　建て替えを決意した宿屋の近くに、もう一つ古い宿屋があった。こちらは、人の気配がない。

「商売をおやめになり、こちらの物件を売却したいわけです。はい」

「事情を聞いていると、居た堪たまれなくなるわね……」

　イーナの言うとおりだ。商売に失敗した話なんて、確かに聞いていてそう面白いものでもない。

「救いなのは、借金で首が回らなくなるまで頑張る人はあまりいない点ですかね」

　宿屋の経営が難しいのは業界でも有名であり、親から継いだものの、とっとと見切りをつけてやめてしまう人も多いそうだ。

「物件を売却して、他の宿屋に勤めるという手もありますからね」

　勤め人になれば、毎月一定の給金は貰もらえるので生活は難しくないからだ。

「とにかく、そういう物件を集めてまた『移築』するわけだな？」

「はい。経営ノウハウや人材の確保については、ハインツ様の専門分野でございますから」

「ハインツ、どうなんだ？」

「今は早急に、冒険者たちに宿を提供する。条件は合致しております」

　野宿している冒険者たちからすれば、王都の古びた宿屋でも上等な部類というわけだ。

「初期投資を抑え、宿泊費もお安くできます」

　安く泊まれれば、冒険者たちもこぞって宿を利用するはずだとハインツが言う。

「経営に関しても、我々が有利ですね。何しろ、あそこはバウマイスター伯爵領なのですから」

　王都や直轄地では厳しい経営競争がある旅客業であったが、貴族の領地ではそこまで厳しいものでもないらしい。

　その理由は、貴族は領民が沢山税金を納めてくれるように、地元の商会や産業を保護するからだ。

「それをよくないと言う方もいますけど、王都のように旅客ギルド幹部が経営する大資本の宿屋ばかり儲かり、零細の宿屋がアップアップな状態もどうかと思いますしね」

　この世界にも、どこかで聞いたような大資本商会が有利という構図が存在するようだ。

「というわけでして、もうそろそろ魔の森周辺が宿屋不足であるという情報を元に、宿屋を運営する大商会がお館様にこぞって挨拶にくるわけです」

「それを認めると、そいつらばっかり儲かるわけか」

　利益が大商会に流れてしまい、バウマイスター伯爵領で産業が育たなくなってしまう。

　そこで、ハインツは宿屋の経営体制についても策を考えていた。

「旧ヴァイゲル領でやっていた方法ですけど」

　あそこも、貴族領から直轄地になった。宿場町の宿屋が、大資本の商会から資本攻勢を受けたのだが、その野望を阻止したのはハインツであった。

「幸い、ヴァイゲル家には現金などの資産が多かったので、これを元手に商会を設立しました」

　旧ヴァイゲル領の領民たちが経営する宿屋を統合し、王都から進出した大商会運営の宿屋を駆逐したそうだ。

「うちは元々常連客も多かったので、そこまで苦労していませんけど」

　そこに、カタリーナが稼いで資本を増強したので、せっかくの好立地であるが勝ち目がないと大商会の連中は諦めてしまったそうだ。

「引っ越しの際に、彼らには高値で土地を売ってまいりましたが」

　旧ヴァイゲル領は、宿場町の立地としては最適である。新しい領地に引っ越す前、ハインツは新たに宿場町を建てたがっている大商会の経営者たちに土地を高値で売り飛ばしてきたらしい。

「ヴァイゲル家の資金が増え、これで動きやすくなりました」

　ローデリヒに続き、俺はハインツの有能さに驚いた。その気になればいくらでも横領とかが可能なのに、忠実にヴァイゲル家の有能な家臣として動いている。

　クラウスに、爪の垢あかでも煎じて飲ませたい気分だ。

「カタリーナ、ハインツが有能でよかったな」

「ハインツの家は、代々我が家によく仕えてくれていますもの」

　俺はカタリーナに違和感を感じたが、その理由がわかった。彼女はバカではないし、経済観念やお金の計算なども普通にできる。だが、商売に関しての知識が致命的にないのだ。貴族にそんなものは無用で、家臣のハインツがお金が必要だと言えば出してくれる。奸かん臣しんに騙だまされると、バカ殿だと評されるような人物なのであろう。

「（あの……カタリーナ様は優れた魔法使いでいらっしゃいますから……）」

　俺が考えていることがわかったようで、ハインツは小声でカタリーナをフォローした。

「バウマイスター伯爵様がアルテリオ様と始めた飲食店の経営方式、これを利用して魔の森近辺に宿屋を大量にオープンさせましょう」

　うちとヴァイゲル家で資本金を出し合って宿屋を経営する商会を設立し直し、フランチャイズ形式で宿屋をオープンさせる。従業員は、ハインツがコネを生かして集める予定だ。一度宿屋の経営に失敗した者や、未経験の就業希望者もハインツが教育を行う。

　新しいヴァイゲル領にも宿場町が建設中であったが、まだあまり客も来ないのでバウルブルクで雇われている状態であった。その中から、魔の森周辺に経験者を送り出してくれるそうだ。

「計画は完璧なんだな」

「実際にやってみないとわからないので、油断は禁物ですが」

　それでも、かなり自信はあるのであろう。そんな感じがする。

「すべてハインツに任せますわ」

　そして商売に詳しくないカタリーナは、バカ殿のようによきに計らえで済ませてしまう。

「（カタリーナ様のお子には、責任をもって教育を行いますので……）」

　再びハインツは、俺に主人のフォローをするのを忘れなかった。




「でも、これだけだと宿屋は足りないよね？」

「はい、ルイーゼ様の仰おっしゃるとおりです。そこで、私の人脈や情報が活かされるわけです」

　廃業、取り壊し物件がそう多いはずもなく、ある程度宿屋として使える物件の確保には、やはりこの胡散臭いリネンハイム氏の力が必要であった。

　予定に余裕があったので、王都を出た俺たちは馬車で丸一日移動したとある貴族の領地へと到着した。

「特に何の特徴もない領地だね」

　俺もルイーゼと同じ感想しか抱かない。少し自然の多い農村地帯にしか見えなかった。

「ここに宿屋があるのか？」

「はい、なかなかのものがございます」

　リネンハイム氏の案内で、馬車を降りて目的地へと歩いていく。

　途中、農作業に勤いそしむ農民たちを見かけるが、本当に何もない農村地帯であった。

　暫しばらく歩くと視界に、不釣り合いなほどに小こ綺ぎ麗れいなペンション風の建物や、コテージ風の家が複数見えてくる。数十棟はありそうだ。

「ここはリゾート地なのでしょうか？　私の記憶にはないのですが……」

「エリーゼ様、これはですね……あっ！　ルックナー財務卿閣下！」

　ここで再びルックナー財務卿が姿を見せた。もう一人同年代の貴族を連れている。

「エリーゼ様、ここはリゾート開発の夢の跡とでもいいますか……」

「リネンハイム、全部説明してやれ」

「畏かしこまりました」

　ルックナー財務卿の隣にいる貴族は、なぜかとても元気がなさそうに見える。

「ここは、ルックナー財務卿閣下と縁戚関係にある貴族様のご領地なのです……」

　主要な産業は、王都に販売する食料のみであまり裕福ではなかった。

　何とか現金収入を増やしたいと考えた時に、ここを観光地として整備してはどうかという計画が領主の脳裏に浮かぶ。

「ですが、この地には観光地もございませんでしょう？」

　観光客が来れば儲かる。そんな安易な考えのもと、碌ろくな計画も立てずにリゾート開発を行い、今では建てた建物の維持が大きな負担になっている。

　以前は貧しいながらも無借金経営だったのに、今では借金の返済で四苦八苦しているそうだ。

「（どこかで聞いたような話だな……）つまり、これを我らに売りたいと？」

　前世でも、年金資金や税金で地方にリゾート施設を作ったものの、大赤字でその維持に税金が投入されてマスコミに批判されたなんてことがあったな。

「借金返済が少しでも早く終わるように、なるべく勉強してくれないか？」

　ルックナー財務卿がここにいるのは、困っているのが縁戚でもあるし、俺と知己ということでリネンハイム氏に買い叩たたかれるのを防ごうという魂胆のようだ。

「バウマイスター伯爵、ワシはヴァイゲル家再興のためにも骨を折っているし……」

「領民たちに売らないのですか？」

「一般用の住居じゃないからな……」

　安く売却して損切りをしようにも、宿屋では領民も使いにくい。安い買い物でもないので、誰も買ってくれないそうだ。

「不動産の相場に詳しくないので、代理人に任せてあります」

　代理人とは、勿論リネンハイム氏のことである。

「（あんまり、阿あ漕こぎにやるなよ。ほどほどに）」

「（はい、ほどほどでご依頼を受けました）」

　胡散臭いと思われながらもみんなが彼と取引をしているのは、リネンハイム氏がそういう機微に敏感だからであろう。

　不良債権の宿屋はお手頃な値段で取引され、件くだんの借金貴族もかなり負債が圧縮されたようだ。

「もしかして、このような貴族の不良債権を集めて宿場町を建設するつもりなのですか？」

「はい、カタリーナ様。このままでは、管理維持費で赤字か、朽ちるだけのものを再利用する。誰もが幸せになる方法にございます」

「そうですか……」

　カタリーナは、初めて顔を合わせたリネンハイム氏の胡散臭さに圧倒されたようだが、それもそのはず。今回の取引で、多分一番利益を得ているのが彼だからだ。

「買い取った物件は、すぐに魔の森付近にレンブラント男爵様が『移築』する予定です」

　人の足元を見て不良債権を強引に買い取っているようにしか見えないが、こうでもしないと短期間で宿場町の整備など不可能だ。

　実際にそれから一週間もせずに、カタリーナと出会った魔の森付近の村では多くの宿屋が『移築』され、冒険者たちは屋根のある部屋で寝られると大喜びであった。

「ギルド支部の手当てまですいません」

　冒険者ギルド支部も、ようやく掘立て小屋からそれらしい建物になっている。

　何でも在地貴族の古い執務館を格安で購入し、それを『移築』したものだそうだ。

「リネンハイムさん、そういう物件を見つけるのが上手だね」

「はい、普段から情報収集は怠っておりませんから。ルイーゼ様も魔闘流の道場などがご入り用の時には是非にご相談を。イーナ様も是非よろしく」

「えっ？　私？　考えておきます」

「ボクも」

　ようやく纏まとまった数の宿屋ができた村の様子を見にきたリネンハイム氏は、さり気なくルイーゼとイーナにも営業活動を行う。

　突然名前を呼ばれたイーナは、声をうわずらせながら返事をした。

「バウマイスター伯爵様は上得意ですので、格段にお勉強させていただきますよ」

　上得意ねぇ……確かに、俺とリネンハイム氏が知り合ってからというもの、彼は相当に儲けているはずだ。

「ところで、人手は足りているのか？」

「はい、未経験者も多いですけど、そこは教育して何とかしますので」

　ハインツは、この他にも十箇所以上、建設予定の冒険者専用の村に宿屋を『移築』するべく、その仕事の責任者として、暫く現地に残る予定であった。

「でも、王国各地の不良債権を買い叩いて集めまくったから、これからは『移築』で済ますってわけにはいかないわよね？」

「イーナ様、このように呼び水を流しておけば、商売になるから個人で宿屋を経営しようと、人が集まってくるものです」

　王都や直轄地に比べて、バウマイスター伯爵領なら新規の個人経営者でも成功する確率が高い。

　魔の森近辺が開発されればさらに冒険者が集まってきて賑にぎやかになり、彼らをあてにした商売人も集まってくるとハインツは説明する。

「好循環が起こるのね」

「はい、もしそうなれば新規に宿屋や商店、食堂、酒場などの建設も進むでしょう。それに、王国は広大で貴族様も多いのです。いつの世も、儲かるだろうと派手に投資をして失敗して不良債権を抱えてしまう方が一定数おられます。これからも、お買い得な物件がございましたら、一番にバウマイスター伯爵様にお知らせいたしますので」

　ハインツの次に、リネンハイム氏が説明を続ける。

　つまり、儲かるだろうと安易にリゾート開発などに手を出して失敗し、不良債権を抱える貴族は減らない。リネンハイム氏はそういう物件を素早く察知し、俺に格安で売ってくれるというわけだ。

「（ヴェンデリンさん、この方、胡散臭くありませんか？）」

「（そんなのは、もう何年も前からわかっているからなぁ……）」

　カタリーナは初見からリネンハイム氏を胡散臭いと思っているようだが、俺たちからすれば、そんなものは既に通った道である。

　こちらが買い叩かれる立場にならなければいいのだと、俺は改めて思うのであった。




「バウマイスター伯爵様、実はお会いしていただきたい者が」

　バウマイスター伯爵家相談役兼魔の森近辺宿場町整備の責任者であるハインツは、レンブラント男爵とも協力して精力的に仕事をこなしている。

　そんな彼が、俺に是非会ってほしい人物がいるという。

「旅客業関係の人かな？」

「はい。バウマイスター伯爵様は温泉に興味がありませんか？」

　なくはない。俺は元日本人だから、風呂や温泉は好きである。だが、王国には温泉が少ないと本に書かれていた。王都で最新の観光案内を見ても有名な温泉所は少なかった。

　隣国アーカート神聖帝国の北部が、温泉所しては有名なのだそうだ。

「温泉旅行か？」

「いえいえ、バウマイスター伯爵領で温泉を開発するのですよ」

「それは、温泉があれば嬉うれしいけど……」

　何となく怪しい予感がする。リゾート開発に失敗して損をする貴族がいるように、温泉開発に失敗して損をする貴族もいるような気がするからだ。

　温泉が出れば儲かりますよと言って、貴族を騙しそうな山師がいない保証もない。

「うちに温泉なんてあったかな？」

　未開地探索で、蒸気が噴き出している場所はあった。少し魔法で掘ってみたけど、考えてみたら俺に温泉の知識なんてなくて成果はなかったのだ。

　それ以降は、魔法で湯を沸かして風呂に入っていた。

「湯気が出ていたのは、ここからも近い場所です。私の見立てでは、ほぼ間違いありません」

「ハインツは、温泉にも詳しいのか」

「私よりも詳しい知り合いがいるので、彼らを紹介しようかと。冒険者が休暇で遊びにいける温泉を開発しましょう」

　とハインツから勧められ、温泉に詳しいという親子に会いに行くことになった。

　彼らは、観光案内にも載っている有名な温泉地に住んでいるという。

「温泉楽しみですね、ヴェンデリン様」

「本当、楽しみだ」

　この世界で初めての温泉なので、俺のテンションは上がってくる。行きの馬車で、エリーゼたちと一緒にはしゃいでいた。

「バウマイスター伯爵様、せっかくお喜びのところを申し訳ありませんが……」

　現場に到着したようだが、ハインツが申し訳なさそうに言ってくる。

　馬車で到着した温泉には、なぜか湯気が立っていなかった。

　多くの宿泊施設が軒を連ねているが、人の気配がまったくない。

「あれ？　何でこんなに誰もいないんだ？」

　エルが先に馬車を降りて宿やお店を覗のぞくが、人が誰もいなかった。

「なあ、ハインツ」

「ええと……一ヵ月ほど前なのですが……」

　突然、温泉が枯れてしまったそうだ。慌てて付近を再掘削しているが、新しい源泉は見つかっていないらしい。

「このままでは、来年の観光案内からは削除ですな」

　温泉の出ない温泉なんて、行く価値がないから当然だ。

「ヴェル様、温泉ないの？」

「どうなんだろう？　再掘削して上手いこと新しい源泉に当たれば」

　出ればいいが、出なければみんな失業だとヴィルマに説明する。

「バウマイスター伯爵様、紹介したい者たちに会いに行きましょう」

　ハインツの案内で、その温泉地にある一番大きい宿へと移動する。

　すると、宿の前で親子と思われる男性二人が待っていた。

「マシューと息子のバートンです」

　人の好さそうな五十くらいと二十代半ばくらいの親子は、俺たちを心待ちにしていたようだ。

「バウマイスター伯爵様、ようこそレッカルト温泉へ……お湯は出ませんけど……」

「バウマイスター伯爵だ。つまり、この温泉に見切りをつけて新しく温泉を開発すると？」

「はい、もし新しい源泉が見つかっても、こんなに多くの温泉宿が生活できませんから」

　もし新しい源泉が見つかっても、一つだけでは宿場町すべての温泉を賄えないそうだ。

「もう何十箇所も掘削したのですが、いまだに温泉が出ないのです。これはお手上げかもしれません。現場の見学をなさいますか？」

「ヴェル様、見てみよう」

「そうだな」

　興味もあったし、何事も経験だと思い、俺たちは掘削現場へと向かう。

　当たりをつけたポイントを多くの者たちがツルハシを振るい……という光景を予想したのだが、どこかで聞いたことがあるような掛け声が聞こえてくる。

「必殺の！　『ギガントハンマー』！」

「あれ？　導師？」

　なぜか、温泉の掘削を導師が行っていた。

　杖つえを魔法でハンマー状に変え、全力で岩盤に掘削杭くいを打ち込んでいる。

　ハンマーを振り下ろす度に、鼓膜を突き破るような岩の破壊音が聞こえた。

「導師、なぜ温泉の掘削をしているのですか？」

「おおっ、バウマイスター伯爵であるか！　よくぞ聞いてくれたのである！　某それがし、この温泉の常連なのであるが、急に湯が止まってしまったとのこと！　ならば、某の出番であろう？」

「はあ……」

「なあ、ヴェル。温泉掘りが王宮筆頭魔導師の仕事なのか？」

「違うとは思うけど……」

　導師から言わせれば、王宮筆頭魔導師としての雑務など部下に任せ、自分は大好きな温泉の復活に労力を注ぎたいというわけだ。好意的に考えると、王国の多くの領民たちが利用する温泉の復活に手を貸すのは、公共の利益になるというわけだ。

　勿論言っている俺ですら、導師がそんな考えで動いていないと思っている。

　ただ温泉に入りたいだけであろうと。

「導師様、温泉出た？」

「ヴィルマ嬢であるか。もう数十回も掘削しているのであるが、まったく出ないのである！」

「というわけでして、我ら親子は新しい温泉に賭けようと思うのです」

　温泉が出ないのでは、営業再開も覚おぼ束つかない。マシューとバートンは、バウマイスター伯爵領内にあると思われる温泉の開発に参加することを表明する。




　翌日、俺たちはマシューとバートンと共にハインツが有望だと断言した温泉開発予定地にいた。

「ここならいい湯が出そうですね」

　マシューは、魔の森近くのこのポイントを高く評価した。

「そうか、それはよかったのである！」

　あと誰も呼んでいないのに、なぜか導師も温泉掘りに参加していた。

「伯父様、レッカルト温泉の方はよろしいのですか？」

「エリーゼよ、某もできる限りの努力は行ったのであるが、出ないものは仕方がないのである！　レッカルト温泉は、某のよき思い出となったのだ」

「レッカルト温泉があった彼かの地に、神のご加護があらんことを」

　何だろう？　この伯父と姪めいの会話は……。

　温泉に入れさえすればいいので、すぐにこちらに鞍くら替がえするある意味『いい性格』をしている導師と、それを軽く受け流すエリーゼ。さすがは血が繋つながっているとでも言うべきなのか？

「気にせずに、掘るのである！」

「掘りますけどね」

　導師に促されて、俺は井戸と同じ要領で岩盤を掘り始める。

「出ないですねぇ……」

「バウマイスター伯爵よ、ここは地熱は出ているが、火山帯ではない。もっと深くまで掘らないといけないのである！」

「妙に詳しいですね……」

　導師に促されて井戸と同じく一〇〇メートルほど掘ると、突然温水が吹き上がってくる。

　俺は慌てて『魔法障壁』で熱湯を防いだ。

「おおっ！　出ましたな！」

　マシューが急ぎ湯の状態を確認するが、温泉として十分に効果があるもののようだ。

「いやぁ、本当によかったです。頑張って温泉宿を経営しますよ」

　移転先が決まって、マシューとバートンは大喜びだ。

　このままだと、温泉宿を廃業しないといけないと覚悟していたのであろう。

「ですが、宿や設備の移転の前にある程度の整地などが必要ですね」

「……」

　温泉は出るが、それに入るために、俺はまた土木工事に奮闘しなければいけないというわけだ。

「でも、ヴェル。温泉だよ！　温泉！」

「私、温泉って初めてよ」

「ボクもだよ、イーナちゃん」

　ルイーゼとイーナは、気軽に観光地に行けるほど裕福な家庭で育っていなかった。だから、とても楽しみなようだ。

「ヴェル様、一緒に温泉に入ろう？」

　そうか、温泉となれば混浴が……この世界でもそうなのかエリーゼに聞いてみる。

「家族や夫婦なら同じお風呂に入りますから、温泉でも同じですね」

　ということは、結婚すれば混浴可能というわけか。

「何か、やる気出てきたよ！」

　思い立ったら吉日である。というか、ローデリヒは俺の考えを読んでいたようだ。

　俺がお湯が出た源泉付近で土木工事を行い、冒険者の客が来やすいように街道の整備を魔法で行っている間、何も言ってこなかったのだから。

「カタリーナ、ビシっと工事を行うのだ！」

「ヴェンデリンさんは、そんなに温泉に入りたいのですか？」

「温泉はいいぞ」

　まさか混浴したいとも言えないので、俺はカタリーナに温泉の素晴らしさを懸命に説明する。

　勿論、工事の手は休めていない。

「それにだ。温泉は、有効なコミュニケーション手段でもある」

　みんなで話をしながらお風呂に入り、湯上がりに冷たい飲み物でも飲めば最高であると、俺はカタリーナに力説した。

「エリーゼさんたちと一緒に温泉に入って語らうですか。悪くありませんわね」

　さすがは俺と同じくボッチ属性が強い女。俺の話に食いついてきた。

「そう、みんなで温泉に入って交友を深めるのさ」

「素晴らしいですわね」

「カタリーナ、温泉が完成したら俺が背中を流してあげよう」

「それは嬉しい……ってヴェンデリンさん！　そういうことは結婚してからですわ！」

　どうやら、引っかからなかったようだ。

　見た目に反して、えらく男女間のそういうことに厳しい女であった。

「冗談だけどね」

「本当ですか？」

　勿論嘘うそだけど。混浴の話はさておき、念願の温泉に入るための工事は順調に進み、冒険者町からの街道とマシューさんの温泉宿他、数軒だけであったが、突貫工事で小さな温泉町が完成した。

「お客さんが多いと知られれば、もっと多くの開業者が増えるでしょう」

　苦労して、冒険者町との街道まで完成させたのだ。あちらは寝る場所が精一杯で風呂なんて贅ぜい沢たく品は存在しない。休暇で温泉に入りに来てくれることに期待しよう。

「それで、今日はプレオープンというわけであるな」

「はい……って、導師はそんなに温泉が楽しみだったのですか？」

　通っていた王都に近いレッカルト温泉が枯渇してしまった導師は、こちらの温泉に期待をしているようだ。関係者のみのプレオープンにちゃっかりと参加していた。

　誘わないとあとで怖そうなので、実は俺が誘ったんだけど。

「いい湯であるな」

　マシューさんがレッカルト温泉で経営していた宿屋をそのまま移築したので、お風呂は屋内のみであった。露天風呂という考え方はないらしい。

　日本の温泉のような造りではなく四角い浴槽と洗い場のみ、源泉かけ流しという贅沢な温泉は王国では見つかっていないようで、源泉を水で薄めて供給する装置が浴槽の横に置かれている。

　少し不満はあるが、それでも久々の温泉なのでゆっくりと浸つかっていると、土木工事の疲れとか、土木工事の疲れとか、土木工事の疲れとか……それしかないが疲れが取れていくようだ。

　ああ、あとは貴族の面倒な柵しがらみもあったか。




「この年になると、温泉ってのも悪くないな」

　招待したブランタークさんも、浴槽に浸かって日頃の疲れを癒いやしていた。

「レッカルト温泉は残念であったが、新しい温泉ができてよかったのである」

　導師も男性用の浴槽に浸かっており、客観的に見るとあまり美しくない光景だ。

「隣は女風呂か……」

　男風呂と女風呂の間は壁で仕切られていたが、湯気を逃がすために天井部分が繋がっている。

　そこは、日本の銭湯などと同じというわけだ。

「エル、覗きに行くか？」

「あのなぁ……そんなことができるわけがないじゃないか」

「まあ、主君の婚約者たちの風呂を覗いたなんてバレたら、確実にクビだからな」

　物語のように、エルが女湯を覗きに行くという展開はないようだ。

　エルが、クビを覚悟でネタに走るわけはないのだから。

「我が姪の風呂を覗きに行くのであれば、エルヴィン少年でも容赦できないのである！」

「なあ、普通はこうなるんだよ」

　エルからすれば、そんな無謀なことをするなら、ブランタークさんとそういうお店に遊びに行った方がいいわけだ。

「カタリーナなんて、覗いたら魔法で切り刻まれるんじゃないか？」

「否定できない……」

　俺も、思いっきりビンタを食らったことがあるし。

「風呂から上がったら飯にしようぜ、ヴェル」

　色気の欠片かけらもない男性風呂とは対極的に、女性風呂の方からは主にルイーゼが他の女性たちに話しかける声が聞こえる。

「エリーゼとカタリーナはいいなぁ。ボクは全然胸が大きくならないんだよ」

「ルイーゼさん、声が大きいのでは？」

「大丈夫だって」

　大丈夫ではなくて、男湯にもハッキリと聞こえているけどね。

　エリーゼは、ルイーゼから胸の大きさを指摘される度に恥ずかしいようだ。

　女体評論家のルイーゼがいて、エリーゼの胸の大きさを指摘しないわけがないからな。

「胸が大きい小さいくらいのことを、貴族たる者が気にするまでもありませんわ」

　覗くまでもなく、カタリーナがいつものように胸を張ってルイーゼに主張しているのが容易に想像できた。できれば確認してみたいところだが、覗くと魔法をぶっ放されそうだ。

「カタリーナはさ、胸があるからそういうことが言えるんだよ。カタリーナは圧倒的な強者だって」

「そうですか？　肩は凝るし、そんなにいいものではありませんわよ」

「そんなことはないって。ヴェルってば、よくカタリーナの胸に視線がいってるから」

「そうなのですか？」

　カタリーナの声が、急にうわずって恥ずかしげなものになった。

　というか、ルイーゼよ。それは大きな誤解……でもないか。

「ルイーゼ、隣に聞こえるでしょうが」

「イーナちゃんは、ウエストが細くていいよね。ボクはお子様体形だし。ヴィルマも、結構胸があるからなぁ……」

「そう？　エリーゼ様に全然勝てない」

　いや、エリーゼに胸の大きさで勝つのは難しいんじゃないかな？

「ボクに比べたら、圧倒的な勝者じゃないか。エリーゼ、胸が大きくなる秘薬とかないの？」

「なくもないですが、そういう秘薬は製法、素材、効能が怪しいものが多いのです」

　やはりあるのか……。そして、怪しい薬に引っかかる金持ちや貴族の女性がいるのだろうな。男性だと、背が高くなるとか、なくなった髪が生えてくるとかか。

　その辺は、全人類共通の悩みであろうから。

「あ───あ、健康にいい秘薬ってないかなぁ……」

「それはそれで、効き目がなさそうね」

　俺もそう思うな。よく効く薬って副作用が多いと聞くから、逆に副作用がないと効果は薄いのかも。フラシーボ効果で、胸が大きくはならないだろうからなぁ。












「イーナちゃん、一緒に探そうよ」

「いやよ、私は別に今のままでもいいし」

「イーナちゃん、お尻は結構大きいよね」

「ルイーゼは、どこ見てるのよ？」




「……あいつらは、何をやっているんだか」

　ブランタークさんは、聞きたくもないことを聞かされたという表情を浮かべる。導師は、我関せずと湯に浸かっている。

「ヴェルは結婚すれば夢の生活が待っていますな。ルイーゼは見る場所ないけど……うげっ！」

　何を考えているのか、続けてエルがとんでもないことを口にする。

　冗談にしても、それを言うと危険なのではないかと思った瞬間、女湯の方から木製の桶おけが飛んできてエルの頭に直撃した。

「壁で見えない相手に命中させたのであるか。素晴らしい腕前であるな」

　魔闘流の技で、見えない相手をわずかな魔力で探り、その位置を正確に知るというものがあるらしい。その技を生かして、エルに木桶をぶつけたのであろう。

　導師がルイーゼの力量に感心している。

「痛ぇ！　タンコブできた！　ヴェル、治してくれ！」

「えっ？　俺？」

　いや、ここで治すとルイーゼが怖いので、ちょっと遠慮したいところである。

「エルヴィン少年よ、某が覚えた聖治癒によって治してやるのである！」

「えっ？　導師がですか？　俺は、ヴェルの方がいいかなと……」

「若い者が遠慮などするものではないのである！」

「ふぎゃ───！」

　導師の治療とは、例の強く抱きつくことで発動する聖魔法である。

　エルは、湯で温まった裸の筋肉魔人に抱きつかれ、締めつけられて、ルイーゼをからかった報いを受けることになった。




「ああ、酷ひどい目に遭った……」

「エルは、自分の発言に責任を持つべきだね。ボクには華麗な技とか、色々と見せる部分もあるし」

「ルイーゼ、そういう話じゃないんだけど……」

「何か言ったかな？　エル」

「いいえ！　何も言っておりません！」

　湯上がりには牛乳が一番……だが、この世界は牧畜の規模が小さいので牛乳は貴重品であった。

　一番手に入りやすいのは山や羊ぎの乳であったが、これは俺が苦手である。

　そこで、エリーゼが淹いれてから冷やしたマテ茶や、俺が自作したフルーツジュースなどをみんなで湯上がりに飲んでいた。

「ヴェルの作るフルーツジュースは美味しいわね」

　イーナは、俺が魔法で自作したフルーツジュースを絶賛した。

　マヨネーズを作る魔法を応用し、攪かく拌はんの仕方から材料の比率まで、試作に試作を重ねた傑作なので当然とも言える。

「風呂上がりに、冷たいマテ茶とジュースですか。名産になりそうですな」

　マシューさんは、自分たちも風呂上がりに出そうと思ったようだ。

「今までは、酒か温かいマテ茶のみでしたからね。選択肢が増えるのはいいですよ」

「女子供にはいいよな。俺らは酒だけど」

「うぃ───！　風呂上がりの一杯は最高であるな！」

　勿論、ブランタークさんと導師は、自分の魔法で冷やしておいた酒を乾杯してから飲んでいた。

「ブランタークさん、伯父様、ほどほどにしてくださいね」

「勿論である！」

「大丈夫、マテ茶で薄めたから」

　エリーゼが注意をすると、導師は食前酒だからとほどほどでやめ、ブランタークさんはストレートで飲んでいた蒸留酒を冷たいマテ茶で薄め始めた。

　教会にいたエリーゼは医学にも詳しく、風呂上がりの飲酒が危険なのを知っていた。

「それよりも、お腹が減ったな」

　お風呂のあとは食事であったが、それはこちらで準備した。

　ここは温泉なので、湯や蒸気は簡単に利用できる。

　そこで、網に卵を入れて源泉が湧き出ている場所に浸ける。これで温泉卵の完成だ。

　卵は、鶏のものは非常に高価なので、ある程度簡単に手に入る鴨かもやホロホロ鳥のものを使っている。

「いいか。茹ゆでる時間の微妙な調節が必要だ」

「相変わらず、ヴェルは妙なことに拘こだわるなぁ……」

「エルは何とでも言うがいい。茹で卵は、茹で時間ですべてが決まるのだ！」

　俺は、砂時計を手に慎重に時間を計る。黄身が半熟の状態で引き揚げなければいけないからだ。

「これで、ちょうどいいはずだ！」

　源泉に浸かった卵は真っ黒くなったが、殻を剥むくと固まった白身と半熟の黄身が出てくる。

　茹で時間の調整は大成功であった。

「そして、これに塩を少量ふって食べると美味しい」

　半熟の黄身の甘さと、俺が魔法で作った天然塩の塩気が絶妙のハーモニーを奏で、前世で箱根湯本の温泉卵を食べた時のことを思い出す。

「ヴェンデリン様、半熟の方が美味しいですね」

「茹で卵、美味しい」

「半熟の方がいいわね」

　女性陣にも好評であったが、カタリーナが俺にある方向を示した。

「あのお二方にかかると、どんな食べ物でも同じに見えますわね」

　導師とヴィルマが、競うように茹で卵を食べていた。

「お代わり！」

「導師様と同じく」

　三十個ほど茹でた卵は、十分と保たずに殻だけになった。

「お代わりは茹でておきますね」

　俺の代わりに、バートンが茹で卵を見てくれることになった。

「『温泉卵』ですか。これは名物になりますよ」

　バートンは、嬉しそうに砂時計片手に卵を茹で始める。

「あとは、蒸気を利用した蒸し料理だな」

　蒸し篭かごを使って肉、魚、野菜などを蒸ふかして調理を行い、これに醤しょう油ゆ、味み噌そで作ったタレをつけて食べる。

「茹でるよりも素材の風味が残り、調理時に油も落ちてサッパリと食べられるというわけだ」

「なるほど、これは沢山食べられるのである！」

「ヴェル様、お代わり！」

　ただし、導師とヴィルマは何でも沢山食べられるので関係ないかもしれない。

「なるほど、蒸気を利用した料理ですか」

　デザートにサツマイモを蒸かしたり、蒸しケーキ、プリンなどを蒸して提供してもいいはずだ。

「温泉の蒸気で蒸すというところが売りです」

「いやあ、バウマイスター伯爵様にはいいアイデアをいただきました。頑張って、この温泉地を発展させますよ」

　こうして魔の森付近にオープンした温泉は、次第に冒険者たちの休暇や観光に利用されるようになり、名物の温泉卵、蒸し料理と共に王国中に知られていくこととなる。





第八話　子は親に似る







「はぁ───、久々に何もしない休日とは素晴らしい」




　バウマイスター伯爵領の開発は、ローデリヒの計画以上に早く進んでいる。

　バウルブルクの領主館はまだ建設中であったが、町中には建物が増えた。

　魔法で『移築』した、わけあり物件や中古物件が多かったが、今では新しく建築を始めている家や建造物も多い。

　道の整備も進んでおり、今日は久しぶりに何もしない休日だ。

　領主館建設予定地の中庭で、朝の修行を終えた俺は一人リクライニング式のチェアーに寝転んでいた。

　このあとも朝食を食べてからゴロゴロし、昼飯を食べてからゴロゴロし、夕食後は屋敷の中でゴロゴロする予定である。

　なんて贅ぜい沢たくな時間なのだと思ったが、考えてみたら商社マン時代の休日も、こんな感じだったかも……。

　俺はワーカーホリックなのであろうか？

　いや、そんな考えに至ってしまうのは俺の悪い癖だ。

　今は単純に休暇を楽しむべきなのだから。

「久しぶりに贅沢な休日だ」

「ヴェンデリンさん、いくらお休みでも時間を無駄にしてはいけませんわ」

　こんな時に、実はクソ真面目なカタリーナの登場だ。

　貴族に拘こだわる彼女は、空いている時間も貴族として相応ふさわしい過ごし方をしないといけないと思っているらしい。

　それは自由なんだが、俺に強要するのはどうかと思う。

　そういえば、前世でもいたよな。

　休暇で旅行に行くと、勿もっ体たいないからといって予定をギュウギュウに詰め込む人が。

　ああいうのは、貧乏性なんだろうな……と。

　同じハワイに行っても、欧米人はプールサイドでのんびり寝転がっているのに、日本人は『オプショナルツアーが！』とうるさかったりする。

「たまの休みに休まないと、休みにならないからな」

「ヴェンデリンさんは相変わらずですわね」

「カタリーナも、少しだけ寝転がってみな」

　俺は、隣の空いているチェアーをカタリーナに勧める。

「せっかくの、未来の旦だん那な様からのお誘いですから」

　二人で横になって空を見ると、雲一つない青い空が広がっていた。

「こうやってノンビリと空を眺めるってのも、最高の贅沢だと思うよ」

「かもしれませんわね」

　カタリーナは、静かに空を眺めている。

　今まで色々とあったので、それを思い出しているのかもしれない。

「朝の時間くらいはお付き合いしますわ」

　そのあと暫しばらく、朝食の時間だとイーナが呼びにくるまで二人で空を眺めていた。

　たまには、こういう時間があってもいいはずだ。

「どうせ、明日からも忙しいし」

「ヴェンデリンさん、それを思い出させないでください……」

　俺たちには、鬼のローデリヒが立案した工事計画が先の先まで詰まっていたのだから。




「えっ？　エリーゼのお母さんがここを見に来たいって？」

「はい、どうなさいますか？　ヴェンデリン様」

　朝食のために食堂へと向かうと、すぐにメイドのドミニクがスープを配膳してくれた。

　今日は洋風のメニューのようだ。

　スープを飲んでいると、エリーゼが申し訳なさそうに聞いてくる。

「えっ！　あの人が来るのか？」

「ヴェル、大変ね……」

「ごめんね、ボクでもフォローは無理だから」

　エリーゼの発言を聞いたエルたちは、スープを飲んでいたスプーンを落とし動揺を隠せない。

「エリーゼ様のお母さん、興味ある」

「エリーゼさんのお母様がどうなされたのですか？」

　事情を知らないヴィルマとカタリーナは、エルたちの普段とは違う様子を見て首を傾かしげた。ただ義息子むすこと母親が会うだけなのに、なぜそこまで動揺するのだと思っているのであろう。

「ヴィルマさんは、ご存じないのですか？」

「あんまりよくは知らない」




　勿もち論ろん俺たちは、王都滞在時に何度も顔を合わせている。

　名はニーナ・メイヤ・フォン・ホーエンハイムで、確か今は三十七歳だったと思う。

　見た目は、エリーゼがそのまま年を取ったような感じだ。

　胸も大きい。とても綺き麗れいな人で、こういう人を日本では美魔女とか言うのかもしれない。

「エリーゼ、ただ遊びに来たいというわけではないんだよね？」

「はい、お父様の名みょう代だいだそうです……」

　ただ単純に遊びに来たいというのなら断ってもいいのだが、ホーエンハイム一族は教会の有力者である。

　どうやらエリーゼのお父さんの代わりに、バウマイスター伯爵領内に建設する教会について内密な話があるのであろう。

「断るわけにはいかないんじゃないかな？」

「そうなのですが……」

　悪い人ではないのだが、俺も実の娘であるエリーゼも、少し彼女が苦手であった。

「お館やかた様、教会関連の所用とのことなので、お会いになられた方がいいのでは？」

「そうだよなぁ……」

　ローデリヒの正論を聞き、会うしかないよなあと思っていたら、早速迎えにきてくれと連絡を受けた。

　せっかくの休みが、また運送の仕事で消えてしまうことになる。




　王都にあるホーエンハイム子爵家邸まで『瞬間移動』で向かうと、すぐにセバスチャンが応対してくれた。

「遅ればせながら、伯爵位へのご陞しょう爵しゃく、おめでとうございます」

　さすがはセバスチャン、すぐに俺の陞爵に対しお祝いの言葉を述べた。

「あの……ニーナ様を迎えに来たのですが」

「はい、若奥様なら準備がもうすぐ終わると思います」

　エリーゼのお母さんが若奥様扱いなのは、まだホーエンハイム枢機卿が当主で、彼の奥さん、つまりエリーゼのお祖ば母あさんも現役の当主夫人だからだ。

「では、少し待たせて……」

「ヴェンデリン君、お久しぶりね」

　ちょうど支度が終わったようで、屋敷の奥からエリーゼのお母さん、ニーナ様が飛び出してきて、そのまま俺に抱きついた。

　エリーゼにも負けない胸の感触が、俺の体に伝わる。

「ヴェンデリン君、『ニーナ様』なんて他人行儀じゃないの。お義か母あさんって呼んでね」

「エリーゼと正式に結婚したら、そう呼ばせていただきます」

「ヴェンデリン君って、思っていたよりも真面目ね。でも、そういうところも可愛かわいいわよ」

　そして、俺は彼女から『ヴェンデリン君』と呼ばれている。

　彼女は教会有力者の妻で、伯爵家の出である。公の場では弁わきまえるが、プライベートではこんな感じであった。

「では、早速バウマイスター伯爵領へ行きましょうか？」

「そうね、ヴェンデリン君と二人でデートね」

　ニーナ様は、俺と腕を組んだ。

　二の腕に彼女の胸の感覚が伝わる。

　気恥ずかしいのと、誘惑に負けてしまいそうな……いや彼女は誘惑なんてしていないのだと思うと自己嫌悪に陥ってしまう。

　これが、俺が彼女を苦手とする最大の理由であった。

「『瞬間移動』は、別に腕を組まなくてもいいんですけど……」

　一定のエリア内の人員や荷物という感覚でかける魔法なので、別に腕を組む必要などない。

「久しぶりだから、親子のスキンシップよ」

　などと言いながら、嬉うれしそうに俺と腕を組むニーナ様。傍そばにいるセバスチャンは彼女との付き合いが長い。俺に対して『ご愁傷様です』という表情を向けた。

　でも、助けてはくれない。なぜなら、セバスチャンでも自分が一番可愛いからだ。

「若奥様、本日のお帰りは？」

「遅くなるかも。夕食はいらないわ」

「畏かしこまりました」

　つまり、ニーナ様はうちで夕食の時間まで過ごすということだ。

　この時点で俺の休暇は消えた。

『瞬間移動』で飛ぶ前に、セバスチャンが再び俺に申し訳なさそうな顔を向けたのを、俺は見逃さなかった。




「お母様！　なぜヴェンデリン様と腕を組んでいるのです？」

「親子のスキンシップじゃないの。エリーゼは、旦那様に似て真面目ね」

『瞬間移動』で屋敷に戻ると、エリーゼがすぐに俺と腕を組んでいたニーナ様を窘たしなめ始める。

　エルたちは、既に姿を消していた。

　いつもこんな感じでお気に入りの義息子（予定）に絡むニーナ様と、それを注意するエリーゼという構図を知っているから、とっとと逃げ出してしまったのであろう。

　俺が同じ立場でもそうしたと思うが、やはり少し冷たいよなと思ってしまう。

　ヴィルマとカタリーナも、エルたちから話を聞いて自主避難したものと思われる。

　ことごとく姿を消している。

「お母様、世間の目とか評判とかもあるのですよ！」

「いいじゃないの、ここはお屋敷の中だもの」

　ニーナ様がこんなことをするのは、屋敷の中などのプライベートな空間だけだ。

　だからこそ、エリーゼもニーナ様を言い負かすことができなかった。

「先にお仕事を済ませちゃいましょうよ」

　ニーナ様は、俺と組んでいた腕をほどくと、すぐにローデリヒの元へと向かう。

「これはニーナ様、お迎えもしないで申し訳ありません」

「ローデリヒ様のお忙しさは誰もがわかっていること。私も使いを頼んだ夫も、過剰な応対は望んでおりませんのでお気になさらずに。仔し細さい、この手紙に認したためてあります。特に大きな問題もなく、バウマイスター伯爵領内における教会網の建設は計画どおりというわけです」

　急に口調が変わったニーナ様は、ローデリヒと面会していた。

「この教会は、バウマイスター伯爵領内に作られる教会や礼拝所を統括する支部となるもの。少し時間がかかっても、丁寧な建設をお願いします」

　バウルブルクの中心部、領主館の近くにバウマイスター伯爵領内中の教会や礼拝所を統括する大きな教会が建設中であった。

　さすがにこれは、リネンハイム氏に頼んで不良債権を買い叩たたいてもらうということはできない。

　破産する教会などないので、ちゃんと専門の大工に頼んで建設している。

　内部の備品や、天井部分に付けるステンドグラスも、すべて専門の工房に頼むので教会建設は費用と時間が物もの凄すごくかかるのだ。

「バウマイスター伯爵領内で、村や町が増える度に教会が増える。素晴らしいことですが、だからこそこの教会は完璧に仕上げていただきたいのです」

　視察に来たニーナ様は、知己の教会専門の大工たちに威厳のある態度で訓示めいたことを言う。

「お仕事大変だとは思いますが、頑張ってください。差し入れをお持ちしました」

　そして女性らしく、大工たちに軽食や飲み物を差し入れた。

　こういう細やかな配慮のために、ニーナ様が派遣されたのかもしれない。

　どちらにせよ、普段の態度とは大違いである。

　果たして、どちらが彼女の本性なのか？

　俺がニーナ様を苦手とするのには、このようなところもあった。

「ヴェンデリン君、お義母さん、格好よかったでしょう？」

　ただし、屋敷に戻るとまたいつもの感じに戻ってしまう。

　俺と腕を組み、その偉大すぎる胸を押しつけてくる。

「お母様！」

「だって、ここはお屋敷の中だし、もうお仕事も終わったし」

　相変わらずな母親にエリーゼが怒るが、ニーナ様は別におかしなことをしているわけではない。

　貴族がいつでもどこでも貴族らしくしていたら、気がおかしくなってしまう。

　自由に振る舞えるのが他人の目がないところ、つまり屋敷の中だというわけだ。

「エリーゼは、お腹が減ってるから怒りっぽいのよ。お昼ご飯にしましょう」

　時間もちょうどお昼時だったので、屋敷で昼食となった。

「ドミニク、エルたちは？」

「ご用があるとかで、お昼はいらないと」

　最悪なことに、エルたちは巻き込まれるのを恐れて逃走していた。

　ヴィルマとカタリーナもエルたちから事情を聞いて屋敷に戻ってこず、昼は三人だけとなった。

「ヴェンデリン君、はい、あ───んして」

「あの……ニーナ様？」

「お義母さんと呼んでよ。今日のお昼ご飯は、とても美お味いしそうよ」

　お気に入りの義息子というのもなかなかに大変だ。

　なぜかニーナ様が、俺に『あ───んして』でご飯を食べさせようとしてくる。

「お母様……」

　当然、エリーゼは爆発寸前であった。

「え───、このくらいのことで怒るの？　もしかして、エリーゼってこういうことをした経験がないの？　私は旦那様にしてあげたわよ」

　知りたくもない情報を知ってしまった。

　まさか、エリーゼのお父さんが奥さんにそんなことをしてもらっていたなんて……彼も教会のお偉いさんなのに……。

「エリーゼももう少し頑張らないと、イーナちゃんとか、ルイーゼちゃんとか、ヴィルマちゃんとか、カタリーナちゃんに負けちゃうかも」

　またも突然、ニーナ様の声質が真面目モードに戻る。

　口調はそのままなので逆に怖い。

「いくら正妻でもぉ、可愛い気のない女なんて駄目よぉ」

　ニーナ様からの忠告に、エリーゼは目を丸くさせた。不真面目だと思っていた母親からの厳しい駄目出しに、不意を突かれたのであろう。

　やっぱり、この人はただの天然じゃない。

　生まれついて貴族の女性の恐ろしさに、俺は背筋が凍る思いであった。

「あの……ヴェンデリン様、『はい、あ───ん』」

「美味しいなぁ、エリーゼ」

「男と女なんて、若い頃は周りが少し恥ずかしいと思うくらいがちょうどいいのよぉ。私もお手本で、『あ───んして』」












　俺は二人に次々とご飯を食べさせられ、お腹が一杯すぎて暫く動きたくなくなってしまった。

　夕方、ようやく夕食前に戻ってきたイーナたちに、ニーナ様がいつもどおりの口調で挨拶をする。

「あら、こんにちは。イーナちゃん、ルイーゼちゃん、エル君。あとは、ヴィルマちゃんとカタリーナちゃんね」

「エリーゼ様のお母さん、エリーゼ様に似てる」

「あら、ありがとう。私もまだまだいけるかしら？」

　何がいけるのかは知らないが、ニーナ様はヴィルマにご機嫌でお礼を言う。

「初めまして……」

「カタリーナちゃんも大変よねぇ」

　カタリーナも見事にちゃん付けで呼んでいたが、それに対しカタリーナは不満を漏らさなかった。

　ニーナ様の雰囲気に呑のまれてしまい、それどころではないのであろう。

　天然に見えても、彼女は大貴族家の娘なのだ。

　エリーゼとは経験値がまるで違う。

「ヴェンデリン君は、モテモテねぇ」

　夕食では特にトラブルもなく、食後のデザートを楽しんでから、ニーナ様はホーエンハイム子爵家邸に戻ることになった。

　また俺が送っていくのだが、ニーナ様が俺と腕を組んでも誰も文句を言わない。

　エリーゼですら、諦めの境地に至ったようだ。

「みんな、エリーゼをよろしくね。ちょっと真面目すぎる娘だけど」

　エリーゼもニーナ様を嫌っているわけではないし、向こうもそれは同じだ。

　ニーナ様は、彼女なりにエリーゼが心配だからこういうことをして……本人が楽しんでいる線も非常に濃厚であったが。

「バウマイスター伯爵様、本日はありがとうございました」

　ホーエンハイム子爵家邸に着くと、すかさずセバスチャンがお礼を述べる。

　さすがは執事の鑑かがみ、ニーナ様の性格を誰よりも把握しているのであろう。

「ヴェンデリン君、今日はありがとうね」

　セバスチャンに続きお礼を述べるニーナ様であったが、やはり彼女は曲くせ者ものだ。

「私、思うんだけど、別に結婚式前でも手を出してもいいのよ、内緒でだけど」

　ニーナ様が俺の耳元でささやき、やはりこの人は苦手だなと感じてしまうのであった。




「エリーゼのお母さん、凄かったわね」

「さすがは、ヴィターゼン伯爵家の出。うちのお母さんは普通だから」

「そのヴィターゼン伯爵家って？」

「代々一族の人間には策士が多いって、お義と父う様が言ってた」

　エリーゼの母親が来襲した翌日、朝食の席でイーナとヴィルマが話をしていた。

　どうやら、昨日の昼間逃走していた間に、エドガー軍務卿経由でエリーゼのお母さんの情報を集めたようだ。

「ヴェル、お母さん繋つながりで悪いんだけど、ローデリヒさんにも言われたのよ」

「ローデリヒに？」

　ローデリヒが問題にしたのは、バウマイスター伯爵領における槍そう術じゅつや魔闘流など、家臣や警備兵が必須とする武芸を教える体制についてである。

　ブライヒレーダー辺境伯家には、専門の家臣家がある。

　イーナの実家であるヒレンブラント家や、ルイーゼの実家であるオーフェルヴェーク家などがそうだ。

　他にも、剣術、弓術、馬術など、大物貴族家だと専門の家臣家がある。

　零細貴族だと専門の指南役家臣家を創設する余裕もないし、道場まで遠くて通えないケースも多いから、親や家臣から直接教わるのが基本であった。

　法衣貴族は都市部に住んでいるので、ツテのある道場に通うか、金持ちなら家庭教師を頼んだりする。

　大物軍人系法衣貴族家は、全部は無理だがどれか一つくらいは指南役の家臣を養っている。

　アームストロング伯爵家だと、棒術を教える家臣家が存在した。

「バウマイスター伯爵家は、ブライヒレーダー辺境伯家にも劣らないどころか、もしかするとそれを超える領地の規模になるから指南役家臣家の設置は必須だよ」

「ルイーゼ、それってつまり……」

「壮絶な奪い合いが発生するね。剣術と、槍術と、魔闘流以外は」

　槍術はイーナとその子供が、魔闘流はルイーゼとその子供が、剣術はエルの師匠であるワーレンさんの流派から招しょう聘へいが既に決まっている。

　ワーレンさんはエルに丁寧に指導してくれているし、エルもワーレンさんを慕っている。

　だが、それと剣術指南役の人選でワーレンさんの流派の人がコネで決まるのは別問題だということだ。

　人は綺麗事だけでは生きていけない。

「棒術は、アームストロング伯爵家のツテだよな？」

「棒術は、物凄くマイナーな武芸だからね。ヴィルマの斧ふ術じゅつの方が、まだ普及しているかも」

「だから、棒術はアームストロング伯爵家の推薦、斧術はお義父様の推薦」

　ヴィルマがすかさず補足をしてくれる。

　俺は武芸はさっぱりだし、いい指南役を見る目もない。魔法では妥協しないが武芸のことは、ローデリヒが何も言わない以上は、王都の大人たちに任せて大丈夫であろう。

「それで、槍術と魔闘流の道場は建設中だよね？」

「まあ、そうだな」

　バウルブルクに建設中の道場は、バウマイスター伯爵領各地に置かれる支部練習場の本部となる。

　これは、中古で済ますわけにはいかないらしい。

　支部練習場に関しては、そこまで立派でなくてもいいそうだ。田舎だと、小屋に毛が生えた程度の建物で済ませてしまう。

　これは、リネンハイム氏に中古物件を見繕ってもらっている。急ぐ仕事でもないので、そのうちに町の建設に合わせて設置されるであろう。

「本部道場の管理人員と範囲に、支部練習場責任者の人選もあるのか」

　つまり、これも利権のタネなのだ。そう簡単に道場など増やせないので、みんな何とか雇ってもらいたいのだと。

「そんな理由で、ボクとイーナちゃんのお母さんがヴェルに会いたいって」

「二人のお母さんか」

　そういえば、会ったことがないんだよな。すぐに王都留学になったから、会う機会を逸したというか。

「こういう場合、お父さんじゃないの？」

　父親は、ブライヒレーダー辺境伯家指南役家の当主なのだから。

「お父様は、当主だから逆に駄目なのよ」

　今度は、イーナが俺の疑問に答えてくれる。

「えっ？　そうなの？」

「ブライヒレーダー辺境伯家の家臣が、ヴェルにお願いしますって頭を下げるのは、ブライヒレーダー辺境伯様が面白くないもの」

　私の弟子や家族を優先してくれてありがとうと、他の大物貴族に頭を下げる家臣。

　確かに、ブライヒレーダー辺境伯からすれば面白くないかもしれない。

　でも、ブライヒレーダー辺境伯は事情を理解している。だから、娘に会いに行くという目的も兼ねて当主の妻が挨拶とお礼を述べに来るというわけだ。

「面倒な話だな」

「ヴェル、もう一つ面倒な事情があるわよ」

「聞いておこうかな」

「今、バウルブルクで私とルイーゼの名代をしているお兄さんたちは、私たちと同じで妾めかけ腹ばらなの」

　父親も母親も同じ兄妹が、バウマイスター伯爵領に来ているわけだ。

「ヴェルの婚約者は私たちだから、私たちと同じ母親の子供が来ているわけ」

　それはつまり、本妻の子供たちはあくまでもブライヒレーダー辺境伯家槍術指南役家に専念するためということか。

「建て前としてはね。でも、腹違いの下のお兄さんや弟たちは、本音ではこっちに来たがっている」

　妾腹の兄弟を押しのけて、自分もバウマイスター伯爵家本部道場の運営に携わりたいというわけだ。

「それをやろうとすると混乱は必至だから、お父様はあくまでも娘を嫁に出す父親としてしか挨拶に来ないわ。だから、お母様なのよ」

「ボクもまったく同じ理由、ヴェルは事情が理解できた？」

「面倒な事情のせいで、二人のお母さんが挨拶に来るのは理解した」

　そんなわけで、有能なローデリヒが予定を既に組んでいたので、俺はイーナとルイーゼを連れてブライヒブルクまでお母さんたちを迎えに行った。

「お母様」

「お母さん、こっちこっち」

「バウマイスター伯爵様でいらっしゃいますね。イーナの母親のエスト・ズザネ・ヒレンブラントと申します。娘が大変にお世話になっております」

「初めまして、バウマイスター伯爵様。ルイーゼの母のイレーネ・ヨランデ・アウレリア・オーフェルヴェークです。ルイーゼがお世話になっています」

　初めて顔を合せる二人の母親であったが、親子は似るを実践している母親たちであった。

　イーナの母親は、雰囲気がイーナにそっくりであった。

　赤い髪も同じで、違いは長さが肩までしかないことくらいだ。

　イーナも年を取ると、こういう感じになるのであろう。

　そして……。

「初めまして、バウマイスター伯爵です」

　この人、眼光が鋭い。

　和服を着て日本刀を持ったならば、亡くなった親分の代わりに討ち入りだと言われても違和感ないと思う。

　俺は自己紹介をしながら背中に冷や汗をかいた。

「娘が大変にお世話になっております。イーナに至らぬ点があれば、私にご相談いただければ幸いです」

　でも、物凄く常識的な人であった。

　悪いけど、エリーゼのお母さんと比べると、何十倍か常識的な人である。

「いえ、イーナには俺も世話になっていますから」

「そう言っていただけると幸いです」

「エストちゃん、心配しすぎだって。うちの娘じゃあるまいし、イーナちゃんなら大丈夫よ」

「イレーネ、二人きりの時以外にはその呼び方は禁止でしょう」

「あははっ、いいじゃない。私たち幼おさな馴な染じみなんだし」

　ルイーゼの母親は……母親か？

　ルイーゼよりも少し髪が長いのと年配だというくらいで、お母さんというよりもお姉さんにしか見えない。

「えっ？　お母さん？　お姉さんじゃなくて？」

「バウマイスター伯爵様は、お世辞が上手ですね。私はもうすぐ四十なのに」

　いや、お世辞じゃなくて、こんなアラフォーまずどこを探してもいないはず。何か魔法にでもかかっていて加齢が遅いと言われても納得してしまいそうだ。

　どう年上に見ても、二十代前半が限界なのだから。

「挨拶も終わりましたし、バウマイスター伯爵領に参りませんか？」

「そうですね」

　見た目は怖いが、言動は常識人そのもののエストさんに促され、俺たちはバウルブルクへと『瞬間移動』で飛ぶ。

「すご───い、魔法って便利ね。今度、王都にでも遊びに連れていってもらいたいわね」

「時間があれば……痛ぇ！」

　間違いなく、エリーゼのお母さんよりもルイーゼのお母さんの方が魔性の女だと思う。

　ニーナ様にはわかりやすい色気が漂っているが、イレーネさんはいつの間にかのめり込んでしまいそうな可愛さを持っていた。

　時間があれば王都に遊びに連れていくとつい約束してしまい、ルイーゼから尻をつねられてしまった。

「（ヴェル、お母さんの手に乗っちゃだめだよ）」

　気を取り直して、道場の建設現場へと向かう。

　工事中の道場を見学し、野外で槍術と魔闘流を教えている自分の息子たちに挨拶をしてから、屋敷の中庭でお茶を飲みながら話をすることにした。

「お二人は、幼馴染ですよね？」

「そうよ、いつも年上の私がエストちゃんを引っ張っていたの」

「「「「……」」」」

　嘘うそは言っていないと思う。

　なぜって？　この二人の関係を推察するには、その娘であるイーナとルイーゼの関係を見ればわかるからだ。

　ポジティブシンキングで、考えるよりも先に動いてしまうルイーゼと、その抑え役に徹するイーナ。

　エストさんとイレーネさんも同じような関係だった……いや今もそうなのであろうと。

　しかし、交友関係まで似る親子って凄いと思う。

「二人で冒険者をしていたとか？」

「それはないです。私たちは下級陪臣家の娘でしたので……」

　だから側室として指南役家に嫁ぎ、槍術や魔闘流は空いている時間に習ったのみだとエストさんが言う。

「武芸の才能は娘たちの方が上ですよ。冒険者になる腕っ節はなかったですね」

　見た目は物凄い実力者に見えるのに、エストさんの槍術の腕前はイーナにまったく及ばないそうだ。

「私も全然駄目ね」

　イレーネさんも魔闘流の腕前では、娘のルイーゼの足下にも及ばないらしい。

「そんな腕前があったら、すぐに嫁入りなんてしないで冒険者をやっていたはずですもの。ルイーゼはいいわねぇ」

「ボクはボクなりに、色々と苦労しているんだよ」

　あの導師から目をつけられてしまった時点で、平穏な人生からは遠ざかってしまったのは事実か。

「道場の運営は私たちも手伝うけど、あまり表には出られないし、旦那様の紹介状しか持ってこない人を支部練習場の師範にしては駄目よ」

「イレーネさん、それはどういうことです？」

「ええと、身内の恥で申し訳ないんだけど……」

　外から見ると吹けば飛ぶような指南役家臣家にも、派閥争いに近いものがあるらしい。

「ブライヒレーダー辺境伯様からのお達しで、バウマイスター伯爵家の指南役家臣家創設に人を出せるのは妾である私たちの子供たちだけなのよ。あくまでも、イーナちゃんとルイーゼがバウマイスター伯爵様の目に留とまったからという理由でね」

「はあ……」

「支部練習場の師範ポストは、一族の人だけじゃ足りないでしょう？」

　今はともかく、将来的には足りるはずがない。もしかすると、ブライヒレーダー辺境伯領よりも支部練習場の数が多くなるかもしれないからだ。

「冒険者予備校の講師枠もあるわよね？」

　これも、魔の森という有力な狩り場がある以上は創設しないといけない。

　生徒たちに槍術と魔闘流を教える講師は、イーナとルイーゼの息がかかった者になるはずだ。

「師範は門下生から選ばれるんだけどね……」

　同じ門下生でも実力は関係なく、本妻の子供たちに気に入られている者たちと、そうではないエストさんやイレーネさん、その子供たちと懇意になる門下生たちとに自然と別れてしまうそうだ。

「それって、派閥闘争ですか？」

「そこまで険悪じゃないわね。ただ、ブライヒレーダー辺境伯領の支部練習場の数はこれ以上増えないから……」

　師範ポストは本妻の子供と彼らと親しい門下生に割り振られて、それ以外の門下生は割を食うのが今までであった。

「最低でも、支部練習場の責任者にならないと食べられないから……」

　師範になれないベテラン門下生は、たまにある臨時講師のアルバイト代と、他に副業をして生活している者が多いという。

「冒険者が副業で一番多いかな。実戦練習にもなるし」

　ただ、いくら腕を上げても、当主や本妻の子供たちに気に入られていないと師範になれなかったりするらしい。

　財政的な理由でそうポンポンと師範に任命できない以上は、そういうことになってしまう。

　前世でも、特に優秀でもないのに上司に気に入られて出世する人がいたから、それは俺にもわかった。

「バウマイスター伯爵領の支部練習場を任せる師範は、私たち寄りだからそういう人たちばっかりなの。そうなるとね……」

　最後まで聞かなくてもわかった。

　不遇だった連中がバウマイスター伯爵領で出世して、本妻の子供たち寄りでも師範になれないで順番待ちをしている人たちがいる。

　彼らからすれば、今の状況は面白くないわけだ。

「そういう人たちの中で、どさくさに紛れて仕官しようと目もく論ろむ人がいるかもしれないのです。過去に旦那様が感状や目録を出している人もいるから、それだけで採用しないようにってローデリヒ様に断っておかないと駄目なのよね」

　本当、聞かなきゃよかった。

　この世界、どこもかしこも世せ知ち辛がらい話ばかりである。

　就職が、常に超氷河期のような感じだ。

「明日は、開設した支部練習場に案内してくれるそうで？」

「はい」

　そして翌日、俺たちは『瞬間移動』で冒険者ギルド支部まで飛んだ。

　実は、ここの隣にも支部練習場が開設したのだ。

　治安維持目的で駐在している警備隊員向けと、泥縄な感じもするが冒険者でも入門して冒険者としての実力を増すために練習する者が多い。

「バウマイスター伯爵様、実にちょうどいい物件を準備いたしましたよ」

　この支部練習場は、リネンハイム氏が準備した中古物件であった。

「おや、イーナ様とルイーゼ様のお母様でいらっしゃいますか。いつもお世話になっております」

　リネンハイム氏は、エストさんはともかく、イレーネさんの異常な若さに違和感を感じていないようだ。

　普通に挨拶をしてる。

「バウマイスター伯爵様。極たまにでございますが、イレーネ様のように若いお姿をお保ちの女性はいらっしゃるのです。こう見えて私、顔が広いですから」

　貴族の奥さんなどで、そんな人がたまにいるのかもしれない。いわゆる、魔性の女というやつであろう。

「そうなのか。ところで、この支部練習場の前歴は？」

「これも、人の営みの中で起こる栄枯盛衰でございます」

　もっと沢山の門下生を集めようと道場を豪華にしたのはいいが、肝心の門下生が集まらず、道場建設の借金で首が回らずという倒産物件を、また買い叩いたというわけだ。

「道場の綺麗さよりも、道場主の実力じゃないのか？」

「必ずしも、そうとは言えません」

　指南役家臣家なら家か禄ろくが出るが、王都や直轄地の道場では道場主の評判や実力などが左右される。

　家禄などないので、いかに一般客を集めて月謝を徴収できるかにかかっているというわけだ。

　だが、いくら道場主に実力があっても、道場がボロすぎれば一般門下生は躊躇ためらってしまう。

　それなりの道場を準備する経営能力も必須というわけだ。

　また道場ばかり綺麗でも、道場主の実力が微妙で門下生が集まらなければ破産してしまう。

　要は、バランスが大切というわけだ。

「そのための、武芸大会なのですよ」

　あの大会で上位入賞すれば、宣伝効果で門下生は集まりやすいというわけだ。

「指南役家臣家の方々も、実は家禄だけですと赤字でございますからね」

　役職的に重臣というわけでもないのに、道場を運営していかないといけないのだ。

　一般からの門下生を集めないと、生活がかなり困窮してしまう。それどころか、赤字で首が回らなくなってしまうらしい。

「そんなわけで、ヒレンブラント家とオーフェルヴェーク家は必死なのです」

　エストさんからそういう風に言われると、その風貌と相まって真に迫るものを感じてしまう。

「だから、ルイーゼに手を出しても全然大丈夫ですよ」

「いや、それはさすがにまずい……」

　すぐにエリーゼのことが思い浮かぶ。教会は怖いからな。

　あっでも、なぜかニーナ様も同じようなことを言っていたような……。

「時に教会の教義よりも、貴族の都合が優先されることもあるのです」

「婚約破棄とかは絶対にありませんから……」

　ニーナ様に続き、エストさんとイレーネさんにも同じことを言われて、俺は背中から冷や汗を流すのであった。




「ふ───ん、大変だったな」

「エル、お前は逃げたくせに」

「それは、ヴィルマとカタリーナも同じじゃないか」

　エストさんとイレーネさんの帰還後、姿を見せたエルたちと話をする。

「お母さんか……」

「エルのお母さんの話はあまり聞かないな」

「小さい頃に亡くなっているからな。今の継母にはなぁ……」

　あまり折り合いはよくないようだ。

　ドラマとかでもよくある話である。

「そうか」

「優しい人だったな」

　こう見えても、エルは俺並みかそれ以上に苦労しているからな。

「ヴィルマのお母さんはどうなんだ？」

「う───ん、共に普通」

　実母と義母たち、みんな普通だとヴィルマはエルに答えた。

「まあ、普通が一番じゃないか」

「そうかもしれない」

　個性的なお母さんというのは面白いかもしれないけど、実際に接するとその分大変かもしれないのだから。

「カタリーナも、ご両親は亡くなられていたよな？」

「はい。ですが脳裏に記憶が残っております。二人とも、貴族としての誇りと威厳に満ちた方たちでしたわ」

　本当なのかはわからないが、カタリーナ本人がそう言うのだからそうなのであろう。

　彼女のお母さんがどんな人なのかと想像してみるが、カタリーナに似ていて、派手な衣装に身を包み、領民の前で高飛車な発言をしている光景が思い浮かんだ。

　ふとみんなの方を見る。カタリーナ以外全員同じことを考えている線が濃厚だ。

　微妙な表情を浮かべながらカタリーナを見ている。

「みなさん、どうかしたのですか？」

　そしてカタリーナは、なぜ自分がそういう目で見られているのかを理解していなかった。





第九話　憎まれっ子は、年を取っても世にはばかる







「はあ……」

「ヴェル、溜ため息いきをつくと幸せが逃げるぞ」

「やっぱり、クラウスは何か企たくらんでいるのか？」

「いや、何で急にそうなるんだよ……」




　ここ暫しばらく色々とあり、俺はクラウスのことを忘れていた。

　忙しいし、彼は既に終わった人物のはずだ。

　そう思っていたのに、ヘルマン兄さんから連絡がきた。

　何でも、クラウスが急ぎ俺に相談したいことがあるらしい。

　それだけで、クラウスが何か碌ろくでもないことを考えているような気がするのだ。

「そんなに心配なら、ブランタークさんに同行を頼んだらどうだ？」

「おおっ！　エルにしては素晴らしく建設的な意見だ！」

「お前なぁ……気を悪くするぞ！」




　そんなわけで、ブランタークさんと共に俺たちはバウマイスター騎士爵領まで『瞬間移動』で飛んだ。

「伯爵様は考えすぎと違うか？」

　同行してくれたブランタークさんが、俺の杞き憂ゆうではないかと言う。

　それならいいのだが、やはり何か引っかかるのだ。

　俺にそう思わせるとは……クラウスは、残りの人生もっと静かに生きるべきだと感じてしまう。

　あんまり関わってほしくない、迷惑な遠縁であった。

　血が繋つながっていないのが唯一の救いであろうか。

「私も考えすぎだと思うな。前の事件の時に、ヴェルのお父さんと正直に色々と語ったりしていたじゃない」

「ボクもそう思う。もう色々と気が済んだんじゃないの？」

　イーナとルイーゼは、クルト兄の事件で色々とあったのだから、さすがにクラウスも大人しくなったであろうという考えであった。

　あの時は、クラウスは犯人じゃなかったけど、二時間ドラマなら崖っ縁で色々と語ったような状況だったからなぁ……その続きがありそうなのがクラウスなのだけど……。

「わざわざ悪いな、ヴェル」

　久々のバウマイスター騎士爵家邸は、外見はそうでもなかったが中は大分綺き麗れいになっていた。

　奥さんのマルレーネさんや、今や領主家に格上げされた従士長家の女性たちが綺麗にしたのであろう。

　無駄遣いではない。

　これからは外部からの来客が増えるので、ちゃんと綺麗にしておかないといけないからだ。

　規模は小さいが、領主館とは首相官邸のようなものなのだ。そこがボロで汚ければ、来た客に不安を抱かせるか、舐なめられてしまう可能性もある。

「隔世の感ですね」

「まあ、最低限はな。資金はあったし」

　まだ魔の森がバウマイスター騎士爵家の領有だった時に、みんなで採集した品を売った代金から納められた税が原資というわけだ。

「ただ、開発が進んで領地の中心部が変わったからな。いずれ、それに相応ふさわしい領主館の建設もしないと駄目だな」

　屋敷内部を綺麗にしたのは、あくまでも新しい領主館が建つまでの繋ぎというわけだ。

「開墾の奨励や、新しく移住してくる領民たちにまったく援助なしというわけにもいかない。ハチミツ酒増産のために、養蜂業の拡張もある。将来の稼ぎのためには、それに見合った投資も必要だしな」

　色々と入り用で大変だと、ヘルマン兄さんは言う。

「クルト兄貴が、ケチってでも金を貯ためていた理由が何となく理解できたよ」

　投資しても確実に成功するという保証もない。

　確実にリターンが望めると確信できなければ、他人からなんと言われようと金を貯め込むというのも、貴族の手としては決して間違っていないわけだ。

　投資して事業に失敗すればお金がなくなるが、貯金しておけば少なくとも減ることはないのだから。

「そんなわけで、試行錯誤でやっているさ。ヴェルの援助がなければ大失敗か、命を削っての苦労だったな」

　それでも、ヘルマン兄さんは新領主として上手くやっていると思う。

　自分は頭が悪いとよく言うけど、クルトと差があるようにも思えないし、従士長として警備隊を指揮してきた経験が生きていると思うのだ。

　中小企業の社長タイプだと俺は思う。

「ヘルマン兄さん、人材の方はどうなのです？」

「足りているとはいえないが、何とか回しているよ」

　警備隊は元々ヘルマン兄さんが仕切っていた。

　移住者から人を増やして対応したそうだ。

「旧来の領民たちと新規移住者たちとの間で、たまにいざこざもあるけど、ちょっとした喧けん嘩かくらいなら警備隊で何とかなるしな」

　人口が増えても、犯罪はちょっとした窃盗事件くらいしかないそうで、警備隊の規模拡大と訓練を並行しながらでも十分に対処可能だとヘルマン兄さんは説明する。

「ヘルマン様、教会の方は大丈夫でしょうか？」

「本当に助かったよ、エリーゼさん」

　元々この領地では、マイスター殿という九十近い老神父が一人で教会を切り盛りしていた。

　だが、彼は足腰が弱ってきている。

　本人はこの地で生涯を終えるつもりだと断言していたが、やはり不都合は出ていたので、王都から若い神官が赴任してマイスター殿の補佐を行うようになっていた。

　マイスター殿は薬学に詳しく、医者も治癒魔法もないバウマイスター騎士爵領を健康面で支えている。

　若い神官も薬学に詳しい人を派遣してもらっており、その人選ではエリーゼとホーエンハイム枢機卿に骨を折ってもらった。

　普通はこんな無茶は言えないので、ヘルマン兄さんはそれをホーエンハイム枢機卿に頼んでくれたエリーゼにお礼を言ったのだ。

「ヴェルは、いい嫁さんを貰もらったよな」

「まだ正式には婚約者ですが……」

「もう結婚しているのと同じだろう。エリーゼさん、うちのヴェルをよろしくお願いします」

「はい」

　ヘルマン兄さんに正式な俺の奥さん扱いをされ、エリーゼは満面の笑みを浮かべた。

「文官系の人材はどうですか？」

「人数は足りているんだよ……」

　王都や地方都市、他村落からの移住者の中には、ある程度学がある者たちもいる。

　そういう者たちを新たに雇い入れたそうだ。未経験の仕事は、教育しながら徐々に覚えさせていく計画らしい。

「あの……『人数は』とは？」

「そういう連中を纏まとめる有能な奴が必要じゃないか。でもその能力があるのは……」

　今のところは、クラウスしかいないというわけだ。

「最近は大人しいもので、忠実に仕事をこなしているな」

　ところが、ヘルマン兄さんの表情は冴さえない。

「文句なく有能なんだけどな……」

　ヘルマン兄さんは、正直なところクラウスを持て余しているようだ。

「有能でしたら、任せてしまえばいいと思いますが。家臣の能力を見抜き、それに見合う仕事を任せ、その結果に対する責任を取るのが貴族なのですから」

　カタリーナが随分と殊勝なことを言うが、相手がクラウスだと危険なフラグでしかないような……。

「（ヴェル様）」

「（どうかしたのか？　ヴィルマ）」

「（カタリーナだと、バカ領主と奸かん臣しんの図になる）」

「ぶっ！」

　相変わらずなヴィルマの毒舌であったが、彼女の発言を聞いたカタリーナ以外の全員が納得してしまう。

　良くも悪くも、彼女は人に任せてよきに計らえが貴族だと思っているから仕方がない。

　もしカタリーナがクラウスを家臣にしたならば、間違いなくバカ殿様と財政を壟ろう断だんする悪家臣の図になるだろうと容易に想像できてしまう。

「カタリーナには、ハインツがいてよかったな」

「はい、自慢の家臣ですわ」

　カタリーナには、俺たちの危惧が理解できなかったようだ。きっとクラウスに好き勝手されても、気がつかないと思う。

「やはり、有能すぎますか？」

「ただ有能ならいいんだよ」

　それに加えて、クラウスには胡う散さん臭い部分がある。あの策士としての性格は、それを使う人間の器量がよほど優れていないと受け入れにくい。

　貴族は人の上に立てるように教育を受けているが、それでも大半は凡人である。

　凡人からすれば、いくら有能でも、ああいう得体の知れない男を傍そばに置いておきたくないというわけだ。

　俺も魔法以外では凡人なので、クラウスを傍に置きたいとは思わない。

「ですが、彼のお孫さんたちは有力な一門衆なのでは？」

「そういう考え方もあるな……」

　イーナの質問に、ヘルマン兄さんは腕を組んで考え込む。

　腹違いとはいえ兄弟なのだから、ヴァルターとカールを優遇してコントロールすればいいという考えのようだ。

　だが、それは普通の異母弟などが相手の時だ。

　下手に彼らを重用すると、クラウスが彼らを動かしてヘルマン兄さんを傀かい儡らいにしてしまうのではないか、という懸念がある。

　本人にやる気があるのかはわからないが、少なくともその能力は十分にあるのだから。

「毒物みたいなものか……」

「毒物は、薄めて使えば薬になる場合もあります。ですが、量を誤ると……」

「あの人が自ら薄まるわけもないか……」

「はい……」

　エルどころかエリーゼですら、クラウスは危険な存在だと認識しているようだ。

　祖父であるホーエンハイム枢機卿が、傍にああいう人物を置くわけがないからわかってしまうのであろう。

「それに、今のバウマイスター騎士爵領はヘルマン殿の一族が主流になっている。自分の子供たちを要所に配置した方が、将来的には統治が安定すると思うな」

　ブランタークさんの意見に、俺たちは納得する。

　どのみちクラウスは、他村落の連中からウケが悪い。

　あまり優遇しすぎると不満が表面化するかもしれないから、それならヘルマン兄さんが妾めかけでも取って子供を産ませ、彼らに教育を施してから配置した方が、将来的にはバウマイスター騎士爵領の安定に繋がるであろう。

「それでクラウスは、俺にどんな用事があるのでしょうか？」

「表向きはヴェルに領内の様子を見てもらって、何かアドバイスでもあればということらしい」

　ヘルマン兄さんですら表向きはという時点で、どこか釈然としないものを感じているのであろう。

　何でも、この時期に急ぎ俺を呼んでほしいと頼んだようだし。

「その理由だと、特におかしな点もないか……」

　俺が他の貴族の領地に口を出すのはどうかという意見もあるが、バウマイスター騎士爵領は寄より子こであるし、当主交代で多少の混乱があるのでそれを手助けしても不思議ではない。

　ヘルマン兄さんも自分たちの状況を正確に理解しているからこそ、俺たちに手や口を出すなとは言わないわけだ。

「まさか、ヴェルの暗殺を狙っている？」

「それはないだろう」

　クラウスは策士だが、バカではない。

　ルイーゼの懸念は考えすぎであろう。

「色仕掛けで取り入る？」

「あのクラウスの爺じいさんがか？」

　ヴィルマの意見を、エルが一笑に伏した。

「勿もち論ろん本人じゃない。娘の方」

「ヴィルマ、その可能性は低いだろう」

　俺に取り入るために、レイラさんに色仕掛けをさせるのではないかとヴィルマが言うが、これもエルが否定した。

　確かにあの人は綺麗かもしれないが、父親の妾の誘惑に引っかかるほど俺は意志が弱いとは思えないのだが……。

「レイラさんは年齢に比べれば綺麗だけど、エリーゼたちは若くて綺麗じゃないか。第一、俺はレイラさんとほとんど話をしたことがないんだぞ。そんな人にいきなり迫られても困る」

　今までに一言か二言会話したのみなのだ。

　俺の実家時代におけるボッチぶりを舐めてはいけない。

「おうおう、伯爵様も意外と口が上手いねぇ」

　俺は結構真面目に答えたつもりなのだが、ブランタークさんがからかってくる。

「ヴェンデリン様が、そのような誘惑に乗ることはないと思います」

「ヴェルは、たまにそういうことを言って不意を突くから……」

「ちょっと卑ひ怯きょうなタイミングだよね」

「ヴェンデリンさんは貴族なのですから、あまりそういうことを仰おっしゃらない方がいいですわよ。たまにならいいですけど……」

　エリーゼたちは、なぜか顔を赤くさせていた。

「ヴェル様、私が心配しているのは美人局つつもたせ」

　同じく顔が少し赤いヴィルマが、意外な単語を口にする。

「ヴィルマは、難しい言葉を知っているんだな……」

　難しいというか、大人の夜の世界の単語というか、エルはヴィルマから美人局という言葉が出て少し驚いたようだ。

「貴族でも、たまにその手を使う人がいるってお義と父う様から聞いたことがある」

　二人きりにしたところに突入して、『うちの娘に手を出したな！　責任を取れ！』と迫る貴族がいるのだという。

　貴族でも切羽詰まると、ヤクザのような手法を使う人もいるようだ。

「気をつけるよ」

「ヴェル様は一人にならない方がいい。私が傍にいるから」

「ありがとうな、ヴィルマ」

　俺はヴィルマに礼を言う。

　でも、何か企んだら成敗するだけだよな。

「どんな手できても、強制的に排除すればいい」

　ヴィルマが冷静な口調で怖いことを言うが、彼女は俺の護衛なのだ。俺に危険が迫れば、それを排除して当然というわけだ。

「そのクラウスさんという方が、ただ陳情でヴェンデリンさんを呼び出しただけかもしれませんし、行ってみればわかりますわよ」

　カタリーナの言葉に納得し、俺たちはクラウスに会うために屋敷を出る。

　するとクラウスは、屋敷の前で、後ろにヴァルターとカールと他二名を従え、恭しく頭を下げた。

「お久しぶりでございます、バウマイスター伯爵様。本日はお越しいただき、光栄の極みにございます」

　クラウスは、一分の隙すきもないお辞儀と挨拶をする。ヴァルターとカールは一言も発しないで一緒に頭を下げている。

　もう二人いる若い男性も同じだ。

「ご存じかもしれませぬが、ヴァルターとカールに、アグネスの夫のノルベルトと、コローナの夫のライナーと申します」

　クラウスの紹介で、異母兄と異母姉の夫たちは静かに頭を下げた。

　ほぼ面識がないので、俺は軽く頷うなずくしかできない。

　何を話していいのかわからないし。

「ご案内いたしましょう」

　クラウスたちが最初に案内したのは、リーグ大山脈の山腹寄りにある養蜂場であった。

　元々は、ヘルマン兄さんが婿入りした従士長家が独占してハチミツとハチミツ酒を生産していたが、生産量を上げるために人手と巣箱を増やしている最中だそうだ。

「ちゃんと見るのは初めてだな」

　飛んでいるミツバチは、地球のものよりも倍以上大きい。

　草原にはレンゲ草が花を咲かせ、森や山腹などにも飛んで色々な花の蜜を集めている。

　地球のように、アカシアハチミツ、レンゲハチミツのような特定の花の蜜を集めた高級品は存在しなかった。

「増産は急がせておりますが、ミツバチの数を増やすのが最優先ですな。規模を広げると、森から熊がハチミツを狙ってきますから警戒も必要です」

　次に案内されたのは、ハチミツ酒の製造所であった。

　醸造所というほどの規模ではない。

　一軒の民家の中に設備が置かれていた。

「ハチミツ酒も、ハチミツの増産が達成されないと困難です」

　クラウスは、少し時間がかかりそうだと説明する。

「（ブランタークさん、試飲はなさそうですよ）」

　エルに小声でそう言われて、ブランタークさんは少し残念そうだ。

「次に参りましょうか？」

　あとは、俺が区画整理したり開墾をした各村落を回っていくが、みんな農作業に集中していた。

　旧来の村落は小麦中心だが、新しい開墾地で稲作を試している畑がいくつかあった。

　主に俺が開拓した新村落では、稲作が主流になっているようだ。




「最後に、新村落建設予定地の測量を終えましたので、それを見ていただきたいのです。あとはお時間のある時にでも」

　みんなで未開地の方に歩いていくと、目的地である新村落建設予定地に到着した。

「あれは？」

　すかさず、エルは剣に手をかけて俺の前に立つ。二十名を超える、冒険者と思おぼしき男たちがいたからだ。

「ヴェル様」

　ヴィルマも、大斧おのを持つ手に力を込めて彼らを警戒し始める。

「ご安心を、彼らは竜専門の冒険者たちなのですよ」

　この村を拠点に、リーグ大山脈で竜を狩れないかと様子を見にきたのだとクラウスが説明する。

「色よい返事がいただけそうなのです」

　竜は、魔法使いでもなければ団体で狩るのが主流だと予備校で習った。

　彼らがバウマイスター騎士爵領に滞在すれば、少しは景気も上向くとクラウスは考えているのであろう。

「今までは、東部を拠点に活動をなされていたそうで」

「東部か……」

　以前、ブライヒレーダー辺境伯と仲が悪いブロワ辺境伯が統括する地域だと聞いている。

　クラウスが若い頃に戦功をあげたのは、彼らとの紛争時であったはずだ。

「東部って、行ったことがないな」

　そういえば、ブロワ辺境伯とも顔を合わせた記憶がない。王都滞在時に一度くらいは会う機会があるかと思ったが、ブライヒレーダー辺境伯と仲が悪いとなれば、その寄子である俺とは顔を合わせにくかったのであろう。

「そのうちに、バウマイスター伯爵様も行かれる機会があるのでは？　今は少しゴタついていますから、ご遠慮なされた方がよろしいかと」

「詳しんだな、クラウス」

「このバウマイスター騎士爵領も外部との交流が増えました。何でも、ブロワ辺境伯様はお具合が悪いようでして、その上、ご子息様たちが後継者争いをしているとか」

　どうしてクラウスがそんなことを知っているのかと思ったが、冒険者たちは東部出身だと言っていたな。

　彼らから聞いていれば、知っていても不思議ではないか。

「それに加えて、バウマイスター伯爵領開発の利益にも与あずかれず、そのことで内部にも不満が溜たまっているらしいのです」

　ブロワ辺境伯家がブライヒレーダー辺境伯家と仲が悪いのなら、それも仕方がないであろう。

　俺も、よく知らない貴族家に融通を利かせるなんてことはしないし。

「内外に不満と問題を抱えた貴族はどうするとお思いですか？　バウマイスター伯爵様」

　どうって、いくら仲が悪い貴族同士でも同じ王国貴族だ。戦争をするわけにもいかないだろうから、関係の改善を図るであろうか？

「ですが、それを行うべきブロワ辺境伯様は病床にあります。ならば名みょう代だいを立てるのが普通ですが、生憎あいにくと名代となる後継者が定まっておりません」

　代表者を出せない以上は、たとえ交渉しても意味がないか。決まり事が順守される保証もないから交渉しても意味がないというわけだ。

「じゃあ、東部はそのままだろう」

　別に、明日にでも東部が爆発して崩壊するわけでもない。景気が悪い、後継者が決まらないと、不満が続きながらもそのままだと思う。

　ブロワ辺境伯が亡くなればまた状況が動くかもしれないが、彼がいつ死ぬかなんて誰にもわからないのだから。

「そういうケースが大半でしょうが、もう一つ手がありますよ」

「もう一つ？」

「はい、これらの不満を一時的に逸そらすため、もしくはブライヒレーダー辺境伯様から利益や利権を奪い取るために……」

「紛争か！」

　わざと南部と諍いさかいを起こし、解決のためにブライヒレーダー辺境伯などに譲歩を迫る。

　その譲歩の内容とは、未開地開発の利益や利権のはずだ。

「いや、しかし……」

　まさか、その程度で紛争が……などと思いながら、ふと視線を変えると、例の冒険者たちの様子がおかしい。

　明らかに動揺している風に見えるのだ。

「（伯爵様！）」

　ブランタークさんがポンと俺の肩を叩たたいた。

　エル、イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、エリーゼは再び警戒態勢に入り、カタリーナもすぐに魔法を発動する準備に入っている。

　つまり、この冒険者たちは実はブロワ辺境伯家の者たちであり、紛争を起こすに際してこんな遙はるか南方の僻へき地ちまで後方攪かく乱らん任務に来たというわけだ。

「クラウス、お前なぁ……」

　なぜクラウスが、俺たちとこの冒険者たちを誰もいない新村落建設予定地で会わせたのか？

「バウマイスター伯爵様、私はブロワ辺境伯家から一切の御恩は受けておりませんので」

　クラウスのその一言で、冒険者たちはようやく自分たちがクラウスに売られたのだと気がついたようだ。

　慌てて剣を抜こうとするが……。

「面倒事を俺たちに押しつけやがって！」

「伯爵様、それに付き合わされる俺ってどうなのかね？」

「他貴族との揉もめ事から始まる反乱の序曲！　貴族らしいですけど、実際に巻き込まれると迷惑ですわね……」

　打ち合わせも何もしていないが、俺、ブランタークさん、カタリーナの三人で、同時にある魔法を繰り出した。

　その魔法は『エリアスタン』という。

　対人魔法では有名なもので、相手を電撃で痺しびれさせて行動不能にする魔法である。

　使える人は多いが、威力の加減が非常に難しい。

　下手な魔法使いがやると、相手を感電死させてしまうからだ。

　今回は、ベテランのブランタークさんに、天才魔法使いのカタリーナが一緒だ。

　俺もちゃんと練習はしていたので、手加減した『エリアスタン』は無事に発動した。

　俺たちとクラウス、ヴァルターたちがいるエリアを除き、似え非せ冒険者たちがいたエリアが電撃に襲われ、彼らは一瞬で麻ま痺ひして動けなくなった。

「エル！」

「わかった！」

　エルたちは、急ぎ痺れて動けなくなった似非冒険者たちから武器、防具、所持品を奪い、ロープで縛っていく。

　ヴァルターたちも自主的に手伝ったので、捕縛作業はものの数分ほどで終わってしまう。

「クラウス、この連中の目的は？」

「はい、このバウマイスター騎士爵領において反乱を起こし、後方攪乱をしたかったようで。そのために、東部出身の冒険者を偽ったわけですな。武器を持っていても、不自然ではありませんし」

「そうか……」

　クラウスがその反乱に加わりでもしたら、もっと鎮圧に手間がかかったであろうが、彼がそんなバカな真似をするはずがない。

　俺たちをここに呼んだのは、そろそろ計画の実行時機なので反乱者たちを捕まえてほしかったのであろう。

　クラウスは、自分たちと今のバウマイスター騎士爵領の兵力では彼らを鎮圧できない、と考えたわけだ。

　もし鎮圧できたとしても犠牲が多ければ、バウマイスター騎士爵領の開発と統治に重大な支障をきたすと予想した。

「クラウス、ヘルマン兄さんにも言わなかったようだな」

「大変に心苦しかったのですが、もし彼らに気がつかれていると悟られてしまった時のことを考えますと……」

　俺は、クラウスにはもう一つ意図があると気がついた。

　この反乱計画に気がつき、暴発する前に俺に報告したのはクラウスで、それに協力したのはヴァルターたちである。

「もし実際に蜂起していたら、鎮圧に手間がかかったであろう。犠牲者が出ていた可能性もあった。クラウスの功績を第一とする」

　俺はクラウスを褒めながら、どこか釈然としない気持ちを抱え続けるのであった。




「……反乱未遂か……」

　ブロワ辺境伯家家臣たちによる反乱未遂事件は無事に解決した。

　彼らは全員武装解除され、今はまとめてヘルマン兄さんが招集した警備隊員たちによって監禁されている。

　バウマイスター騎士爵領には牢ろう獄ごくなどないので、農機具小屋に押し込めてあった。

　屋敷の書斎でヘルマン兄さんがクラウスから事情を聞いているが、顔が少し引き攣つっている。

　領内で発生しつつあった反乱にもかかわらず、領主である自分に報告もせず、鎮圧を俺たち第三者に任せてしまったからだ。

　戦力的に考えて、クラウスのやり方が一番正しかったと思う。

　特に、共に犠牲者がなしという点が大きい。

　だが、結果的に無視されてしまったヘルマン兄さんが面白いはずがない。

　領民たちの中にも、クラウスのやり方に憤慨している者が多いようだ。

「お館やかた様に報告をせず、バウマイスター伯爵様に鎮圧をお願いした点につきましては、私の不覚。これを功績とは思っておりませぬ」

　随分と殊勝なことを言っているが、ヘルマン兄さんはそれでよくても俺はそういうわけにはいかないのだ。

　何しろ、彼は実際に功績を立てているのだから。

「伯爵様、ブロワ辺境伯家諸侯軍が動いたそうだ」

　ブランタークさんがブライヒレーダー辺境伯に連絡を取ると、ブロワ軍が東部から一部南部領域に軍を出したという情報が得られた。

　その詳しい目的や規模はまだわからないが、ブライヒレーダー辺境伯は急きゅう遽きょ諸侯軍の徴集を始めたそうだ。

『開発の足を引っ張ってくれましたね。困った方々です……』

　ブライヒレーダー辺境伯は、ブロワ辺境伯家に対して相当に怒っているようだ。

「完全に連動した作戦だったのか……」

「でも、どうして後方攪乱を？」

「その紛争に、ヴェンデリン様が参加するのを恐れたのではないでしょうか？」

　ルイーゼの疑問に、エリーゼが答える。

　後方がゴタついていれば、開発もあるので俺が紛争に参加する心配がない、というわけだ。

「迷惑な……元から、そんな余裕はないぞ」

　体が二つあるわけではないのだ。領地開発と紛争参加の両立なんてしたくない。

「まず、そっちはいいんだ」

　反乱に失敗した捕虜は、バウマイスター騎士爵領では持て余すのでうちで引き取ることになった。

　ブロワ家の責任を追及する際に、彼らが決定的な証拠というわけだ。

　問題は、クラウスへの褒美であった。

　ヘルマン兄さんからすれば、自分のコントロールを外れたとんでもない家臣という評価になるが、結果的には反乱を防いでいる。

　俺からすれば、寄子の領地で発生しかけた反乱を防ぐことに大活躍した人物なので、クラウスに褒美を渡さないといけないわけだ。

「（クラウスの野郎……）」

　思わず呟つぶやきそうになってしまったが、何が頭にくるって、クラウスはこれらの流れをほぼ読んでやっていることであろう。

「反乱を起こそうとした連中、クラウスに騙だまされてどう思っているのかね？」

「なかなかにお可哀かわい想そうな生い立ちのようですが、私は裏切って反乱に参加などできません。何しろ、我らはバウマイスター家に仕える者なのですから」

　クラウスの言うバウマイスター家が、ヘルマン兄さんの騎士爵家なのか、うちの伯爵家なのか、判断に苦しむところだ。

「私は、アルトゥル様と同じく人生も終わりに近づいた身。若い者たちの犠牲を減らすべく、密かに動くことにしました。もし失態があれば、私だけが処分されればと思いまして。ですが、私に協力したヴァルターたちへの処罰は勘弁していただきたいのです」

「「……」」

　俺も、へルマン兄さんも絶句した。

　なぜかといえば、クラウスが密かに反乱阻止のためにヴァルターたちと動いていたからではない。

　ましてや、責任は全部自分にあるから、処分するなら年寄りの自分だけにしてくれと言っているからでもない。

　俺たちが、処分などできないとわかったうえで、大芝居を打っている点にあった。

「（ヴェル、どうする？）」

　ヘルマン兄さんが困って当然だ。

　彼からすれば、自分の頭越しに反乱の処分を俺に頼んだクラウスに、罰なしというわけにはいかない。

　だが、これでクラウスを処分してしまうと、功績がある者を処分することになるので、領民や家臣たちへの動揺が大きい。

　将来の統治に響く可能性がある。

　新しく移住してきた者たちからすれば、クラウスは丁寧に色々と教えてくれるいい人なのだから。

「（しょうがないなぁ……）」

　これだけは選択したくなかったんだけど、俺は遂に決断した。

「クラウス、やはり領主であるバウマイスター卿に報告をしていなかった点は許せないな。バウマイスター騎士爵領を出てもらうぞ」

　……駄目だ。

　ヘルマン兄さんでは、クラウスを持て余してしまう。

　そこで、彼の孫娘であるアグネスの夫のノルベルトと、コローナの夫のライナーをバウマイスター騎士爵領に残し、二人を名主としてクラウスの跡を継がせることにした。

　異母妹の夫たちなら、ヘルマン兄さんも遠慮しないで済むであろう。

　一番の問題人物はクラウスなので、彼がいなくなればいいわけだ。

「ヴァルターとカールは、バウマイスター伯爵領に来てもらう。新しい村の名主を任せる」

　クラウスは罰としてバウマイスター騎士爵領を出されるが、代わりに孫と孫娘婿に各々、村の名主を任せる。

　クラウスは元々本村落一つの名主であった。

　それが四倍になったのだから、これが褒美というわけだ。

「過分な褒美に、このクラウス感謝の言葉もありません」

　どうせ人手不足だったし、ローデリヒに監視させればいいか。

　俺は、クラウスの野望の終着点がこの辺であると信じたい。

　だが同時に、それをクラウスに見透かされているようで、どこか釈然としない気分になるのであった。




　翌日、バウマイスター伯爵領から一隻の小型魔導飛行船が到着し、そこにはヴィルマの実兄であるモーリッツが率いる五十名ほどの兵士が乗っていた。

「反乱の鎮圧で活躍できると思ったのですが……」

「兄さん、ヴェル様たちがみんな倒してしまった」

「残念だなぁ……お館様、捕虜を収容します」

　反乱鎮圧に参加できないで残念そうなモーリッツは、それでも真面目に俺たちが捕らえた捕虜を連行していく。

　その途中、クラウスの姿を見た彼らが怨えん嗟さの声をあげた。

「貴様！　俺たちはお前を信じてすべてを話したんだぞ！」

「人の弱みにつけ込みやがって！」

　老練なクラウスのことだ。さぞかし親身に話を聞いて、まるで共に反乱に参加するかのように振る舞ったのであろう。

　騙される方が悪いとは思うが、俺は同時に騙された彼らに同情もしている。

　同じクラウスの被害者だという認識があるからだ。

「人生色々とありますよ。私もそうでした。それに、あなた方は運が開けたかもしれませんぞ」

「そんなわけがあるか！」

「地獄に落ちろ！」

　叫びながらモーリッツたちに連行されていく捕虜たちに、俺は心の中で合掌してしまう。

「クラウス、こうなれば『毒を食らわば皿まで』だ。人手が足りずに忙しいんだ。給金は払ってやるから、動けなくなるまで働いてもらうぞ」

「私如ごときにできることも少ないですが、人生最後のご奉公だと思い努力いたします」

　クラウスは、臨時雇いの家臣とした。




　多分、ちゃんと働いてくれるのはわかっているのだが、クラウスの思いどおりに物事が進んでしまい、俺は敗北感に苛さいなまれるのであった。





幕間二　とある父娘の会話







「カルラ、ワシが憎いか？」




「……」

　私は、ベッドに横たわり今にも死を迎えそうな老人に対し、何も言わずに世話を続けます。

　なぜならこの老人は私の父親であり、ヘルムート王国に三人しかいない辺境伯で、逆らえば母とその実家に迷惑をかけてしまうから。

　父は、いえこの老人は死に際し、まだ後継者を決めていません。

　一地方を統括する小国の王にも匹敵する辺境伯家とその広大な領地、それを巡って二人の兄弟が争いを続けています。

　二人は毎日のようにこの老人の枕元で、自分こそが次の当主に相応ふさわしいとアピールしていき、老人はいまだに答えを出していない。

　老人は、この他にも悩みを抱えているからでしょう。

　過去に紛争で多くの犠牲者まで出している険悪な仲であるブライヒレーダー辺境伯、彼の勢いが増し、この老人が当主をしているブロワ家は逆に衰退が始まりつつある。

　後継者争いどころではないのに、それがよくわかっていない二人の息子たち。

　いえ、だからこそ優秀な当主の下で状況を改善したく、それができるのは自分だとお互いに思っているのだと思います。

「お前は、ワシが思っていた以上に聡さといな」

「十五年以上も母と共に放置し、まだお会いして一年と経っておりませんが、それがわかるのですか。さすがはブロワ辺境伯様」

「その物言いだけでわかる。お前が男ならいいのにな」

　老人は、私の無礼な物言いを気にもしませんでした。

　いっそ、処罰でもしてこの屋敷から追放してくれれば嬉うれしいのですが。

「後継争いがどう発展すれば出兵になるのか理解できぬが、ワシにはもう止める手がないな。明日にも死んでしまうかもしれないのに」

「内輪の争いを収めるために外に目を向ける。よくあることだと思います。調停で上手く未開地の利権が奪えたら、その功績をもって自分を後継者だとアピールできる……。これも、よくあることです」

「それなのに、あいつらは軍を家臣に任せている。まがりなりにも貴族になろうという者が、自ら軍の先頭に立たぬとはな……」

「お兄様たちには、何かお考えがあるのでは？」

　本当は、もしこの老人が急死した時に傍そばにいないと、ライバルに後継者の名乗りで先を越されると思っているからでしょう。

　老人は私の意見を聞いて『ふっ』と笑いました。

　私が本心からそう思っていないことに気がついたのでしょう。

「ブロワ家没落の危機か……カルラ、ワシはお前が思う最低最悪な悪徳貴族として最後まで振る舞うぞ」

「それは、どういうことでしょうか？」

　この老人は、また私を自分の都合で利用しようとするみたいですね。

「ブライヒレーダー辺境伯家伸長の要因となっている、バウマイスター伯爵領の開発利権、これにどうにか食い込む」

　そのようなこと、現実問題として不可能だと思うのですが。

　第一、あなたはベッドから起き上がれないほど重篤なのに。

「お前がおるわ」

「私ですか？」




「暫しばらく……いや、永遠にバウマイスター伯爵の元に行ってもらおうか。お前が、バウマイスター伯爵に気に入られればいいのだ。いい婿であろう？」




　……本当に、我が父ながら最低の人間ですね。

　ですが、ここでずっとこの老人の世話をしているよりはいいでしょう。

　バウマイスター伯爵様に興味がないと言ったら嘘うそになります。

　どのみち、私はこの老人の命令に逆らえないのです。




　そんなわけで、私は長期外出の準備を始めるのでした。
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神奈川県在住の全然フレッシュ（死語）ではない新人物書き。

２００９年頃から二次創作を書き始め、２０１２年よりオリジナルを手がける。

最近釣りを始めるも（ジジ臭い）、下手なのであまり釣れない。

無心で糸を垂らしているといいアイデアが……浮かんだらいいなと思う。

ただの趣味です。

運動不足なのでウォーキングも始めました。パソコンの前に座っている時間が増えたから……。

デビュー作「八男って、それはないでしょう！」をよろしくお願いします。
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